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はじめに

この『Java Enterprise Systemインストールガイド (UNIX版)』には、Sun SolarisTM

Operating System (Solaris OS)、Linux、またはHP-UXオペレーティング環境への Sun
JavaTM Enterprise System (Java ES)ソフトウェアのインストール手順が記載されていま
す。このマニュアルには、特定のプラットフォームのみに当てはまり、異なるプ
ラットフォームには適用されない情報も含まれます。こうした情報は、プラット
フォーム名を明記して記載されています。ただし、大部分の手順はプラットフォー
ム別に分類されておらず、すべてのUNIXオペレーティングシステムに適用されま
す。

対象読者
このマニュアルに記載される内容は、Java ESソフトウェアをインストールする評価
担当者、システム管理者、およびソフトウェア技術者を対象としています。このマ
ニュアルは、次の事項に習熟している方を対象に記述されています。

■ エンタープライズレベルのソフトウェア製品のインストール
■ サポートする Java ESプラットフォーム上のシステム管理とネットワーキング
■ クラスタリングモデル (クラスタリングソフトウェアをインストールする場合)
■ インターネットとWorld Wide Web

Java ESのマニュアルセット
Java ESマニュアルセットでは、配備計画とシステムインストールについて説明しま
す。システムマニュアルのURLは http://docs.sun.com/coll/1657.1です。Java ESの
概要については、次の表に示されている順序で各マニュアルを参照してください。
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表 P–1 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (Windows版)』

既知の問題など、Java ESに関する最新の情報が記載されてい
ます。これ以外に、コンポーネントごとのリリースノートが
リリースノートコレクション
(http://docs.sun.com/coll/1315.2)に記載されています。

『Sun Java Enterprise System 5技術
の概要』

Java ESの技術的および概念的な基礎について説明します。コ
ンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、および機能に
ついて説明しています。

『Sun Java Enterprise System
Deployment Planning Guide』

Java ESに基づく企業配備ソリューションの計画および設計に
関する情報を提供します。配備の計画および設計に関する基
本的概念と原則を示し、ソリューションのライフサイクルに
ついて説明し、Java ESに基づくソリューションを計画する際
に使用する高度な例と戦略を提供します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストール計画ガイド』

Java ESの配備に関し、ハードウェア、オペレーティングシス
テム、およびネットワーク面の実装仕様の開発に役立つ情報
を提供します。インストールおよび設定計画を遂行する上で
注意すべきコンポーネントの依存関係などの問題について説
明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (Windows版)』

Java ESのインストールのプロセスについて説明します。ま
た、インストール後にコンポーネントを設定する方法、およ
び設定したコンポーネントが正常に機能するかどうかを確認
する方法についても説明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールリファレンス (UNIX
版)』

設定パラメータに関する追加情報、設定計画で使用するワー
クシート、および Solarisオペレーティングシステムと Linuxオ
ペレーティング環境でのデフォルトのディレクトリやポート
番号などの参考資料を示します。

『Sun Java Enterprise System 5
アップグレードガイド (UNIX
版)』

『Sun Java Enterprise System 5
Upgrade Guide for Microsoft
Windows』

インストール済みのバージョンから Java ES 5にアップグレード
する手順について説明します。

『Sun Java Enterprise System 5監視
ガイド (UNIX版)』

各製品でのMonitoring Frameworkの設定方法と、Monitoring
Consoleを使用してリアルタイムデータを参照し、監視規則を
作成する方法を示します。

『Sun Java Enterprise System用語
集』

Java ESドキュメントで使用される用語について説明します。

はじめに
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デフォルトパスの規則
次の表は、このマニュアルで使用するデフォルトインストールパスの表記について
説明したものです。

表P–2 デフォルトパスの規則

プレースホルダの例 説明 デフォルト値の例

Application/Server-base Application Serverのベースインス
トールディレクトリを表しま
す。

Solaris OSの場合:
/opt/SUNWappserver/appserver

LinuxおよびHP-UXの場合:
/opt/sun/appserver

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–3 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユー
ザーズガイド』を参照してくだ
さい。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–3 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。 sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

コマンド例で使用されるシェルプロンプト
次の表は、デフォルトのシステムプロンプトとスーパーユーザープロンプトを示し
ています。

はじめに
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表P–4 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIXおよび LinuxシステムのCシェル machine_name%

UNIXおよび LinuxシステムのCシェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェル $

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェルのスー
パーユーザー

#

Microsoft Windowsのコマンド行 C:\

記号の規則
次の表は、この用語集で使用される記号の一覧です。

表P–5 記号の規則

記号 説明 例 意味

[ ] 省略可能な引数やコマン
ドオプションが含まれま
す。

ls [-l] -lオプションは必須ではありま
せん。

{ | } 必須のコマンドオプ
ションの選択肢を囲みま
す。

-d {y|n} -dオプションには y引数か n引数
のいずれかを使用する必要があ
ります。

${ } 変数参照を示します。 ${com.sun.javaRoot} com.sun.javaRoot変数の値を参照
します。

- 同時に押すキーを示しま
す。

Control-A Controlキーを押しながらAキー
を押します。

+ 順番に押すキーを示しま
す。

Ctrl+A+N Controlキーを押してから放し、
それに続くキーを押します。

→ グラフィカルユーザーイ
ンタフェースでのメ
ニュー項目の選択順序を
示します。

「ファイル」→「新規」
→「テンプレート」

「ファイル」メニューから「新
規」を選択します。「新規」サ
ブメニューから「テンプレー
ト」を選択します。

はじめに
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マニュアル、サポート、およびトレーニング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書およびHTML文書を
ダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダウ
ンロード、および Sunのト
レーニングコース情報を提供
します。

はじめに
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インストールの準備

この章では、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)ソフトウェアをインストールする際
に役立つ情報を提供します。このマニュアルで説明している作業を開始する前に、
『Sun Java Enterprise System 5インストール計画ガイド』に従ってインストール計画を
立てておいてください。また、『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレン
ス (UNIX版)』に記載されている Java ESインストール関連の参考資料についても、よ
く理解しておくようにしてください。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 21ページの「Java ESインストーラのしくみ」
■ 31ページの「既存ホストの調査」
■ 35ページの「ホストの準備が整ったかどうかの確認」
■ 37ページの「インストールシーケンス例を使用できるかどうかの確認」
■ 38ページの「インストール前提条件の確認」
■ 41ページの「Java ESソフトウェアの入手」
■ 42ページの「ネットワーク上のインストールイメージの作成」

Java ESインストーラのしくみ
Sun Java Enterprise System (Java ES)は、いくつかの Sunのサーバー側製品を統合し、分
散型のエンタープライズアプリケーションをサポートします。このマニュアルで
は、これらの製品を「Java ES製品コンポーネント」と呼びます。共有コンポーネン
トと呼ばれる一連のサポートソフトウェアも含まれています。Java ESインストーラ
を実行すると、Java ES製品コンポーネントと共有コンポーネントがさまざまに組み
合わされて一度に 1つのホストにインストールされます。これらのコンポーネント
間には複雑な相互関係が存在するため、それらをインストールする際には、単一の
製品コンポーネントをインストールする場合よりも多くのインストール前作業やイ
ンストール後作業が必要となります。

Java ESインストーラでは、コンポーネントパッケージ (Solaris OS)、RPM (Linux)、ま
たはDepot (HP-UX)がローカルホストに追加されます。製品コンポーネントをアンイ

1第 1 章
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ンストールするために、設定を解除するためのインタフェースが表示されるアンイ
ンストールユーティリティーが用意されています。操作の途中に、ログレコードが
生成されてファイルに保存されます。

ここで説明する内容は、次のとおりです。

■ 22ページの「Java ESインストールユーティリティー」
■ 23ページの「このリリースで使用される Java ESコンポーネント」
■ 24ページの「利用できるインストーラモード」
■ 24ページの「言語の選択のしくみ」
■ 25ページの「インストーラが既存のコンポーネントをチェックするしくみ」
■ 26ページの「インストーラがコンポーネントの依存性を確認するしくみ」
■ 27ページの「インストーラがシステムの準備ができているかどうかを確認する
しくみ」

■ 27ページの「インストーラが設定タイプとパラメータを設定するしくみ」
■ 28ページの「アップグレードのしくみ」
■ 30ページの「ログのしくみ」
■ 30ページの「Java ESレポータのしくみ」
■ 31ページの「アンインストールのしくみ」

Java ESインストールユーティリティー
インストールユーティリティー (installer)は、/jes5install/Solaris_sparcなど
の、Java ESをインストールするプラットフォームディレクトリにあります。Product

ディレクトリ、release_infoという名前のテキストファイル、および installerスク
リプト実行可能ファイルが入っています。インストーラにパッチが適用されている
場合を除いて、インストーラはここから起動します。

別のディレクトリには、パッチを適用するために使用されるパッケージ版のインス
トーラが入っています。パッチインストールスクリプト (install)は、ログビューア
ユーティリティー ( viewlog)と一緒に次のディレクトリにあります。
■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5i
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5i

installerにバグがある場合は、Sunが installerを修正して、そのインストーラパッケー
ジ用のパッチを作成することがあります。パッチの適用以降は、そのリリースには
パッケージ版のインストーラを使用するようにしてください。つまり、パッチによ
る修正が含まれるインストーラを起動することになります。

注 –使用している配備環境で、パッチを適用した Java ESインストーラを使用する場
合にのみ、パッチユーティリティーを使用します。

インストールが完了すると、Java ESのアンインストールユーティリティー
(uninstall)が次の場所に配置されます。

Java ESインストーラのしくみ
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■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

Java ESインストールユーティリティーの構文と例は、付録 B に記載されています。

このリリースで使用される Java ESコンポーネン
ト
Java ESソフトウェアは、Sunのサーバー側製品とそれらをサポートする共有コンポー
ネントで構成されています。これらは、ネットワーク上に分散されたアプリケー
ションをサポートするために、連携して動作するようになっています。Java ES 5リ
リースでは、次のコンポーネントを選択することができ、さらにその多くのコン
ポーネントでサブコンポーネントを選択することができます。

このマニュアルで使用されている代替名または省略名は、コンポーネント名とバー
ジョンのあとに括弧で囲まれています。

注 – HP-UXでは、Sun Clusterコンポーネント、Directory Preparation Tool、HADB、ま
たはサードパーティーのWebコンテナはサポートされません。Linuxで「今すぐ設
定」設定オプションを使用する場合、Sun Clusterコンポーネントはサポートされ
ず、サードパーティーコンテナは BEA WebLogicのみがサポートされます。

■ Access Manager 7.1
■ Application Server 8.2 Enterprise Editionおよびパッチ (Application Server)
■ Directory Preparation Tool 6.4
■ Directory Proxy Server 6.0
■ Directory Server Enterprise Edition 6.0 (Directory Server)
■ High Availability Session Store 4.4 (HADB)
■ Java DB 10.1
■ Message Queue 3.7 UR1
■ Monitoring Console 1.0
■ Portal Server 7.1
■ Portal Server Secure Remote Access 7.1
■ Service Registry 3.1
■ Sun Cluster 3.1 8/05 (Sun Clusterソフトウェア)
■ Sun Cluster Agents 3.1
■ Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4 (Sun Cluster Geographic)
■ Web Proxy Server 4.0.4
■ Web Server 7.0

Java ESインストーラのしくみ
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注 – Directory Preparation ToolはCommunications製品でのみ使用されます。便宜上
Java ESリリースではDirectory Serverに含まれています。Directory Preparation Toolに
ついては、『Sun Java Communications Suite 5インストールガイド』の第 8
章「Directory Preparation Tool (comm_dssetup.pl)」を参照してください。

Java ESインストーラに表示されるサービスおよびサブコンポーネントの完全な一覧
については、付録Aを参照してください。この付録では、今回のリリースで提供す
る共有コンポーネントの一覧も示します。

利用できるインストーラモード
Java ESインストーラは、Solaris pkgadd、Linux rpm、HP-UX swinstallのいずれかの
ユーティリティーを使ってJava ESソフトウェアをシステムに転送するためのインス
トールフレームワークです。Java ESのインストールは、対話的に実行することも、
再利用可能なスクリプトを使用して実行することもできます。

■ グラフィカルモード (対話式):グラフィカルワークステーションへの Java ESソフ
トウェアのインストール作業の手順を示す、対話式のグラフィカルウィザードを
提供します。

■ テキストモード (対話式):グラフィカルモードと同じ機能を提供しますが、端末
ウィンドウのコマンド行で 1行ごとに応答が求められます。

■ サイレントモード:入力を指定するために生成した状態ファイルを使用して、複
数のホスト上でインストーラを実行する機能を提供します。

ヒント –ソフトウェアをインストールせずに Java ESインストーラを実行することがで
きます。これは、ホスト上の Java ESソフトウェアを調査する場合に便利です。

言語の選択のしくみ
対話式 Java ESインストーラは、ホストのオペレーティングシステムのロケール設定
で指定されている言語で実行されます。次の言語を利用できます。

■ 英語
■ フランス語
■ ドイツ語
■ 日本語
■ 韓国語
■ スペイン語
■ 簡体字中国語
■ 繁体字中国語
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オペレーティングシステムの言語がこのリストに含まれていない場合、インストー
ラは英語で実行されます。インストーラにより、英語版の Java ESのコンポーネント
がすべて自動的にインストールされます。デフォルトでは、インストールするコン
ポーネントを選択すると、多言語パッケージが選択されます。

以前にインストールしたコンポーネントに対し、インストーラを使用して追加言語
パッケージをインストールすることはできません。ただし、pkgadd、rpm、または
swinstallユーティリティーを使用して、いつでもローカライズ版パッケージをイン
ストールできます。言語パッケージの一覧は、『Sun Java Enterprise System 5インス
トールリファレンス (UNIX版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」
にあります。

インストーラが既存のコンポーネントをチェック
するしくみ
インストール時に、Java ESインストーラは、インストールするホスト上にすでにイ
ンストールされているソフトウェアを調べ、次のコンポーネントを識別します。

■ 互換性のある Java ES製品コンポーネント

互換性のある製品コンポーネントは再インストールの必要がなく、またインス
トーラでは選択できません。

■ 互換性のない Java ES製品コンポーネント

インストーラが選択した製品コンポーネントとすでにローカルにインストールさ
れている製品コンポーネントとで互換性がないことを確認した場合、すでにイン
ストールされている互換性のない製品コンポーネントを削除またはアップグレー
ドする必要があります。Solaris OSでは、いくつかのバンドル版コンポーネント
は、インストーラによってアップグレードできます (Application Server、Message
Queue、HADB)。その他の互換性のないコンポーネントは、手動で削除または
アップグレードする必要があります。これらの互換性のないコンポーネントが処
理されるまで、インストーラを続けて実行することはできません。詳細は、28
ページの「アップグレードのしくみ」を参照してください。

■ 互換性のない Java ES共有コンポーネント

NSSなど、各種バージョンの Java ES共有コンポーネントが既存のホストにすでに
含まれていることはよくあることです。インストーラがインストールしようとす
る Java ESのバージョンと互換性のない共有コンポーネントのバージョンを検出し
た場合、これらの共有コンポーネントがリスト表示されます。インストールを続
行すると、インストーラにより共有コンポーネントが互換性のあるバージョンに
自動的にアップグレードされます。
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インストーラがコンポーネントの依存性を確認す
るしくみ
製品コンポーネントの多くは、主要な機能を提供するために、ほかのコンポーネン
トの存在に依存しています。インストール時に選択した製品コンポーネントが共存
して正常に機能するように、インストーラはコンポーネント間のチェックを広範囲
に行います。このため、ユーザーの選択に応じて、特定の製品コンポーネントをイ
ンストールに含めるよう求められます。

通常、インストーラは、次の規則を使用して Java ES製品コンポーネント間の依存性
を処理します。

■ 製品コンポーネントの選択:インストールする製品コンポーネントを選択する
と、ほとんどの場合、インストーラはすべてのサブコンポーネントを自動的に選
択します。

また、インストーラは、選択した製品コンポーネントが依存するコンポーネント
とサブコンポーネントも選択します。たとえば、Application Serverを選択する
と、インストーラはHADB、Java DB、およびMessage Queueを自動的に選択しま
す。

■ 製品コンポーネントの選択の解除:製品コンポーネントの選択を解除すると、ほ
とんどの場合、インストーラはすべてのサブコンポーネントの選択を自動的に解
除します。

選択している別の製品コンポーネントがローカルまたはリモートに必要とする製
品コンポーネントの選択を解除すると、インストール手順を進めるときに、イン
ストーラはさまざまな警告メッセージを表示します。

■ サブコンポーネントの選択:サブコンポーネントを選択すると、インストーラは
そのサブコンポーネントが属する製品コンポーネントを自動的に選択しますが、
必ずしもその他のサブコンポーネントは選択しません。

選択したサブコンポーネントがほかのコンポーネントまたはサブコンポーネント
に依存する場合、依存関係にあるこれらのコンポーネントは自動的に選択されま
す。

■ サブコンポーネントの選択の解除:サブコンポーネントの選択を解除すると、イ
ンストーラはそのサブコンポーネントの選択のみを解除します。その他のサブコ
ンポーネントの選択は解除しません。

選択している別の製品コンポーネントがローカルまたはリモートに必要とするサ
ブコンポーネントの選択を解除すると、インストール手順を進めるときに、イン
ストーラはさまざまな警告メッセージを表示します。
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インストーラがシステムの準備ができているかど
うかを確認するしくみ
選択したコンポーネントをインストールできることがわかり、インストール先
ディレクトリを指定すると、選択したコンポーネントの要件をホストが満たしてい
るかどうかを確認するために、Java ESインストーラによるシステムチェックが実行
されます。

インストーラは、選択したコンポーネントと指定されたインストールディレクトリ
に基づいて、ディスク容量、メモリー、スワップ空間、オペレーティングシステム
のパッチ、オペレーティングシステムのリソースをチェックします。次のメッセー
ジを使用してホストの状態を通知します。

■ インストールの準備ができました。このメッセージが表示されたときは、インス
トーラの処理を続けることができます。

■ インストールの準備ができました。メモリーが推奨レベルに対して不足していま
す。このメッセージが表示されたときは、インストーラの処理を続けることがで
きますが、リソースを追加することを検討するべきです。

■ システムは最低限のシステム要件を満たしていません。このメッセージが表示さ
れると、ほとんどの場合、インストーラの処理を続行できません。よくある状況
はパッチが適用されていないことです。インストールを続行する前に、適用され
ていないパッチの大半をインストールする必要があります。場合によっては、適
用されていないパッチをインストールせずに続行できます。この場合、処理を続
けようとすると、インストールが失敗するか、またはソフトウェアが正しく機能
しない可能性があることを示す警告が表示されます。インストールを続行すると
きは、適用していないパッチをインストールしないでインストールすることを明
示的に承認する必要があります。パッチの詳細については、36ページ
の「パッチの要件」または 37ページの「パッチをインストールするには」を参
照してください。

インストーラが設定タイプとパラメータを設定す
るしくみ
Java ESの製品コンポーネントの多くは、インストール時にある程度の設定を行う必
要があります。インストール時に実行する必要のある設定の範囲は、選択した製品
コンポーネントおよびインストールタイプによって異なります。

注 –次のコンポーネントは Java ESインストーラでは設定できないので、インストー
ル後に設定する必要があります。Directory Proxy Server、Java DB、Monitoring
Console、Service Registry、および Sun Clusterコンポーネント。

インストーラで、次の設定タイプを使用できます。
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■ あとで設定:インストール時は、インストールに必要な最小限の値だけを入力し、
インストール後に詳細な設定を行います。

■ 今すぐ設定:インストール中、インストール時の設定が可能な製品コンポーネント
の設定情報を指定します。指定する情報は、いくつかの共通パラメータだけの場
合もあれば (共通サーバー設定)、コンポーネントに固有の詳細なパラメータを含
む場合もあります (製品コンポーネント設定)。

インストール時の設定やインストール後の設定を行うときは、設定情報の値を記録
しておくことが重要になります。多くの製品コンポーネントが正しく機能するかど
うかは、ほかのコンポーネントの設定パラメータの値によって決まります。「今す
ぐ設定」インストールの終わりに表示される「インストールの要約」を見れば、指
定した設定パラメータを確認できます。

共通サーバー設定は、複数の製品に影響するパラメータです。たとえば、ほとんど
の製品コンポーネントでは、管理 IDおよびパスワードを指定する必要があります。
これらの共通の値を設定することで、インストールする製品コンポーネントの管理
IDとパスワードのデフォルト値を設定します。

製品コンポーネント設定は、特定の製品コンポーネントに適用するパラメータを設
定します。これらの設定は、インストール時に「今すぐ設定」タイプを選択した場
合にのみ要求されます。これらの設定の一部は、共通サーバー設定から取り込まれ
ます。

アップグレードのしくみ
Java ESインストーラは、選択した製品コンポーネントの共有コンポーネントを自動
的にアップグレードして、Java ESのリリースに必要なレベルに一致させます。共有
コンポーネントを手動でアップグレードする場合は、インストーラを終了し、共有
コンポーネントをアップグレードしてから、インストーラを再度使用する必要があ
ります。共有コンポーネントのインストールまたはアップグレードは、共有コン
ポーネントだけをインストールして現在のリリースと同期をとるだけの専用インス
トールセッションを使って行うこともできます。「共有コンポーネント」項目をイ
ンストールする場合は、Java ESリリースに必要なすべての共有コンポーネントがイ
ンストールまたはアップグレードされます。

注 –疎ルートファイルシステムを使用して非大域 Solarisゾーンでインストーラを実行
する場合は、「共有コンポーネント」項目は選択できません。

Solaris OSでは、一部の製品コンポーネントはすでにオペレーティングシステムにイ
ンストールされています。その場合は、Java ESインストーラを使用してこれらの製
品コンポーネントをアップグレードできます。グラフィカルモードのインストール
セッションでは、アップグレード可能な製品コンポーネントがホスト上で検出され
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ると、「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページの「状況」列に「アップグ
レード可」と表示されます。テキストベースのインストーラの場合は、アップグ
レード可能な製品コンポーネントの一覧が別のウィンドウに表示されます。次の表
は、インストーラでアップグレードできるコンポーネントの一覧です。該当する場
合は、Solarisゾーンの問題も説明しています。

表 1–1 Java ESインストーラのアップグレードサポート

構成要素 Java ESインストーラでアップグレードできる状況 Solarisゾーンの問題

Application
Server

Application Server 7.0が Solaris 9にバンドルされている
場合

Application Server 8.0が Solaris 10にバンドルされてい
る場合

Application Server 8.1.0が Java ES 3 (2005Q1)と一緒にイ
ンストールされた場合

Application Server 8.1.2が Java ES 4 (2005Q4)と一緒にイ
ンストールされた場合

Application Serverを非大域
疎ルートゾーンにインス
トールする前に、バンドル
されたApplication Serverを
大域ゾーンから削除する必
要があります。

大域ゾーンのApplication
Serverをアップグレードす
ると、大域ゾーンの既存の
バージョンと、完全ルート
または疎ルートゾーンのす
べてのバージョンが置き換
えられます。

HADB HADBが Java ES 2005Q1 (リリース 3)と一緒にインス
トールされた場合

HADBが Java ES 2005Q4 (リリース 4)と一緒にインス
トールされた場合

Message Queue Message Queueが Solaris 9にバンドルされている場合

Message Queueが Solaris 10にバンドルされている場合

Message Queueが Java ES 3 (2005Q1)と一緒にインス
トールされた場合

Message Queueが Java ES 4 (2005Q4)と一緒にインス
トールされた場合

Message Queueは、大域
ゾーンまたは完全ルート非
大域ゾーンにのみインス
トールできます。

大域ゾーンのMessage
Queueは、常に非大域ゾー
ンに伝播されます。

互換性のない製品コンポーネントバージョンのうち、アップグレードできないもの
がインストーラによって検出された場合は、それらの製品コンポーネントを削除す
るか手動でアップグレードしないとインストールを続行できないというメッセージ
が表示されます。このようなアップグレードについては、『Sun Java Enterprise
System 5アップグレードガイド (UNIX版)』に詳しく記載されています。
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ログのしくみ
インストールまたはアンインストールの実行中に、実行される処理のログレコード
が生成されます。これらのレコードは、1つのファイルにULF (Unified Logging
Format)形式と呼ばれる形式で保存されます。Java ESインストーラのログビューア
ユーティリティー (viewlog)には、これらのログレコードを調べるための使いやすい
インタフェースが用意されています。Java ESインストールの完了後、ログビューア
は次の場所に格納されています。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5i
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5i

アンインストール後に、viewlogユーティリティーは削除されます。ULFログ自体は
削除されず、次の場所に残ります。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

Java ESログとログビューアの使用手順については、200ページの「インストールログ
ファイルの検証」を参照してください。

Java ESレポータのしくみ
Java ESレポータは、対話式の Java ESインストールセッションが正常に完了後、匿名
の製品登録を実行するコマンド行ユーティリティーです。Java ESコンポーネントが
インストールされるとすぐに、レポータのインストールが開始されます。コマンド
行で、レポータがインターネット経由で Sunにアクセスするために使用するプロキ
シのURLまたは IPアドレスを入力することを求められます。インストールは
メッセージを表示せずに続行され、それ以上の操作は必要ありません。

レポータをインストールしない場合は、Java ESインストールセッションの起動時
に、installerコマンドに -noreporterオプションを指定できます。 –noreporterオ
プションの使用後、または Java ESのサイレントインストール後にレポータのみをイ
ンストールするには、UNIXプラットフォームで別のオプションを使用できます
(-reporter)。Java ESインストーラのレポータオプションについては、233ページ
の「installerまたは installコマンド」を参照してください。

レポータのインストール後、設定ファイルを編集してレポータを有効または無効に
することができます。これらの手順は、139ページの「Java ESレポータのインストー
ル後の設定」に記載されています。

レポータはインストーラの Java ESコンポーネントではないため、Java ESアンインス
トーラを使用してアンインストールできません。レポータをアンインストールする
手順は、193ページの「Java ESレポータのアンインストール」に記載されています。
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アンインストールのしくみ
Java ESには、Java ESインストーラを使用してローカルホストにインストールしたコ
ンポーネント製品を消去するためのアンインストールユーティリティー (uninstall)
が用意されています。Java ESアンインストーラは、アンインストーラが稼働してい
るホストで製品の依存関係をチェックし、他の製品への依存が検出された場合は警
告メッセージを出力します。一部の製品コンポーネントについては、アンインス
トール後に特定のファイルが残り、手動での削除が必要となる場合があります。ア
ンインストールに関する各製品コンポーネントに固有の事項については、172ページ
の「Java ES製品コンポーネントのアンインストール動作の確認」を参照してくださ
い。

アンインストーラは、グラフィカル、テキストベース、またはサイレントの各モー
ドで実行できます。Java ESインストールの完了後、アンインストーラは次の場所に
格納されています。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

アンインストール後に、uninstallユーティリティーはホストから削除されます。ア
ンインストーラの使用手順については、第 8章を参照してください。

共有コンポーネントは、Java ESアンインストーラを使用して削除できません。共有
コンポーネントは、新しいバージョンの Java ESをインストールするときに Java ESイ
ンストーラによってアップグレードされます。一部の共有コンポーネントは、『Sun
Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』に記載されている手順を使
用して手動でアップグレードできます。Java ESレポータをアンインストールする手
順は、193ページの「Java ESレポータのアンインストール」に記載されています。

インストール済みの Sun Clusterソフトウェアのバージョンを Java ESアンインストー
ラを使用して削除することはできません。Sun Clusterソフトウェアのアンインス
トールについては、194ページの「Sun Clusterソフトウェアのアンインストール」お
よび 182ページの「Sun Clusterソフトウェアと Sun Cluster Geographic Editionのアンイ
ンストール動作」を参照してください。

既存ホストの調査
インストールの前に、Java ESソフトウェアをインストールしようとするホストにど
のようなコンポーネントが存在するかを把握することが重要です。Java ESソフト
ウェアがあらかじめ組み込まれている新しい Solarisシステムを使用する場合、ホス
トの調査は不要です。ただし、既存のホストに Java ESコンポーネントがすでにイン
ストールされている場合、新しい Java ESリリースの Java ESインストーラを実行する
前に、ソフトウェアの一部をアップグレードするか、または削除する必要があるか
もしれません。

ここで説明する内容は、次のとおりです。
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■ 32ページの「Solaris OSに Java ESソフトウェアが事前にロードされている場合」
■ 32ページの「互換性のないコンポーネントがインストールされている場合」
■ 35ページの「ホストの準備が整ったかどうかの確認」

Solaris OSに Java ESソフトウェアが事前にロード
されている場合
事前にソフトウェアがロードされた Sun Solarisハードウェアシステムを使用する場
合、Java ESソフトウェアのインストールイメージは、すでにシステムにコピーされ
ています。Java ESソフトウェアがホストに事前にロードされている場合は、次の
ディレクトリが存在します。

/var/spool/stage/JES_06Q4_architecture /

architecture変数は、SPARCまたは x86など、システムのハードウェアのアーキテク
チャーを示します。

このマニュアルで説明されているとおり、インストールイメージを展開し、Java ES
インストーラを使用して、事前にロードされた Java ESソフトウェアをインストール
し、設定する必要があります。Java ESコンポーネントの中には、Solaris OSにバンド
ルされ、ホストに存在しているものもあります。この場合は、インストーラに
よってこれらのコンポーネントをアップグレードするオプションが表示されます。
詳細は、28ページの「アップグレードのしくみ」を参照してください。

注 –ロード済みの Java ESソフトウェアが Solaris 10システム上に存在している場合、
インストールイメージを展開する前に 66ページの「Solaris 10ゾーンの例」を参照し
てください。

互換性のないコンポーネントがインストールされ
ている場合
インストーラはインストール時に、ホストにすでにインストールされている Java ES
コンポーネントがインストールする Java ESのリリースと互換性があるかどうかを
チェックします。コンポーネントの一部に互換性がない場合、互換性がないことを
示すエラーメッセージが表示され、インスールが中断する場合があります。した
がって、インストール済みのソフトウェアを調べ、必要なアップグレードを行
なったあとで、Java ESソフトウェアをインストールすることをお勧めします。

インストールを実行するときに、ホストにある互換性のないコンポーネントを確認
できます。Application Server、Message Queue、またはHADBをインストールする場合
は、インストーラを使ってこれらのコンポーネントをアップグレードできます。そ
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の他の製品コンポーネントについては、インストーラを使用してアップグレードす
ることはできません。代わりに、『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド
(UNIX版)』の手順に従って、それらの互換性のないコンポーネントを削除または
アップグレードする必要があります。

Java ESインストーラは、インストールする製品コンポーネントで必要となるすべて
の共有コンポーネントを、アップグレードまたはインストールします。

prodregや pkginfoなどの Solarisコマンド、Linuxの rpmコマンド、またはHP-UXの
swlistコマンドを使用して、インストール済みのソフトウェアを調べることができ
ます。次の表に、各UNIXプラットフォームの基本的なパッケージコマンドの対応
関係を示します。

表 1–2 UNIXのパッケージコマンドの対応関係

作業 Solaris Linux HP-UX

インストール済み
パッケージの表示

pkginfo rpm –qa swlist

パッケージのインス
トール

pkgadd rpm -i swinstall

パッケージの削除 pkgrm rpm –e swremove

また、インストーラそのものを使用して、この項で説明する手順に従って、
パッケージベースのソフトウェアインストールを調べることもできます。

注 –インストールされているソフトウェアに関する情報を得るために、Java ESインス
トーラだけを頼りにすることは、避けるべきです。インストール済みのソフト
ウェアについて、ホストを独自に調査して確認することも必要です。

▼ グラフィカルインストーラをローカルディスプレイにアクセスさ
せるには

DISPLAY環境変数を設定します。

リモートホストにログインしているときには、DISPLAY環境変数がローカルディスプ
レイに適切に設定されていることを確認します。 DISPLAY変数が正しく設定されてい
ないと、インストーラはテキストベースモードで実行されます。

■ C Shellでの例 (ホスト名は myhost):

setenv DISPLAY myhost:0.0

■ Korn Shellでの例 (ホスト名は myhost):

1
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DISPLAY=myhost:0.0

表示権限を付与します。

ローカルディスプレイでインストーラを実行するには、表示権限の付与が必要にな
る場合があります。たとえば、次のコマンドを使用して、myhostから serverhostの
ルートユーザーに表示権限を付与することができます。
myhost\> xauth extract - myhost:0.0|rsh -l root serverhost xauth merge -

このような権限を安全に付与する手順については、『Solaris X Window System
Developer's Guide』の「Manipulating Access to the Server」の章を参照してください。

▼ アップグレードに関する問題の確認のためにインストーラを使用
するには

ソフトウェアをインストールしないことを示す -noオプションを指定してインストー
ラを起動します。

グラフィカルインストーラの場合、次のとおり入力します。
./installer -no

テキストベースのインストーラの場合、次のとおり入力します。

./installer -nodisplay -no

コンポーネントの選択に進みます。

このホストにインストールする製品コンポーネントを選択します。

状態列は、選択した製品コンポーネントに必要な製品と、アップグレード可能なコ
ンポーネントを示します。

インストーラが選択可能な製品コンポーネントのバージョンに互換性がないことを
検出した場合、互換性のないバージョンのアップグレードまたは削除が求められま
す。

SolarisにバンドルされているApplication Server、Message Queue、およびHADBの場合
は、インストーラを使ってアップグレードすることができます。詳細は、28ページ
の「アップグレードのしくみ」を参照してください。

この問題を解決したら、選択リストを更新し、選択し、インストーラを先に進めま
す。

インストーラが共有コンポーネントのバージョンに互換性がないことを検出した場
合、アップグレードの必要がある共有コンポーネントのリストが表示されます。

表示された各共有コンポーネントについて、「インストール済みのバージョン」
と「必要なバージョン」を比較し、アップグレードする必要があるかどうかを確認

2
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します。新しい Java ESバージョンの共有コンポーネントと、ホスト上でその共有コ
ンポーネントを使用するほかのアプリケーションとの間に互換性があるかどうかを
確認する必要があります。

必要に応じてインストーラを終了し、必要なアップグレードを実行します。

■ インストーラがアップグレードできない製品コンポーネントについては、『Sun
Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』を参照してください。

■ 共有コンポーネントの場合は、インストール時に大部分のアップグレードを実行
できます。

各ホストに対して手順を繰り返します。

注 –インストーラは Solaris OSによって配布されるDirectory Serverのバージョンを調
べ、この Solarisの配布の中に含まれているDirectory Serverのスクリプトの名前がイ
ンストーラによって変更されることを警告します。何の操作も必要ありません。

ホストの準備が整ったかどうかの確認
インストーラを起動する前に、以下の事項を調べて、システムの準備が整っている
かどうかを確認します。

■ 35ページの「アクセス権」
■ 35ページの「メモリー、ディスク容量、およびスワップ空間の要件」
■ 36ページの「システム要件」
■ 36ページの「パッチの要件」

アクセス権
Java ESソフトウェアをインストールするには、rootとしてログインするか、スー
パーユーザーになる必要があります。

メモリー、ディスク容量、およびスワップ空間の
要件
選択したコンポーネントが必要とするメモリー、ディスク容量、およびスワップ空
間が十分であるかどうかについて、インストーラはホストを検証します。

■ ホストのディスク容量が不足している場合は、インストーラは処理を中断しま
す。この問題を解決してからインストールを再開する必要があります。

6

7
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■ ホストのメモリーまたはスワップ空間が Java ESの要件を満たしていないことが判
明した場合、インストーラは警告メッセージを表示します。インストールは続行
可能ですが、あとで問題を解決してください。

注 – Solaris 10の非大域ゾーンにインストールする場合には、メモリーチェックは実行
されません。

システム要件
Java ESをインストールする前に、配備内のホストがハードウェアとオペレーティン
グシステムの最小要件を満たしていることを確認します。サポートされているプ
ラットフォーム、ソフトウェア要件、およびハードウェア要件に関する最新情報に
ついては、『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX版)』の「ハード
ウェアおよびソフトウェアの要件」を参照してください。ホストに実装されている
オペレーティングシステムが Java ESの要件を満たしていないことが判明した場合、
インストーラは処理を中断します。インストール前に、この問題を解決する必要が
あります。

便宜上、Solaris OS用に推奨される Java ESパッチクラスタが次の SunSolveサイトに用
意されています。http://sunsolve.sun.com。Java ESパッチクラスタには、Java ESの
特定のリリースに必要なすべての Solarisパッチが含まれています。これらのパッチ
クラスタには、Solarisカーネルパッチが含まれている場合があるため、パッチクラ
スタReadmeファイル、特にカーネルパッチ用のReadmeファイルに十分に目を通す
必要があります。パッチクラスタはシングルユーザーモードでインストールし、イ
ンストール後にホストを再起動する必要があります。

ヒント – Java ESインストーラを実行する前にプラットフォームにパッチクラスタを適
用することで、インストーラがホストでシステムチェックを実行する際に、適用さ
れていないパッチを見つけるのに要する時間を短縮させることができます。ただ
し、最新バージョンの Solaris OSを実行している場合は、Java ESインストーラを最初
に実行し、インストーラが適用されていないと識別したパッチのみを更新すること
をお勧めします。

パッチの要件
Java ESインストーラはインストール中に、適用されていないソフトウェアパッチが
あるかどうかを検査し、そのようなパッチがある場合にはホストにインストールす
ることを求めるメッセージを表示します。インストールを続行する前に、適用され
ていないパッチの大半をインストールする必要があります。ただし、場合によって
は、適用されていないパッチをインストールせずに続行できます。この場合、処理
を続けようとすると、インストールが失敗するか、またはソフトウェアが正しく機
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能しない可能性があることを示す警告が表示されます。インストールを続行すると
きは、適用していないパッチをインストールしないでインストールすることを明示
的に承認する必要があります。

Java ESのこのリリースに必要なパッチについては、『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (UNIX版)』を参照してください。

▼ パッチをインストールするには
次の手順例は、Solaris OSパッチをインストールする手順を示しています。

Sunsolveサイトに移動します: http://sunsolve.sun.com
(HP-UXパッチの場所: http://www.itrc.hp.com、Linuxパッチの場所:
http://www.redhat.com)

「パッチやアップデート」をクリックします。

「パッチ検索」テキストボックスにパッチ番号を入力し、「Find Patch」をクリック
します。

パッチの zipファイルをダウンロードします。

zipファイルを展開します。例: unzip 112785-44.zip
パッチファイルのディレクトリが作成されます。

パッチを適用します。例: patchadd 117885-44

Java ESインストーラに戻り、「再チェック」をクリックします。すべてのシステム
要件が再びチェックされます。

インストールシーケンス例を使用できるかどうかの確認
システムのホストに Java ES製品コンポーネントをインストールする順番は、インス
トールを成功させるためにきわめて重要です。第 2章に含まれる 1つ以上のシーケン
ス例を参考にできる可能性があります。これらのシーケンスには、いくつかの典型
的な Java ESインストールで必要となる高レベルの作業が含まれています。

インストール計画の完全な手順については、『Sun Java Enterprise System 5インストー
ル計画ガイド』を参照してください。
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インストール前提条件の確認
次の表は、すべての種類のインストールを開始する前に必要なタスクを示していま
す。左の列は、タスクの一般的な実行順序を示し、右の列は、手順の参照先と便利
なその他の情報を示しています。すべてのインストールですべてのタスクが必要な
わけではありません。

注 – HP-UXでは、Sun Clusterコンポーネント、Directory Preparation Tool、HADB、ま
たはサードパーティーのWebコンテナはサポートされません。Linuxで「今すぐ設
定」設定オプションを使用する場合、Sun Clusterコンポーネントはサポートされ
ず、サードパーティーコンテナは BEA WebLogicのみがサポートされます。

表 1–3 インストール前のチェックリスト

作業 便利な情報と参照先

1. Java ESインストールを計画します。 『Sun Java Enterprise System 5インストール計画ガイ
ド』を参照してください。

Sun Clusterソフトウェアをインストールする場合
は、72ページの「Sun Clusterソフトウェアの例」
を参照してください。

Monitoring Consoleをインストールする場合は、
『Sun Java Enterprise System 5監視ガイド (UNIX
版)』を参照してください。

2.インストールに影響する問題がリリース
ノートに記載されていないか確認します。

インストールガイドの手順を実行する前に、『Sun
Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX
版)』をお読みください。このリリースノートに
は、個別の配備に影響するインストール時の問題
についての情報が記載されています。

3.ホスト上の既存ソフトウェアを調査しま
す。

31ページの「既存ホストの調査」を参照してくだ
さい。

アップグレードする必要がある場合は、『Sun Java
Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX
版)』を参照してください。

4. Java ES 5リリースとの互換性を持たない既
存のコンポーネントをアップグレードしま
す。

注意: Solaris OSでは、既存のバージョンの
Application ServerとMessage Queueは通常、
Java ESインストーラでアップグレードできま
す。

32ページの「互換性のないコンポーネントがイン
ストールされている場合」を参照してください。

『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド
(UNIX版)』を参照してください。

プラットフォームパッケージコマンドの使用方法
については、それぞれのマニュアルページを参照
してください。

インストール前提条件の確認
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表 1–3 インストール前のチェックリスト (続き)
作業 便利な情報と参照先

5.システム要件が満たされていることを確認
します。

35ページの「ホストの準備が整ったかどうかの確
認」を参照してください。

『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX
版)』の「プラットフォームの要件と問題点」を参
照してください。

6.使用可能なインストールシーケンス例が存
在するか確認します。

第 2章を参照してください。

7.「今すぐ設定」設定オプションでのインス
トールの場合、製品コンポーネントの設定情
報を収集します。

製品コンポーネントの設定情報については、『Sun
Java Enterprise System 5インストールリファレンス
(UNIX版)』の第 3章「設定情報」を参照してくだ
さい。

データ収集用ワークシートについては、『Sun Java
Enterprise System 5インストールリファレンス
(UNIX版)』の第 4章「設定ワークシート」を参照
してください。

8.製品レジストリファイルのコピーを作成し
ます。バックアップコピーは、インストール
失敗時の復旧に役立ちます。

Solaris OSの場合:
/var/sadm/install/productregistry

Linuxの場合:
/var/opt/sun/install/productregistry

HP-UXの場合: /var/adm/sw/productregistry

9. Directory Serverのルート以外のユーザーと
して実行する場合は、設定の前にシステムア
カウントを作成します。

ルート以外のユーザーに必要なシステムアカウン
トを作成します。

10.すでにインストールされているサーバーま
たはサービスに依存する製品コンポーネント
をインストールする場合は、既存のサーバー
およびサービスがアクセス可能であることを
確認します。

たとえば、Portal Server Secure Remote Accessサブコ
ンポーネントをインストールする場合は、Secure
Remote Accessコアが稼働し、アクセス可能である
必要があります。

11. Directory Serverをインストールする場合、
Perlがインストールされていることを確認し
ます。

Solaris OSの場合: Perlパッケージ (SUNWperl5*)は
Solarisメディアに入っています。

Linuxの場合: /usr/bin/perl

HP-UXの場合: /opt/perl/bin/perl

インストールの前に Perlが存在していなければな
りません。Perlが存在しない場合、pkgadd、rpm

-i、または swinstallを使用してパッケージを追
加します。
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表 1–3 インストール前のチェックリスト (続き)
作業 便利な情報と参照先

12.インストール先システムに getent hostsを
実行して、2番目の列に単純なホスト名では
なく FQDNが返されることを確認します。

次のコマンドを実行します。

getent hosts ip-address

13.ロードバランスプラグインとApache Web
Serverをインストールする場合は、Java ESの
インストールを開始する前にApache Web
Serverをインストールして設定する必要があ
ります。

Linuxの場合は、まずApplication Serverをイン
ストールし、次にApache Web Serverをインス
トールし、最後にロードバランスプラグイン
をインストールする必要があります。

HP-UXはApache Web Serverをサポートしてい
ません。

Apache Web Serverをまだインストールしていない
場合は、インストールして設定します。詳細につ
いては、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)管理ガイ
ド』の「HTTP負荷分散の設定」を参照してくだ
さい。

14.サードパーティー製のWebコンテナに配
備する目的でAccess Managerをインストール
する場合、「あとで設定」タイプを選択し、
インストール後設定スクリプトを実行する必
要があります。

注意: HP-UXでは、サードパーティーのWeb
コンテナはサポートされません。Linux
で「今すぐ設定」設定オプションを使用する
場合、サードパーティーWebコンテナは BEA
WebLogicのみがサポートされます。

詳細については、『Sun Java System Access
Manager 7.1 Postinstallation Guide』を参照してくだ
さい。

15.再インストールを行う場合、Web Serverの
インストールディレクトリが存在「しない」
ことを確認します。存在する場合、その
ディレクトリを削除するか、名前を変更しま
す。

Web Serverのデフォルトインストールディレクト
リ:

Solaris OSの場合: /opt/SUNWwbsvr7

LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webserver7

16. J2SEソフトウェアをアップグレードする場
合は、インストール中に J2SEコンポーネント
に依存するその他の製品が停止されているこ
とを確認します。

詳細は、『Sun Java Enterprise System 5アップグレー
ドガイド (UNIX版)』を参照してください。

17.ホストからインターネットに直接接続しな
い場合は、HTTPプロキシを指定する必要が
あります。

Application Serverの例は、『Sun Java System
Application Server Enterprise Edition 8.2管理ガイ
ド』にあります。

18. Linux上に /usr/share/bdb/db.jarリンクが
存在する場合は、リンクを削除します。
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表 1–3 インストール前のチェックリスト (続き)
作業 便利な情報と参照先

19. Linux上のホストにAnt 1.5.2がないことを
確認します: rpm –qa | grep ant

削除するには:

rpm –e ant-1.5.2-23 ant—libs-1.5.2-23

20. Linux上で、Kornシェルがインストールさ
れていることを確認します。

Kornシェルがインストールされていない場合は、
RPMディレクトリに移動し、rpm –i pdkshコマン
ドを実行します。

21. HP-UX上でインストーラを起動する前
に、バージョン 5.0 Update 3の Javaがインス
トールされていることを確認します。

ホストにインストールされている JDKのバー
ジョンを確認するには、次のコマンドを実行しま
す。

“swlist Jdk15”

必要に応じて、正しいバージョンの Javaを次の場
所からダウンロードしてインストールします:
http://www.hp.com/products1/unix/java/

22. HP-UX上にWeb Proxy Serverがデフォルト
設定でインストールされている場合、ユー
ザー nobodyが有効なユーザーであることを確
認します。

/etc/passwdおよび /etc/groupファイルでは、
nobodyのユーザー IDとグループ IDは正の値にし
てください。

23.インストールに当てはまるインストール
シーケンスのガイドラインに従います。

表 2–1を参照してください。

これらの前提条件に加えて、表 2–1を参照して、Java ESをインストールする前に役立
つ可能性のある情報を探してください。

Java ESソフトウェアの入手
Java ESソフトウェアは、次のいずれかの方法で入手できます。

■ Webダウンロード

Sun Download Center (http://www.sun.com/download)から、Java ESソフトウェアを
いくつかの形式でダウンロードできます。次の形式が用意されています。

■ 単一オペレーティングシステム用のすべてのインストールファイルを含む圧縮
アーカイブ

■ スイート用のすべてのインストールファイルを含む圧縮アーカイブ

■ DVD

Java ESソフトウェアの入手
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http://www.sun.com/software/javaenterprisesystem/index.htmlまたはご購入先
から、サポートされているすべてのアーキテクチャーを含むDVDメディア
キットを入手できます。DVDには、オペレーティングシステム用のインストール
ファイル、Java ESインストーラプログラム、およびすべてのコンポーネント
パッケージが収録されています。

■ システムに事前にロードまたはインストールされているソフトウェア

ソフトウェアが事前にロードまたはインストールされている Sunのハードウェア
システムを注文した場合は、Java ESソフトウェアがシステムにすでにロードされ
ている可能性があります。システムに次のディレクトリが存在すれば、Java ESソ
フトウェアは事前にロードされています。

/var/spool/stage/java_es-5-ga-architecture/

この architectureは、たとえば solaris-sparcなど、システムのハードウェアアー
キテクチャーを示します。

注 – Sun Clusterソフトウェアをあらかじめ組み込ませることはできますが、あら
かじめインストールしておくことはできません。

■ ネットワーク上のファイルサーバー

各企業の操作手順によっては、社内ネットワークに Java ESのインストールファイ
ルが用意されている場合があります。このような環境に該当するかどうかについ
て、システムを操作または管理する担当者に確認してください。

Java ESのインストールファイルを利用可能にする責任がある場合には、42ペー
ジの「ネットワーク上のインストールイメージの作成」を参照してください。

このリリースの配布バンドルの一覧については、『Sun Java Enterprise System 5インス
トールリファレンス (UNIX版)』の第 1章「Java ESの配布内容」を参照してくださ
い。

ネットワーク上のインストールイメージの作成
Java ESの配布は、共有される場所にインストールファイルを格納できるように設計
されています。この設計の利点は、インストールファイルをこの共有の場所から何
度でも実行できることです。

▼ DVDからイメージを作成するには
Java ESでは複数のアーキテクチャーがサポートされます。この手順例では、Solaris
SPARCインストールイメージを作成してサイトのネットワークで公開するための手
順を示します。

ネットワーク上のインストールイメージの作成
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rootとしてログインするか、スーパーユーザーになります。

ネットワーク上に共有ディレクトリを作成します。例:
mkdir shared-location/java_es-5

DVDのインストールファイルにアクセスします。
DVDには Java ESバージョンの複数のアーキテクチャーが収録されています。必要な
ものだけをコピーします。

ファイルとメディア構造をメディアルートディレクトリにコピーします。
find . -print -maxdepth 1 | cpio -pdum shared-location/java_es-5

ライセンスフォルダをコピーします。
find ./License -print | cpio -pdum shared-location/java_es-5

READMEフォルダをコピーします。
find ./README -print | cpio -pdum shared-location/java_es-5

必要なアーキテクチャーをコピーします。
find ./Solaris_sparc -print | cpio -pdum shared-location/java_es-5

注 –すべてのアーキテクチャーをコピーするときは、次のコマンドを実行します。

cd /cdrom/cdrom0

find . -print | cpio -pdum shared-location/java_es-5

▼ 圧縮アーカイブからイメージを作成するには
rootとしてログインするか、スーパーユーザーになります。

ネットワーク上に共有ディレクトリを作成します。例:
mkdir shared-location/java_es-5

Webサイトに含まれるインストールファイルにアクセスします。

圧縮されたアーカイブからインストールイメージを作成します。例:
cd shared-location/java_ent_sys_5
unzip pathname/java_es-5-ga-solaris-sparc.zip

その他の圧縮アーカイブファイルについても、この手順を繰り返します。
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注 –複数プラットフォームのファイルを共有の場所にコピーした場合、READMEファイ
ルと COPYRIGHTファイルに関する次のようなプロンプトが表示されます。

File already exists. OK to overwrite?

Yesと入力します。これらのファイルはすべてのプラットフォームで共通です。

ネットワーク上のインストールイメージの作成
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インストールシーケンスの例

この章では、一般的な Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)インストールシーケンスの
大まかなガイドラインについて説明します。これらは文字どおりの手順を示すもの
ではありませんが、特定の配備シナリオの実装に必要な手順を順を追って説明しま
す。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 45ページの「この章の利用方法」
■ 47ページの「単一セッションインストールの例」
■ 66ページの「Solaris 10ゾーンの例」
■ 72ページの「Sun Clusterソフトウェアの例」
■ 76ページの「コンテナの設定を使用するAccess Manager SDKの例」
■ 79ページの「アイデンティティー管理の例」
■ 81ページの「リモートのAccess Managerを使用する Portal Serverの例」
■ 84ページの「Webとアプリケーションサービスの例」
■ 86ページの「root以外のユーザーでのインストール例」

この章の利用方法
単一セッションの例では、単一ホストに、単一インストールセッションで 1つまた
は複数の Java ES製品コンポーネントをインストールする代表的な手順について説明
します。この章のその他のすべての例では、さまざまなソリューションのために、
複数ホストで、複数インストールセッションを実行する状況について説明します。
ほとんどの場合、この章のシーケンスは、『Sun Java Enterprise System 5インストール
計画ガイド』に示す製品コンポーネント間の依存関係に基づきます。

コンポーネントの選択では、Java ESインストーラは、コンポーネントの互換性のな
いバージョンと要件に適合しないバージョンを識別します。問題が識別されると警
告メッセージが出力され、対処する必要のある内容が示されます。これらの
メッセージの多くは、適合しない要件に関する指示を出力します。その他の
メッセージは、インストールしようとするコンポーネントの一部または全部が、す
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でにローカルホスト上に存在するコンポーネントのバージョンと互換性がないこと
を示します。Java ESインストーラを使用して、ローカルホストにすでに存在してい
るコンポーネントを識別することができます。詳細については、32ページの「互換
性のないコンポーネントがインストールされている場合」を参照してください。

ヒント – Java ESコンポーネントの互換性のないバージョンを識別し、インストーラを
起動する前に削除またはアップグレードすると、インストールをほぼ円滑に行うこ
とができます。

次の表では、コンポーネントをインストールするシーケンス、または複数のホスト
または複数のインストールセッションでタスクを実行するときの順序に影響を与え
る可能性のある状況のうち、一般的な状況について説明します。左の列は状況、右
の列はその状況の対処方法になっています。

表 2–1 インストールシーケンスのガイドライン

状況 説明

Monitoringが含まれている。 Monitoring Consoleは、監視する Java ES製品コンポーネントと同
じホスト上では実行できません。そのため、Monitoring Console
は別のホストにインストールしてください。

一部のコンポーネントをインス
トール時に設定できない。

次のコンポーネントは、「今すぐ設定」インストールでインス
トールできますが、インストール中に設定することはできませ
ん。Sun Clusterコンポーネント、Monitoring Console、および
Service Registry。インストール中に、インストール後に設定する
よう指示するメッセージが表示されます。

コンポーネントのアップグレー
ドが要求される。

製品コンポーネントがすでにホスト上に存在する場合には、そ
れらの削除またはアップグレードを求めるメッセージが表示さ
れることがあります。Soraris OSでは、一部のバンドル版のコン
ポーネント (Application Server、Message Queue、およびHADB)
は、インストール中にアップグレードできます。その他のすべ
てのコンポーネントについては、『Sun Java Enterprise System 5
アップグレードガイド (UNIX版)』のアップグレード手順を参照
してください。

Solaris 10ゾーンが使用される。 Solaris 10ゾーン環境では、共有コンポーネントをローカルゾー
ンにインストールする前に、それらを大域ゾーンにもインス
トールする必要があります。Message Queueは大域ゾーンにのみ
インストールできます。インストールすると、すべての非大域
ゾーンに伝播されます。詳細なガイドラインについては、
66ページの「Solaris 10ゾーンの例」を参照してください。

この章の利用方法
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表 2–1 インストールシーケンスのガイドライン (続き)
状況 説明

Sun Clusterソフトウェアが含ま
れている。(Solaris OSのみ)

配備に Sun Clusterソフトウェアが含まれる場合は、Java ES製品
コンポーネントをインストールする前に一連のタスクを正確に
実行する必要があります。Sun Clusterに設定できる Java ESコン
ポーネントは、Application Server、Directory Server、HADB、
Message Queue、およびWeb Serverです。Sun Clusterのガイドラ
インについては、72ページの「Sun Clusterソフトウェアの例」
を参照してください。

リモートコンポーネントが使用
される。

リモート製品コンポーネントを使用して、依存性の要件を満た
す場合は、依存する Java ES製品コンポーネントをインストール
する前に、リモート製品コンポーネントをインストールし、稼
働しておく必要があります。

サードパーティーコンポーネン
トが使用される。

サードパーティー製品をWebコンテナとして使用する場合は、
それに依存する Java ES製品コンポーネントをインストールする
前に、サードパーティー製品をインストールして稼働しておく
必要があります。

注意: HP-UXでは、サードパーティーのWebコンテナはサポー
トされません。Linuxで「今すぐ設定」設定オプションを使用す
る場合、サードパーティーコンテナは BEA WebLogicのみがサ
ポートされます。

Access Managerのモード Access Managerを Portal Serverと一緒にインストールする場合
は、レルム (7.x)モードまたは旧バージョン (6.x)モードを選択で
きます (Portal Serverには旧バージョンモードが必要であること
を知らせるインストーラメッセージは無視する)。ただし、
Access ManagerがDirectory Serverと一緒に設定され、データスト
アとしてAM SDKが設定されている場合にのみ、Portal Serverは
レルムモードをサポートします。

単一セッションインストールの例
次の例は、単一セッションで、単一ホストにインストールする場合に適用されま
す。

■ 48ページの「評価の例」
■ 49ページの「Access Managerと Portal Serverの例」
■ 51ページの「Application Serverのみをインストールする例」
■ 53ページの「Directory Proxy Serverのみをインストールする例」
■ 55ページの「Directory Serverのみをインストールする例」
■ 57ページの「Message Queueのみをインストールする例」
■ 58ページの「Monitoring Consoleのみをインストールする例」
■ 60ページの「Portal Server Secure Remote Accessの例」
■ 62ページの「Service Registryのみをインストールする例」
■ 64ページの「Web Serverのみをインストールする例」

単一セッションインストールの例
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評価の例
評価インストールでは、通常、インストールがどのように行われるかを確認するた
めに、トライアル配備、つまりクイックインストールが検討されます。この例は、
グラフィカルインタフェースと「今すぐ設定」タイプを使用します。設定ページが
表示されたら、可能な限りデフォルト設定を受け入れます。

この例では、単一インストールセッションで、Sun Clusterソフトウェアおよび
Monitoring Consoleを除くすべての Java ES製品コンポーネントを単一ホストにインス
トールします。Web ServerをWebコンテナとして使用するため、Application Serverを
インストールしません。

▼ Java ES評価のシーケンスを作成するには、次の手順に従いま
す。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESグラフィカルインストーラを起動します。

グラフィカルインストーラまたはテキストベースのインストーラを使用します。

コンポーネントの選択で「すべて選択」を選択してから、Application Server、Sun
Clusterソフトウェア、およびMonitoring Console製品コンポーネントを選択解除しま
す。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」タイプを選択します。

インストール時に設定できない製品コンポーネントを示すメッセージが表示されま
す。
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デフォルト設定がある場合は、それを受け入れます。

非デフォルトの設定情報を使用する場合は、『Sun Java Enterprise System 5インストー
ルリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設定情報」の該当する設定の表を確認しま
す。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。

インストール後の設定の手順については、第 6章を参照してください。

製品コンポーネントを起動します。

153ページの「インストール後設定のあとの確認」には、推奨 Java ES起動シーケンス
が記載されています。この表の起動手順に従います。

Access ManagerとPortal Serverの例
この例では、単一ホストのAccess Managerで、WebコンテナとしてWeb Serverを使
用して、Portal Serverをインストールします。Portal ServerとAccess Managerで同じ種
類のWebコンテナを使用してください。

Access Managerコアサービス、Access Manager管理コンソール、および連携の共有ド
メインサービスを異なるホスト上で使用する場合は、これらのAccess Managerサブコ
ンポーネントの選択を解除します。

Access Managerを Portal Serverと一緒にインストールする場合は、レルム (7.x)モード
または旧バージョン (6.x)モードを選択できます (Portal Serverには旧バージョンモー
ドが必要であることを知らせるインストーラメッセージは無視する)。ただし、
Access ManagerがDirectory Serverと一緒に設定され、データストアとしてAM SDKが
設定されている場合にのみ、Portal Serverはレルムモードをサポートします。

▼ Access ManagerとPortal Serverのインストールシーケンスを作成
するには、次の手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。
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Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Portal ServerとWeb Serverを選択します。
Access Manager、Directory Server、Directory Preparation Tool、Java DB、および Service
Registryは自動的に選択されます。

■ Directory Serverのリモートコピーを使用する場合は、Directory Serverの選択を解
除し、プロンプト表示でリモートコピーを指定します。

注 –その他任意の製品コンポーネントをインストールする前に、リモートの
Directory Serverを実行する必要があります。Directory Serverのインストール手順
については、55ページの「Directory Serverのみをインストールする例」を参照し
てください。

■ Access Managerのリモートコピーを使用する場合は、Access Managerの選択を解除
し、インストール後の設定時にリモートコピーを指定します。

非互換性の問題を解決します。
インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

■ 「今すぐ設定」タイプでは、インストール時の設定が可能な製品コンポーネント
を示す設定ページが表示されます。リモートに配置する製品コンポーネントで
は、デフォルトを受け入れずに、リモートの情報を使用してください。

■ 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。

■ 142ページの「Web Serverのインストール後の設定」
■ 134ページの「Access Managerのインストール後の設定」
■ 140ページの「Portal Serverおよび Portal Server Secure Remote Accessのインストール
後の設定」

製品コンポーネントを起動します。

■ 160ページの「Directory Serverの起動と停止」
■ 165ページの「Web Serverの起動と停止」 (Access Managerと Portal ServerがWeb

Serverとともに自動的に起動する)。
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デフォルトのAccess Managerログインページにアクセスします。

旧バージョンモードの場合: http://webserver-host: port/amconsole

レルムモードの場合: http://webserver-host:port /amserver

次の表には、Access Managerの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストーラの設定情報 『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX
版)』の「Access Manager設定情報」

インストール後の設定 134ページの「Access Managerのインストール後の設定」

起動と停止 157ページの「Access Managerの起動と停止」

アンインストール 173ページの「Access Managerのアンインストール動作」

トラブルシューティング 219ページの「Access Managerのトラブルシューティングのヒン
ト」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』

次の表には、Portal Serverの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストーラの設定情報 『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX
版)』の「Portal Serverの設定情報」

インストール後の設定 140ページの「Portal Serverおよび Portal Server Secure Remote Access
のインストール後の設定」

起動と停止 155ページの「Webコンテナを起動した状態での Portal Serverデス
クトップへのアクセス」

アンインストール 179ページの「Portal Serverのアンインストール動作」

トラブルシューティング 222ページの「Portal Serverのトラブルシューティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』

Application Serverのみをインストールする例
この例では、Application Serverを単一ホストにインストールするためのガイドライン
について説明します。
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要件
Application Serverは、HADB、Java DB、およびMessage Queueのローカルコピーが必
要です。負荷分散を使用する場合は、Web Serverのローカルコピーが必要です。

▼ Application Serverのインストールシーケンスを作成するには、次
の手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Application Serverを選択します。
Message Queue、HADB、および Java DBは自動的に選択されます。ロードバランスプ
ラグインおよびApplication Serverノードエージェントは選択されません。

(オプション)負荷分散を実装する場合は、Application Serverを展開し、ロードバラン
スプラグインのサブコンポーネントを選択します。Web Serverをインストールする場
合は、同じセッションでWeb Serverを選択します。Web Server 6.0またはApache Web
Serverを使用する場合、すでにWeb Server 6.0またはApache Web Serverがインストー
ルされている必要があります。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

a. 「今すぐ設定」タイプでは、インストール時の設定が可能なローカル製品コン
ポーネントを示す設定ページが表示されます。

『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX
版)』の「Application Serverの設定情報」に示す表から、Application Serverの設定
情報を収集します。
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b. 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。

■ 135ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後にApplication
Serverを設定するには」

■ (オプション) 142ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後に
Web Serverを設定するには」

■ (オプション) 140ページの「Message Queueのインストール後の設定」
■ 139ページの「HADBのインストール後の設定」

Application Serverを起動します (Message Queueが自動的に起動する)。

■ 158ページの「Application Serverの起動と停止」
■ (オプション) 165ページの「Web Serverの起動と停止」

次の表には、Application Serverの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストーラの設定情報 『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX
版)』の「Application Serverの設定情報」

インストール後の設定 135ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後
にApplication Serverを設定するには」

起動と停止 158ページの「Application Serverの起動と停止」

アンインストール 174ページの「Application Serverのアンインストール動作」

トラブルシューティング 220ページの「Application Serverのトラブルシューティングのヒン
ト」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』

Directory Proxy Serverのみをインストールする例
この例では、Directory Proxy Serverを単一ホストにインストールするためのガイドラ
インについて説明します。
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▼ Directory Proxy Serverのインストールシーケンスを作成するに
は、次の手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Directory Proxy Serverを選択します。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」または「あとで設定」オプションを選択します。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

Directory Proxy Serverのインスタンスを作成します。

Directory Proxy Serverを起動します。

159ページの「Directory Proxy Serverの起動と停止」

次の表には、Directory Proxy Serverの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

起動と停止 159ページの「Directory Proxy Serverの起動と停止」

アンインストール 175ページの「Directory Proxy Serverのアンインストール動作」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』
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Directory Serverのみをインストールする例
Directory Server Enterprise Editionでは、Directory Server Core、Directory Proxy Server、
およびディレクトリサービスを管理するためのツールをリモートインストールでき
ます。Directory Serverには LDAPおよびDSMLディレクトリサービスが用意されてお
り、ディレクトリデータベースへのクライアントアクセスを管理できます。
Directory Proxy Serverが提供するプロキシ LDAPサービスを使えば、負荷分散とルー
ティングを設定できます。Directory Proxy Serverでは、データ分散によって高いス
ケーラビリティーを実現し、LDAPおよびリレーショナルデータベースに対して仮想
ディレクトリアクセスを行うこともできます。リモート管理ツールとして、Web
ベースのDirectory Service Control Centerとコマンドラインリモート設定ツールが用意
されています。

標準的な本稼働配備では、各Directory Server Enterprise Editionコンポーネントは専用
のホストに配備します。Directory Server Enterprise Editionソフトウェアを本稼働環境
に配備する前に、『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.0 Deployment
Planning Guide』を参照してください。

この例では、Directory Serverを単一ホストにインストールするためのガイドラインに
ついて説明します。

要件およびシーケンスの問題
Directory Serverは、ほかの Java ES製品コンポーネントとの依存関係はありません。
■ この製品コンポーネントを Sun Clusterソフトウェアで使用する場合、製品コン
ポーネントをインストールする前に一連のタスクを正確に実行する必要がありま
す。72ページの「Sun Clusterソフトウェアの例」を参照してください。

■ Directory Serverは、Directory Serverに依存するその他の製品コンポーネントをイ
ンストールする前に実行する必要があります。

■ 配備で Schema 2が必要な場合、その他の製品コンポーネントを実装する前に
Schema 2用のDirectory Serverを設定する必要があります。

▼ Directory Serverのインストールシーケンスを作成するには、次の
手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。
どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。
どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。
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スキーマを計画します。

ガイドラインについては、『Sun Java Enterprise System 5インストール計画ガイ
ド』の「LDAPスキーマと LDAPディレクトリツリーの構造」を参照してください。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Directory Serverを選択します。

Directory Preparation Toolは自動的に選択されます。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

a. 「今すぐ設定」タイプでは、インストール時の設定が可能なローカル製品コン
ポーネントを示す設定ページが表示されます。

『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設
定情報」にある表から設定情報を収集します。

b. 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

Directory Serverを起動します。

160ページの「Directory Serverの起動と停止」

次の表には、Directory Serverの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストーラの設定情報 『Sun Java Enterprise System 5インストールリ
ファレンス (UNIX版)』の「Directory Server設定
情報」

起動と停止 160ページの「Directory Serverの起動と停止」

アンインストール 176ページの「Directory Serverのアンインストー
ル動作」
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作業 関連情報

トラブルシューティング 220ページの「Directory Serverのトラブルシュー
ティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』

Message Queueのみをインストールする例

注 – Solaris 10では、Message Queueは大域ゾーンにのみインストールできます。イン
ストールすると、すべての非大域ゾーンに伝播されます。

この例では、Message Queueを単一ホストにインストールするためのガイドラインに
ついて説明します。

要件
Message Queueは、ほかの Java ES製品コンポーネントとの依存関係はありません。

▼ Message Queueのインストールシーケンスを作成するには、次の
手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。
どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。
どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Message Queueを選択します。

非互換性の問題を解決します。
インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「あとで設定」タイプを選択します。
Message Queueは、インストール時に設定できません。
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インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

Message Queueを起動します。

161ページの「Message Queueの起動と停止」

次の表には、Message Queueの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストール後の設定 140ページの「Message Queueのインストール後
の設定」

起動と停止 161ページの「Message Queueの起動と停止」

アンインストール 177ページの「Message Queueのアンインストー
ル動作」

トラブルシューティング 221ページの「Message Queueのトラブルシュー
ティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』

Monitoring Consoleのみをインストールする例
製品コンポーネントで Java ES Monitoringが使用される場合は、その他の製品コン
ポーネントがインストールされていない別のホストに、Monitoring Consoleコンポー
ネントをインストールする必要があります。Java ESコンポーネントと同じホストで
はMonitoring Consoleを実行できません。

▼ Monitoring Consoleのインストールシーケンスを作成するには、
次の手順に従います。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。
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Java ESインストーラを実行します。

ほかの Java ESコンポーネント製品がMonitoring Consoleと同じホストにインストール
されていないことを確認します。

コンポーネントの選択で、Monitoring Consoleを選択します。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「あとで設定」タイプを選択します。

Monitoring Consoleはインストール時に設定できません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。

監視の対象となるすべてのコンポーネントをインストールしたら、『Sun Java
Enterprise System 5監視ガイド (UNIX版)』の手順を使用して、監視できるように設定
します。このマニュアルには、Java ES Monitoringを管理および使用する手順も記載
されています。

次の表には、Monitoring Consoleの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストール後の設定 133ページの「Monitoring Consoleのインストー
ル後の設定」

起動と停止 『Sun Java Enterprise System 5監視ガイド (UNIX
版)』

アンインストール 178ページの「Monitoring Consoleのアンインス
トール動作」

トラブルシューティング 221ページの「Monitoring Consoleのトラブル
シューティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』
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Portal Server Secure Remote Accessの例
この例では、単一ホストのAccess Managerで、WebコンテナとしてWeb Serverを使
用して、Portal Server Secure Remote Accessのみをインストールする方法について説明
します。

要件
Portal Server Secure Remote Accessは、Access ManagerまたはAccess Manager SDKのロー
カルコピーが必要です。Portal Server Secure Remote Accessコアには、ゲートウェイの
場合を除き Portal Serverのローカルコピーが必要です。ゲートウェイの場合、Portal
Server Secure Remote Accessは Portal Serverのローカルコピーは必要とせず、別のホス
トにインストールできます。Portal Server Secure Remote Accessは、Portal Serverと同じ
場所にインストールする必要があります。Directory Serverは Portal Serverで必要にな
りますが、必ずしもローカルコピーである必要はありません。Access Managerは、
ローカルWebコンテナが必要です (この例ではWeb Server)。

▼ Portal Server Secure Remote Accessのインストールシーケンスを作
成するには、次の手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Portal Server Secure Remote Access、Portal Server、および
Web Serverを選択します。

Portal Server、Access Manager、Directory Server、Java DB、および Service Registryは自
動的に選択されます。

■ Directory Serverのリモートコピーを使用する場合は、Directory Serverの選択を解
除し、プロンプト表示でリモートコピーを指定します。

■ Access Managerのリモートコピーを使用する場合は、Access Managerの選択を解除
し、インストール後の設定時にリモートコピーを指定します。
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非互換性の問題を解決します。
インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

a. 「今すぐ設定」タイプでは、インストール時の設定が可能な製品コンポーネント
を示す設定ページが表示されます。
リモートに配置する製品コンポーネントでは、デフォルトを受け入れずに、リ
モートの情報を使用してください。

『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設
定情報」にある表から設定情報を収集する必要があります。

b. 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。
「今すぐ設定」の場合は、次を参照してください。

■ 134ページの「「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後のAccess
Managerの設定」

■ 140ページの「Portal Serverおよび Portal Server Secure Remote Accessのインストール
後の設定」

「あとで設定」の場合は、次を参照してください。

■ 135ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後のAccess
Managerの設定」

■ 142ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後にWeb Server
を設定するには」

■ 140ページの「Portal Serverおよび Portal Server Secure Remote Accessのインストール
後の設定」

製品コンポーネントを起動します。

■ 160ページの「Directory Serverの起動と停止」
■ 165ページの「Web Serverの起動と停止」 (Access Managerと Portal Serverが自動的
に起動する）

■ 161ページの「Portal Server Secure Remote Accessの起動と停止」

デフォルトのAccess Managerログインページにアクセスします。
http://webserver-host:port/amserver
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ポータルにアクセスします。
http://webserver-host:port/portal/dt

「Portal Serverの配備」ページでPortal Server Secure Remote Accessを有効にします。
これにより、Portal Server Secure Remote Accessサブコンポーネントが起動します。

Portal Gatewayにアクセスします。
https://gateway-server:port/

次の表には、Portal Server Secure Remote Accessの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストーラの設定情報 『Sun Java Enterprise System 5インストールリ
ファレンス (UNIX版)』の「Portal Server Secure
Remote Accessの設定情報」

起動と停止 161ページの「Portal Server Secure Remote Access
の起動と停止」

アンインストール 180ページの「Portal Server Secure Remote Access
のアンインストール動作」

トラブルシューティング 223ページの「Portal Server Secure Remote Access
のトラブルシューティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』

Service Registryのみをインストールする例
この例では、Service Registryを単一ホストにインストールするためのガイドラインに
ついて説明します。

要件
Service Registryは、Application Serverのローカルコピーと少なくとも 2つの
Application Serverサブコンポーネント、つまりドメイン管理サーバーとコマンド行管
理ツールが必要です。Message Queue、HADB、および Java DBも必要です。

注 – Solaris 10へのインストールでは、Service Registryを個別の非大域ゾーンにインス
トールするようにしてください。詳細は、66ページの「Solaris 10ゾーンの例」を参
照してください。
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▼ Service Registryのインストールシーケンスを作成するには、次の
手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Service Registryを選択します。

Application Serverとその必須サブコンポーネント、およびHADB、Java DB、Message
Queueは自動的に選択されます。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

Service Registryは、インストール時に設定できません。

a. 「今すぐ設定」タイプでは、インストーラによってApplication ServerおよびHADB
の設定ページが表示されます。

『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設
定情報」にある表から設定情報を収集します。

b. 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します
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次の順序で、インストール後の設定を完了します。
Application ServerおよびHADBのインストール後の設定は、これらのサービスが個別
に使用される場合またはApplication Serverに「あとで設定」を選択した場合にだけ必
要になります。

a. 135ページの「Application Serverのインストール後の設定」

b. 『Service Registry 3.1管理ガイド』

c. 139ページの「HADBのインストール後の設定」

Service Registryを起動します。
手順は、『Service Registry 3.1管理ガイド』を参照してください。

次の表には、Service Registryのインストールの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストール後の設定 141ページの「Service Registryのインストール後
の設定」

アンインストール 181ページの「Service Registryのアンインストー
ル動作」

トラブルシューティング 223ページの「Service Registryのトラブルシュー
ティングのヒント」

Web Serverのみをインストールする例
この例では、Web Serverを単一ホストにインストールするためのガイドラインについ
て説明します。

要件
Web Serverは、ほかの製品コンポーネントとの依存関係はありません。

▼ Web Serverのインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。
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インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Web Serverを選択します。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

a. 「今すぐ設定」タイプでは、インストーラによってWeb Server設定ページが表示
されます。

Web Server設定タイプ (「Admin」または「Agent」)を選択するように求められま
す。デフォルトは「Admin」です。

『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設
定情報」にある表から設定情報を収集します。

b. 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。

142ページの「Web Serverのインストール後の設定」

Web Serverを起動します。

165ページの「Web Serverの起動と停止」

次の表には、Web Server.のインストールの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストール後の設定 142ページの「Web Serverのインストール後の設
定」
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作業 関連情報

起動と停止 165ページの「Web Serverの起動と停止」

アンインストール 183ページの「Web Serverのアンインストール動
作」

トラブルシューティング 225ページの「Web Serverのトラブルシュー
ティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』

Solaris 10ゾーンの例
ここでは、Java ESの現在のリリースの Solaris 10ゾーンのサポートについてその概要
を説明します。インストールシーケンスの例が含まれます。この節では、次のト
ピックについて説明します。

■ 66ページの「Solarisゾーンの概要」
■ 67ページの「Java ESのこのリリースでのゾーンサポート」
■ 68ページの「特殊な状況:共有コンポーネントを完全ルートゾーンにインストー
ルする」

■ 69ページの「Solaris 10完全ルートゾーンの例」
■ 71ページの「Solaris 10疎ルートゾーンの例」

Solarisゾーンの概要
Solaris 10ゾーン (Solarisコンテナとも呼ばれる)機能は、Solaris OSのインスタンス内
に、オペレーティングシステム環境を仮想化する手段を提供します。この機能によ
り、ホストの別のアクティビティーとは分離して 1つまたは複数のプロセスが実行
可能になります。たとえば、ゾーンで実行するプロセスは、ユーザー IDやその他の
資格情報に関係なく、同じゾーンの別のプロセスに信号だけを送信することができ
ます。

すべての Solaris 10ホストには、1つの大域ゾーンが含まれています。大域ゾーン
は、ホストのデフォルトゾーンであると同時にシステム全体の管理コントロールに
使用するゾーンです。グローバル管理者によって非大域ゾーンが作成されない場
合、すべてのプロセスが大域ゾーンで実行されます。Sun Clusterソフトウェアなど
一部の Java ES製品コンポーネントは、大域ゾーンにのみインストールできます。非
大域ゾーンは、ボックスとみなすことができます。残りのホストと相互に作用する
ことなく、このボックス内で 1つまたは複数のアプリケーションを実行することが
できます。各非大域ゾーンは、その非大域ゾーンに特有の設定およびその他の情報
を持つ、インストールされた Solaris 10オペレーティングシステムの独自のインスタ
ンスであるように見えます。パッケージが大域ゾーンにインストールされると、デ
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フォルトではすべての非大域ゾーンに伝播されます。つまり、パッケージは大域
ゾーンだけでなく非大域ゾーンにもインストールされます。この伝播により、非大
域ゾーンは、大域ゾーンにインストールされたパッケージからアクセスして利用で
きるようになります。この伝播動作は、パッケージを追加したときに大域ゾーンだ
けに伝播されるように抑制することもできます。デフォルトでは、非大域ゾーンは
大域ゾーンのファイルシステムの一部を共有するように設定されます。2種類の非大
域ゾーンがサポートされます。完全ルートゾーンと疎ルートゾーンです。

「完全ルートゾーン」には、大域ゾーンに存在するファイルシステムの読み取り/書
き込みコピーが含まれます。完全ルートゾーンを作成すると、大域ゾーンにインス
トールされているすべてのパッケージをその完全ルートゾーンで利用できます。
パッケージデータベースを作成すると、すべてのパッケージが完全ルートゾーンに
コピーされます。つまり、すべてのファイルのコピーが、完全ルートゾーンだけが
使用できる独立したコピーとして作成されます。

「疎ルートゾーン」には、大域ゾーンに存在するファイルシステムの一部分だけの
読み取り/書き込みコピーが含まれます。その他のファイルシステムは、ループ
バック仮想ファイルシステム (/usrなど)として大域ゾーンから読み取り専用として
マウントされます。グローバル管理者は、疎ルートゾーンを作成するときに、疎
ルートゾーンと共有するファイルシステムを選択します。

注 – Java ESでは、疎ルートゾーンに対して /optファイルシステムは大域ゾーンから
継承されず、そのため書き込み可能であると想定されます。

ゾーンを正常に配備するには、配備タスクとそれらのシーケンスを慎重に計画する
ことが重要です。Java ESコンポーネントは、ほぼすべてのゾーンにインストールす
ることができ、その組み合わせや順序に制限はほとんどありません。ただし、Java
ES製品コンポーネントをインストールする順序、および非大域ゾーンを作成する順
序が重要になる場合もあります。Solarisゾーン環境に Java ESを実装する計画の詳細
については、『Sun Java Enterprise System 5インストール計画ガイド』の付録A「Java
ESと Solaris 10ゾーン」を参照してください。

Java ESのこのリリースでのゾーンサポート
Java ESのこのリリースでのゾーンサポートのレベルは、次のとおりです。

1. 完全ルートゾーンと疎ルートゾーンの両方がサポートされます。
2. 非大域ゾーンがすでに存在する場合、Java ESを大域ゾーンにインストールできま
す。

3. 非大域ゾーンは、Java ESを大域ゾーンにインストールした後に作成できます。
4. ゾーン内で共有されるすべてのコンポーネントは、同じリリースの Java ESのコン
ポーネントでなければなりません。
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5. Java ESの完全ルートと疎ルートを 1つのコンピュータ上に混在して配備しないで
ください。

6. Java ESインストーラを使って Java ESコンポーネントを疎ルートゾーンにインス
トールできますが、次の例外があります。

■ Sun Clusterソフトウェア、Sun Cluster Geographic Edition、および Sun Cluster
Agentsは、大域ゾーンにのみインストールできます。

■ Message Queueは、大域ゾーンまたは完全ルートゾーンのみでインストールま
たはアップグレードできます。

■ 共有コンポーネントは、大域ゾーンまたは完全ルートゾーンのみでインストー
ルまたはアップグレードできます。

■ Application Serverを疎ルートゾーンにインストールするには、オペレーティン
グシステムにバンドルされているあらゆるバージョンのApplication Serverを事
前に手動で大域ゾーンから削除する必要があります。

7. Java ESインストーラでは、大域ゾーンにインストールするパッケージの伝播が次
のように制御されます。

■ 共有コンポーネントは常に伝播されます。
■ Message Queueおよび Java DBは常に伝播されます。
■ その他のすべての製品コンポーネントは伝播されません。

8. 以前のバージョンの Java ESを完全ルートゾーンにインストールしている場合は、
Java ESを大域ゾーンにインストールしないでください。

特殊な状況:共有コンポーネントを完全ルート
ゾーンにインストールする
特定のバージョンの Sun Java Web Consoleが完全ルートゾーンにすでにインストール
されている場合は、共有コンポーネントを完全ルートゾーンにインストールできな
いことがあります。その結果、製品コンポーネントを完全ルートゾーンにインス
トールできなくなることがあります。

注 –この状況については、『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX版)』の
バグ 6451030で扱っています。

以前のバージョンの Sun Java Web Consoleパッケージのうち一部のバージョンには、
Sun Java Web Consoleを完全ルートゾーンでアップグレードすることを妨げる不正な
属性設定が含まれています。この不正な属性設定が含まれる Sun Java Web Console
パッケージは、Solaris 10、Solaris 10 Update 1 (1/06)、Solaris 10 Update 2 (6/06)、および
Java ES 4 (2005Q4)と一緒に出荷されました。これらのパッケージは、Solaris 10 Update
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3 (11/06)および Java ES 5で修正されています。ホストにインストールされている
パッケージに問題があるかどうかを判断するには、大域ゾーンで次のコマンドを実
行してください。

pkgparam -v SUNWmcon SUNW_PKG_ALLZONES

次の値が返された場合は、ホストにインストールされているパッケージに問題があ
ります。

SUNW_PKG_ALLZONES=’true’

Java ES 5を完全ルートゾーンにインストールする場合は、最初に Sun Java Web
Consoleパッケージを大域ゾーンでアップグレードする必要があります。次の方法が
あります。

■ 方法 1: Java ESインストーラを大域ゾーンで実行し、「すべての共有コンポーネン
ト」だけをインストールします。Sun Java Web Consoleパッケージがアップグレー
ドされ、ゾーン属性が修正されます。また、その他の Java ES 5共有コンポーネン
トがすべて大域ゾーンにインストールされ、すべての非大域ゾーンに伝播されま
す。この方法は、状況によっては利用できないことがあります。以前のバー
ジョンの Java ESを完全ルートゾーンにインストールしている場合は、推奨されな
い方法です。

■ 方法 2: Sun Java Web Consoleパッケージだけを大域ゾーンでアップグレードしま
す。この処理を行うには、大域ゾーンにログインし、Solarisの Java ES 5インス
トールディレクトリに移動します。スーパーユーザーとして、次のコマンドを実
行します。
cd Product/sunwebconsole

./setup

Sun Java Web Consoleが、修復されたゾーン属性が含まれるバージョン 3.0.2に
アップグレードされます。

注 – Product/sunwebconsoleディレクトリは完全版の Java ES 5インストーラにのみ
存在し、Java ESスイートのインストーラでは利用できません。スイートのインス
トーラを使用している場合、このディレクトリにアクセスするには、完全版の
Java ES 5インストーラをダウンロードして解凍する必要があります。

いずれかの方法を適用したら、完全ルートゾーンに Java ES 5コンポーネントをイン
ストールできます。

Solaris 10完全ルートゾーンの例
この例では、Solaris 10完全ルートゾーンに Java ESソフトウェアをインストールため
のガイドラインについて説明します。
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▼ Solaris 10完全ルートゾーンへのインストールシーケンスを作成
するには、次の手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

ホストに Solaris 10がインストールされているかどうかを確認します。

大域ゾーンは自動的に作成されます。

すべての完全ルートゾーンが実行状態であることを確認します。

ゾーンは、設定、インストール、およびブートが完了すると実行状態になります。
完全ルートゾーンの作成に関する詳細については、『System Administration Guide:
Solaris Containers-Resource Management and Solaris Zones』の第 18章「Planning and
Configuring Non-Global Zones (Tasks)」を参照してください。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

希望する完全ルートゾーンで Java ESインストーラを起動します。

コンポーネントの選択で、希望するコンポーネントを選択します。

コンポーネントを完全ルートゾーンにインストールできない場合は、そのコンポー
ネントをコンポーネントの選択で選択できません。

インストールサマリーとログを表示します

必要に応じて、インストール後の設定を完了します

インストール後の設定手順については、第 6章を参照してください。

製品コンポーネントを起動します。

Java ES製品コンポーネントの起動と停止の手順については、第 7章を参照してくだ
さい。

必要に応じて、追加の完全ルートゾーンでこのプロセスを繰り返します。
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Solaris 10疎ルートゾーンの例
この例では、Solaris 10疎ルートゾーンに Java ESソフトウェアをインストールするた
めのガイドラインについて説明します。

▼ Solaris 10疎ルートゾーンへのインストールシーケンスを作成す
るには、次の手順に従います。

ホストに Solaris 10がインストールされているかどうかを確認します。
大域ゾーンは自動的に作成されます。

すべての疎ルートゾーンが実行状態であることを確認します。

ゾーンは、設定、インストール、およびブートが完了すると実行状態になります。
疎ルートゾーンについては、『System Administration Guide: Solaris Containers-Resource
Management and Solaris Zones』の第 18章「Planning and Configuring Non-Global Zones
(Tasks)」を参照してください。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを大域ゾーンで起動し、共有コンポーネントだけを選択しま
す。

「すべての共有コンポーネント」だけを選択します。その他のコンポーネントは選
択しないでください。共有コンポーネントのインストールが完了すると、共有コン
ポーネントが大域ゾーンにインストールされ、すべての非大域ゾーンに伝播しま
す。

注 –多言語パッケージを使用する共有コンポーネントの場合は、Java ES多言語
パッケージが大域ゾーンに存在している必要があります。

Message QueueまたはApplication Serverが使用されている場合は、大域ゾーンで
Message Queueをアップグレードします。
Message Queueは Solaris 10のインストール中にインストールされることが多く、疎
ルートゾーンへのインストールはサポートされていません。そのため、Message
Queueは大域ゾーンにのみインストールできます。インストールすると、すべての
非大域ゾーンに伝播されます。
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Application Serverが使用されている場合は、大域ゾーンからバンドルされた
Application Serverを削除します。
Application Serverが配備環境で使用されている場合は、Solaris 10にバンドルされてい
るApplication Serverを大域ゾーンから削除する必要があります。大域ゾーンのホスト
で、次のコマンドを使用してApplication Serverパッケージの一覧を表示します。
pkginfo -i | grep -i "application server"

Application Serverパッケージが存在する場合は、大域ゾーンから削除します。これら
のパッケージはすべての非大域ゾーンから自動的に削除されるため、各疎ルート
ゾーンに移動してApplication Serverを再インストールする必要があります。

希望する疎ルートゾーンで Java ESインストーラを起動します。

コンポーネントの選択で、希望するコンポーネントを選択します。

コンポーネントを疎ルートゾーンにインストールできない場合は、そのコンポーネ
ントをコンポーネントの選択で選択できません。

インストールサマリーとログを表示します

必要に応じて、インストール後の設定を完了します

インストール後の設定手順については、第 6章を参照してください。

製品コンポーネントを起動します。

Java ES製品コンポーネントの起動と停止の手順については、第 7章を参照してくだ
さい。

必要に応じて、追加の疎ルートゾーンでこのプロセスを繰り返します。

Sun Clusterソフトウェアの例
単一サーバーではなく、クラスタ内で実行するように設定できるコンポーネントに
は、Application Server、Directory Server、HADB、Message Queue、およびWeb Server
があります。クラスタ内で実行するように設定できるCommunications Suiteコンポー
ネントには、Calendar Server、Instant Messaging、およびMessaging Serverがありま
す。

注 – HP-UXおよび Linuxでは、Sun Clusterコンポーネントはサポートさません。

この例では、Sun ClusterフレームワークにMessaging Serverをインストールするため
のガイドラインについて説明します。
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Sun Clusterソフトウェアをインストールまたは設定する前に、クラスタ用に選択す
るハードウェアとソフトウェアの組み合わせが、現在サポートされている Sun
Cluster設定であることを確認します。Sun Clusterソフトウェアを Java ES環境に実装
するためのガイドラインについては、『Sun Cluster Software Installation Guide for
Solaris OS』の第 2章「Installing and Configuring Sun Cluster Software」、および『Sun
Cluster 3.1 8/05 Sun Java Enterprise System 5用特記事項 (Solaris OS版)』を参照してくだ
さい。

要件およびシーケンスの問題
Messaging ServerはDirectory Serverが必要ですが、必ずしもローカルコピーである必
要はありません。Directory Server、およびMessaging Server用の Sun Cluster Coreコン
ポーネントおよび Sun Clusterエージェントが必要です。リモートDirectory Serverが
使用されている場合は、Directory Server用の Sun Clusterエージェントは必要ありませ
ん。

Sun Clusterの実装を成功させるには、製品コンポーネントを正しい順序でインス
トールし、設定し、起動することがきわめて重要です。

1. Java ES Sun Cluster製品コンポーネントをインストールします。
2. Sun Clusterフレームワークを設定します。
3. 『Sun Java Communications Suite 5インストールガイド』の手順を使用して、

Messaging Serverをインストールして設定します。
4. ほかに必要な Java ES製品コンポーネントをインストールします。
5. 関連する Java ES製品コンポーネントのエージェントを使用して、Sun Clusterデー
タサービスを設定します。

クラスタの各ノードで、少なくとも 3つのインストールセッションが実行されま
す。1つはCommunications Servicesインストーラを使用するセッションで、2つは
Java ESインストーラを使用するセッションです。Communications Servicesインストー
ラを使用する手順については、『Sun Java Communications Suite 5インストールガイ
ド』を参照してください。

第1段階: Sun Clusterフレームワークのインストー
ルと設定
クラスタのすべてのノードで、次のタスクを実行する必要があります。

▼ Sun Clusterフレームワークのインストールシーケンスを作成する
には、次の手順に従います。

ハードウェアがクラスタに正しく接続されているかどうか確認します。1
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■ Sun Cluster 3.0–3.1 Hardware Collection for Solaris OS (SPARC Platform Edition)
http://docs.sun.com/coll/1024.1

■ Sun Cluster 3.0–3.1 Hardware Collection for Solaris OS (x86 Platform Edition)
http://docs.sun.com/coll/1142.1

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

Solaris 10では、Sun Clusterソフトウェアを大域ゾーンにのみインストールできま
す。

コンポーネントの選択で、Sun Cluster製品コンポーネントだけを選択します。

ヒント –「今すぐ設定」インストール時に、Sun Clusterのリモート設定のサポートを
有効にするかどうかの指定が求められます。「はい」を選択すると、Sun Clusterソ
フトウェアのインストール後の設定が容易になります。

「あとで設定」タイプを選択します。

必要に応じて、追加機能に対応するための Sun Clusterサポートを手動でインストー
ルします。RSMAPI (SUNWscrif)、SCI-PCIアダプタ (SUNWsci )、RSMRDTドライバ
(SUNWscrdt)です。

詳細は、『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris OS』を参照してください。

手順に従って、クラスタの各ホストに対して Sun Clusterフレームワークを設定しま
す。

『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris OS』の第 2章「Installing and
Configuring Sun Cluster Software」に示す手順に従います。Sun Clusterのドキュメント
で Sun Cluster CD-ROMの部分を、同等の Java ES CD-ROMの名前に置き換えてくださ
い。

リソースグループの作成およびデータサービスの設定に関するドキュメントについ
ては、『Sun Cluster Data Services Planning and Administration Guide for Solaris OS』を参
照してください。
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第2段階:製品コンポーネントとエージェントのイ
ンストールと設定
クラスタのすべてのノードで、次のタスクを実行する必要があります。

▼ 製品コンポーネントとエージェントの設定シーケンスを作成する
には、次の手順に従います。

Java ES以外の製品をインストールして設定します。
適切な Sun Cluster Agentsなど、Messaging Serverをインストールして設定する手順に
ついては、『Sun Java Communications Suite 5インストールガイド』を参照してくださ
い。

Java ESインストーラを実行します。

Java ESインストーラで、Messaging Serverと一緒にインストールされなかった Java ES
コンポーネントのうち、必要なコンポーネントを選択します。

a. (オプション) Directory Serverのリモートコピーを使用する場合は、Directory Server
の選択を解除し、プロンプト表示でリモートコピーを指定します。

b. Sun Clusterエージェント

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ノード上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

インストールディレクトリを確認します

「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

Sun Cluster Agentsは、インストール時に設定できません。

Sun Cluster Agentsを除く、選択したすべての製品コンポーネントを設定します。

次の順序で、Sun Cluster Agentsを除くすべての製品コンポーネントを起動します。

a. 160ページの「Directory Serverの起動と停止」

b. Messaging Serverを起動します。
Messaging Serverを起動する手順については、『Sun Java Communications Suite 5イ
ンストールガイド』の「Messaging Serverの起動と停止」を参照してください。
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インストールして設定した製品コンポーネントのデータサービスを設定します。

142ページの「Sun Clusterデータサービスの設定」

次の表には、Sun Clusterの追加情報が含まれています。

作業 関連情報

インストール後の設定情報 133ページの「フェーズ I. Sun Clusterフレーム
ワーク」

142ページの「Sun Clusterデータサービスの設
定」

起動と停止 163ページの「Sun Clusterソフトウェアの停止と
再起動」

アンインストール 182ページの「Sun Clusterソフトウェアと Sun
Cluster Geographic Editionのアンインストール動
作」

トラブルシューティング 224ページの「Sun Clusterソフトウェアのトラブ
ルシューティングのヒント」

アップグレード 『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』

コンテナの設定を使用するAccess Manager SDKの例
この例では、リモートホストにすでにインストールされているAccess Managerのコ
ピーを使用して、Access Manager SDKをインストールするためのガイドラインについ
て説明します。

注 –このシーケンス例を使用する場合は、『Sun Java Enterprise System 5リリースノー
ト (UNIX版)』の既知の問題 6293225も参照してください。

要件
Access Manager SDKをインストールする前に、リモートホストにAccess Manager
Services Coreをインストールし、稼動しておく必要があります。このインストールの
例で実行中に指定するWebコンテナの情報とDirectory Serverの設定情報は、Access
Manager Services Coreのインストール時に指定したWebコンテナ情報およびDirectory
Server設定情報と一致している必要があります。
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注 –インストーラがWebコンテナとDirectory Serverに関する情報を要求するとき、
ローカルホストの設定に基づいたデフォルト値が表示されます。デフォルト値は形
式の例としてだけ使用し、これらの値をそのまま適用しないでください。ここで
は、デフォルト値の代わりに、リモートホストの正しい情報を指定する必要があり
ます。

Access Manager SDKだけをインストールする場合、Java ESインストーラではWebコ
ンテナを設定することはできません。

▼ ホストA用のインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。
どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。
どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Access Managerコアサービスをインストールし、起動します。
79ページの「アイデンティティー管理の例」

▼ ホストB用のインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。
どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。
どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行してWebコンテナをインストールします。
Webコンテナを設定して起動する必要があります。

Java ESインストーラを実行してAccess Manager SDKをインストールします。
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非互換性の問題を解決します。
インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「あとで設定」タイプを選択します。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

Webコンテナがインストールされ、稼働されていることを確認します。

AccessManager-baseディレクトリで amsamplesilentファイルを編集します。
Solaris OSの場合: /opt/SUNWam/bin

LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/identity/bin

a. amsamplesilentファイルを am.sdk_installにコピーします。

b. 次のパラメータを変更して am.sdk_installファイルを編集します。

■ SERVER_NAME

■ SERVER_HOST

■ SERVER_PORT

■ ADMIN_PORT

■ DS_HOST

■ DS_DIRMGRPASSWD

■ ROOT_SUFFIX

■ ADMINPASSWD

■ AMLDAPUSERPASSWD

■ COOKIE_DOMAIN

■ AM_ENC_PWD

■ NEW_OWNER

■ NEW_GROUP

■ PAM_SERVICE_NAME

■ WEB_CONTAINER

c. am.sdk_installファイルの次のパラメータだけを次のように変更します。

■ DEPLOY_LEVELは 4に設定してください。
■ SERVER_HOSTと SERVER_PORTは、Access Manager SDKで使用するサーバーのホス
トとポートに設定してください。

■ DS_HOST、DS_DIRMGRPASSWD、および ROOT_SUFFIXは、ホスト A Directory Server
のホスト名、ディレクトリマネージャーパスワード、およびルートサフィック
スに設定してください。
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■ ADMINPASSWDと AMLDAPUSERPASSWDは、ホストAで使用する amadminパスワード
と amldapuserパスワードに設定してください。

■ AM_ENC_PWDは、ホストAで使用するパスワードの暗号鍵に設定してくださ
い。Access Manager SDKでは、ホスト BへのAccess Managerのリモートインス
トール時に指定した暗号鍵と同じ暗号鍵を AM_ENC_PWDに使用します。Solaris
OSでは、この値は次のコマンドを使用して取得します。grep pwd

/etc/opt/SUNWam/config/AMConfig.properties。Linuxおよび HP-UXでは、
grep pwd /etc/opt/sun/identity/config/AMConfig.properties を使用します。

■ WEB_CONTAINERは、使用しているWebコンテナに対応する値に設定してくださ
い。

■ BASEDIRは、Access Manager SDKの「あとで設定」インストール時に使用した
インストールディレクトリに設定してください。

■ ホストAでレルムモードを使用する場合は AM_REALMを「Enabled」に、旧バー
ジョンモードを使用する場合は「Disabled」に設定してください。

■ SDKで使用するWebコンテナに対応する設定値を見つけ、それらの設定値を
当該Webコンテナの詳細情報を使用して変更します。たとえば、
WEB_CONTAINERを WS (Sun Java System Web Server)に設定した場合は、
WS_INSTANCE、WS_HOME、WS_PROTOCOLなど WS_プレフィックスの付く設定値を
変更してください。

スーパーユーザーとして、編集した am.sdk_installファイルを使用し、Access
Managerを配備します。

./amconfig -s ./am.sdk_install

Webコンテナを再起動します。

アイデンティティー管理の例
この例では、リモートホストのDirectory Serverで、Access ManagerとDirectory Server
をインストールして、アイデンティティー管理を実装します。

要件
Access ManagerはDirectory Serverが必要ですが、必ずしもローカルコピーである必要
はありません。Access Managerは、Webコンテナが必要です (この例ではWeb
Server)。その他任意の製品コンポーネントをインストールする前に、リモートの
Directory Serverを実行する必要があります。
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▼ ホストA用のインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Directory Serverをインストールし、起動します。

55ページの「Directory Serverのみをインストールする例」

▼ ホストB用のインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Access ManagerとWeb Serverを選択します。

Directory ServerとDirectory Preparation Toolは自動的に選択されます。

Directory Serverの選択を解除し、プロンプト表示でリモートコピーを指定します。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。
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「今すぐ設定」または「あとで設定」タイプを選択します。

a. 「今すぐ設定」タイプでは、インストール時の設定が可能な製品コンポーネント
を示す設定ページが表示されます。

リモートに配置する製品コンポーネントでは、デフォルトを受け入れずに、リ
モートの情報を使用してください。『Sun Java Enterprise System 5インストールリ
ファレンス (UNIX版)』の第 3章「設定情報」にある表から設定情報を収集する必
要があります。

b. 「あとで設定」タイプでは、設定ページは表示されません。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

インストール後の設定を完了します。

「今すぐ設定」の場合は、次を参照してください。

134ページの「「今すぐ設定」設定オプションでのインストール後のAccess Manager
の設定」

「あとで設定」の場合は、次を参照してください。

■ 142ページの「Web Serverのインストール後の設定」
■ 135ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後のAccess

Managerの設定」

製品コンポーネントを起動します。

165ページの「Web Serverの起動と停止」 (Access Managerは自動的に起動する）

レルムモードのデフォルトのAccess Managerログインページにアクセスします。
http://webserver-host:port/amserver

初期ユーザーを確立し、シングルサインオンを設定します。

リモートのAccess Managerを使用するPortal Serverの例
この例では、Directory Serverを使用して別のホストにすでにインストールしたAccess
Managerのコピーを使用して、Portal Serverとそれに必要な製品コンポーネントを 1
つのホストにインストールするためのガイドラインについて説明します。Access
Managerと Portal Serverは、ホストで同じ種類のWebコンテナを使用する必要があり
ます。
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要件
Portal Serverは、Access Managerが必要です。Access Managerは、Directory Serverの
ローカルまたはリモートのコピーと、ローカルのWebコンテナが必要です。Access
Managerとは別のホストで Portal Serverを実行することができます。この場合、Portal
ServerはAccess Manager SDKのローカルコピーとローカルのWebコンテナが必要で
す。Portal ServerとAccess Manager SDKをインストールする場合、Access Managerの不
要なサブコンポーネントの選択を解除する必要があります。(Portal Serverの選択時
に、インストーラは、すべてのAccess Managerのサブコンポーネントを自動的に選択
する。)

▼ ホストA用のインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Access ManagerとDirectory Serverがインストールされ、稼動していることを確認しま
す。

79ページの「アイデンティティー管理の例」

▼ ホストB用のインストールシーケンスを作成するには、次の手順
に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

Java ESインストーラを実行します。
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コンポーネントの選択で、Portal Serverを選択します。
Access Manager SDK、Access Managerコアサービス、管理コンソール、連携管理、
Directory Server Core Server、Directory Preparation Tool、Java DB、および Service
Registryは自動的に選択されます。Webコンテナは選択されません。Web Container
Selectionページが表示され、Webコンテナの選択が求められます。

Directory Serverと、Access Manager SDKを除くAccess Managerのすべてのサブコンポー
ネントの選択を解除します。
依存性に関するメッセージに従って、次のとおり実行します。

a. Application Server、Web Server、または以前にインストールしたローカルのWebコ
ンテナを選択します。

b. Access Managerのリモートインスタンスを選択します。

非互換性の問題を解決します。
インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「今すぐ設定」タイプを選択します。
設定ページが表示されます。

「Access Manager:設定情報を指定してください」ページで、リモートのAccess
Managerに次の値を設定します。

注 – amAdminおよび amladpuserのパスワードは異なっている必要があります。

■ 管理者 (amAdmin)パスワード (再入力)
■ LDAPユーザー (amldapuser)パスワード (再入力)
■ パスワードの暗号鍵 (ホストAに入力した暗号鍵と一致させる)

「Access Manager: Directory Server情報」ページで、ホストAのDirectory Serverの情報
を指定します。

■ Directory Server情報
■ ディレクトリマネージャーパスワード
■ 接尾辞

「Access Manager: Sun Java System Access Managerサービスを実行するためのWebコン
テナ」で、ホストA上のリモートのAccess Managerについての情報を指定します。
ホスト名は、ホストAの完全修飾名にしてください。

「Portal Server: webcontainer」ページで、Portal Serverが稼動しているWebコンテナ (お
よび任意の設定パラメータ)を指定します。
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インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

必要なインストール後の設定を完了します。

140ページの「Portal Serverおよび Portal Server Secure Remote Accessのインストール後
の設定」

Webとアプリケーションサービスの例
HADB (高可用性セッションストレージで使用)は、Application Serverで動作し、
セッションの持続性を含むフェイルオーバー機能を提供します。

この例では、負荷分散を装備する 2ノードのHADBクラスタを実装するガイドライ
ンについて説明します。ただし、お勧めするソリューションは、他に何もインス
トールされていない 4つのホストにHADBをインストールすることです。管理用
HADBのコピーとロードバランサを装備するドメイン管理サーバー (DAS)とWeb
Serverは、別個のマシンにインストールされます。

パーティション化されたオペレーティングシステムの場合、それぞれ少なくとも 1
つのHADBインスタンスを実行する 2つのサーバー (ホストまたはゾーン)をインス
トールすることをお勧めします。

要件およびシーケンスの問題
Application Serverは、HADB、Java DB、およびMessage Queueのローカルコピーが必
要です。Application Serverが提供する統合管理ツールを利用するために、Application
ServerとHADBは同じホスト上になければなりません。Application Serverのロードバ
ランスプラグイン・サブコンポーネントはWebサーバーが必要です。

一般的な手順には、次のものがあります。

1. Java ES製品コンポーネントをインストールします。
2. サーバーを起動します。
3. HADBを設定します。
4. 負荷分散を設定します。

次のガイドラインを使用して、すべての製品コンポーネントを 1つのノードまたは
ゾーンにインストールできます。以降のノードには、配備に必要な製品コンポーネ
ントをインストールします。最小で 2つのインストールセッションが必要になりま
す。
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▼ Webとアプリケーションサービスのインストールシーケンスを作
成するには、次の手順に従います。
大まかにいって次のタスクが必要です。

インストールシーケンスのガイドラインをチェックします。

どのシーケンスガイドラインを適用するのかをチェックします。表 2–1を参照してく
ださい。

インストールの前提要件をチェックします。

どのインストール前提条件を適用するのかをチェックします。表 1–3を参照してくだ
さい。

ハードウェアがクラスタに正しく接続されているかどうか確認します。

Java ESインストーラを実行します。

コンポーネントの選択で、Application Serverを選択します。
Message Queue、HADB、Java DBと、Application Server Node Agentおよび Load
Balancing Pluginを除くすべてのApplication Serverのサブコンポーネントは、自動的に
選択されます。

Application Server製品コンポーネントを展開し、Load Balancing Pluginを選択します。

注 –同じファイルシステムアクセス権を使用して、Web Serverと Load Balancing
Plug-inをインストールする必要があります。

非互換性の問題を解決します。

インストーラは、ホスト上のソフトウェアを検証し、非互換性が識別された場合の
ガイダンスを示します。

「今すぐ設定」タイプを選択します。

Message Queueは、設定が不要です。

インストール時に設定可能な製品コンポーネントに対して、設定ページが表示され
ます。『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX
版)』の「HADBの設定情報」にある表から設定情報を収集します。

インストールを実行します。

インストールサマリーとログを表示します

製品コンポーネントを起動します。
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■ 158ページの「Application Serverの起動と停止」 (Message Queueは自動的に起動）
■ 165ページの「Web Serverの起動と停止」

HADBのインストール後の設定を完了します。
139ページの「「あとで設定」設定オプションでのインストール後のHADBの設定」
を参照してください。

負荷分散の設定を完了します。

『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)管理ガイド』の
第 5章「HTTP負荷分散の設定」を参照してください。

root以外のユーザーでのインストール例
Java ESインストーラは rootで実行するように設計されていますが、一部のコンポー
ネントは rootにならなくてもインストールすることができます。これは通常の処理
ではありませんが、配備によっては必要になります。Access Managerまたは Portal
Serverを root以外のユーザーで Solaris OSまたは Linuxにインストールするには、次
の説明を参照してください。

■ Access Manager。Access Managerを root以外のユーザーでインストールするとき
は、『Sun Java System Access Manager 7.1 Postinstallation Guide』の第 9
章「Configuring Access Manager to Run as a Non-root User」の手順に従ってくださ
い。

■ Portal Server。Portal Serverを root以外のユーザーでインストールするときは、
『Sun Java System Portal Server 7.1 Configuration Guide』の手順に従ってください。

注 – HP-UXでは root以外のユーザーでのインストールはサポートされません。

root以外のユーザーでの設定方法については、このマニュアルの 146ページの「ルー
ト以外の IDによる製品コンポーネントの設定」説明も参照してください。
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グラフィカルインタフェースによるイン
ストール

この章では、対話的なグラフィカルインタフェースを使用して、Sun JavaTM Enterprise
System (Java ES)ソフトウェアをインストールする方法を説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 87ページの「インストールの前に」
■ 89ページの「グラフィカルモードでのインストーラの実行」
■ 103ページの「コンポーネントの追加」
■ 104ページの「次の手順」

インストールの前に
この章で説明する作業を開始する前に、インストールの順序を作成し、インストー
ルに関する一般的な要件や前提条件をすべて満たしておいてください。これらの作
業を完了すると、インストールの準備ができます。

この節で説明する内容は、次のとおりです。

■ 87ページの「前提条件と要件の確認」
■ 88ページの「(オプション)リモートホストのローカルディスプレイの設定」
■ 88ページの「ソフトウェアの入手」

前提条件と要件の確認
今回のリリースの Java ESに固有の前提条件については、38ページの「インストール
前提条件の確認」を参照してください。

システム要件については、『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX
版)』の「プラットフォームの要件と問題点」を参照してください。

インストールの順序に影響する可能性のある一般的な状況についての情報は、
表 2–1を参照してください。
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(オプション)リモートホストのローカルディスプ
レイの設定
リモートホストにログインしているときには、DISPLAY環境変数がローカルディスプ
レイに適切に設定されていることを確認します。 DISPLAY変数が正しく設定されてい
ないと、インストーラはテキストベースモードで実行されます。

■ C Shellでの例 (ホスト名は myhost):

setenv DISPLAY myhost:0.0

■ Korn Shellでの例 (ホスト名は myhost):

DISPLAY=myhost:0.0

ローカルディスプレイでインストーラを実行するには、表示権限の付与が必要にな
る場合があります。たとえば、次のコマンドを使用して、myhostから serverhostの
ルートユーザーに表示権限を付与することができます。

myhost\> xauth extract - myhost:0.0 | rsh -l root serverhost xauth merge -

このような権限を安全に付与する手順については、『Solaris X Window System
Developer's Guide』の「Manipulating Access to the Server」の章を参照してください。

ソフトウェアの入手
■ ダウンロードの場合。Java ESインストールバンドルをダウンロードしたディレク
トリに移動し、バンドルを展開します。例:
unzip java_es-5–solaris-sparc.zip

Copyrightファイル、 READMEディレクトリ、およびオペレーティングシステムの
ディレクトリ ( Solaris_sparcなど)が表示されます。オペレーティングシステム
のディレクトリには、 Productディレクトリ、release_infoファイル、installer

スクリプトがあります。
■ DVDの場合。プラットフォームと一致する名前のDVDディレクトリに移動しま
す。

Java ESソフトウェアの入手方法の詳細については、41ページの「Java ESソフト
ウェアの入手」を参照してください。

インストールの前に
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グラフィカルモードでのインストーラの実行
installerコマンドのオプションの詳細については、付録 Bを参照してください。

インストール中に問題が発生した場合は、第 9章のトラブルシューティング情報を
参照してください。

▼ インストールを開始するには
rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

グラフィカルインストーラを起動します。
./installer

「ようこそ」ページが表示されます。

注 –途中で「取消し」をクリックすると、インストールセッションを本当に終了する
か確認された後に、インストーラが終了します。

「次へ」をクリックして次に進みます。
「ソフトウェアライセンス契約」ページが表示されます。

ライセンス契約のすべての条項に同意する場合は、「はい、ライセンス契約に同意
します」をクリックします。
ライセンス契約のすべての条項に同意しない場合は、「同意しません」を選択しま
す。インストールセッションが終了します。

▼ コンポーネントと言語を選択するには
ライセンス条項に同意したら、Java ESインストーラがホスト上のソフトウェアを調
査して、「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページを表示します。

インストールするソフトウェアを選択します。

注 – HP-UXでは、Sun Clusterコンポーネント、Directory Preparation Tool、HADB、ま
たはサードパーティーのWebコンテナはサポートされません。Linuxでの「今すぐ
設定」設定オプションによるインストールの場合、Sun Clusterコンポーネントはサ
ポートされず、サードパーティーコンテナは BEA WebLogicのみがサポートされま
す。

次の画面例は、「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページを示しています。
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注 – Monitoring Consoleは、監視対象の Java ESコンポーネントが配置されているホス
ト上では実行できません。インストーラを実行するとこれらも一緒にインストール
されてしまうので、Monitoring Consoleをほかの Java ESコンポーネントとは別のホス
トにインストールするためのインストールセッションを、単独で実行する必要があ
ります。

■ インストーラウィンドウが小さすぎてすべてのテキストが表示されない場合は、
ウィンドウの隅をドラッグして手動でウィンドウのサイズを変更することができ
ます。

■ 個別の製品コンポーネントについての情報を見るには、その項目の上にカーソル
を置きます。その項目の説明が、ページ下部のテキストボックスに表示されま
す。

■ 製品コンポーネントの互換性状態についての情報を見るには、「詳細」列の省略
記号 (...)をクリックします (存在する場合)。

■ すでにインストールされている製品コンポーネントの選択は解除 (グレー表示)さ
れます。これらをアップグレードできる場合は、「状況」が「アップグレード
可」になっています。

注 –インストーラでアップグレードできる製品コンポーネントは、Application
Server、Message Queue、JavaDB、およびHADBのみです (Solaris OSのみ)。Java ES
コンポーネントのアップグレード手順については、『Sun Java Enterprise System 5
アップグレードガイド (UNIX版)』を参照してください。

■ このページのオンラインヘルプを表示するには、「ヘルプ」ボタンをクリックし
ます。

グラフィカルモードでのインストーラの実行
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■ Solaris 10:インストーラを非大域ゾーンで実行する場合、非大域ゾーンにインス
トールできないコンポーネントは無効になります。

ヒント – Solaris 10ゾーンでインストールまたはアップグレードするときは、いくつか
の点に注意する必要があります。詳細については、66ページの「Solaris 10ゾーンの
例」を参照してください。

「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページでは、次のようなコンポーネントを
インストールすることを選択できます。

■ すべてのコンポーネント。すべての製品コンポーネントとそれらが必要とする共
有コンポーネントを選択するには、「すべて選択」を選択します。

■ 一部のコンポーネント。一部の製品コンポーネントをインストールするには、製
品コンポーネントを個別に選択します。製品コンポーネントを選択するたびに、
そのコンポーネントが依存する製品コンポーネントが自動的に選択されます。

■ サブコンポーネント。サブコンポーネントを選択するには、コンポーネントの左
にある展開ターナーをクリックして、サブコンポーネントリストを展開します。
サブコンポーネントを選択するたびに、選択したコンポーネントが依存する製品
サブコンポーネントが自動的に選択または選択解除されます。

■ 共有コンポーネント:すべての共有コンポーネントを最新の Java ESリリースに
アップグレードするには、「すべての共有コンポーネント」を選択します。この
項目を選択しない場合は、選択した製品コンポーネントに対応する共有コンポー
ネントのみがインストールまたはアップグレードされます。

■ 言語パッケージ。デフォルトでは、選択したコンポーネントの多言語パッケージ
がインストールされます。選択するコンポーネントを追加するたびに、インス
トールされる多言語パッケージが追加されるので、インストールに必要なディス
ク容量が増えていきます。多言語パッケージをインストールしないことを選択し
た場合は、その選択を確認する画面が表示され、ローカライズ版パッケージをあ
とからインストールすることはできないことを警告されます。

選択可能な場合には、Webコンテナを選択します。

■ Webコンテナ用に使用する製品コンポーネントが確定していない場合、
Application ServerとWeb Serverの両方を選択し、設定タイプの入力を求められた
ときに「今すぐ設定」オプションを選択することができます。Webコンテナの選
択は、インストールセッションの設定ページ上であとで行うこともできます。

■ Access Managerと Portal Serverは、ホストで同じ種類のWebコンテナを使用する必
要があります。

■ Web ServerをWebコンテナとして使用するときは、Web Serverの設定中にWeb
Server設定タイプモードを質問されたときに、「エージェント」ではなく「サー
バー」に設定する必要があります。デフォルト値は「サーバー」です。

選択可能な場合には、サードパーティー製のWebコンテナを選択します。
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注 – HP-UXでは、サードパーティーのWebコンテナはサポートされません。「今す
ぐ設定」については、Linuxでは BEA WebLogicサードパーティーコンテナのみがサ
ポートされます。

サードパーティー製のWebコンテナを使用するには、次のように操作します。

a. 「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページでApplication ServerとWeb Server
の選択を解除します。

「次へ」をクリックすると、「Webコンテナの選択」ページが表示されます。

b. 「サードパーティーのWebコンテナを使用」を選択します。

c. 「了解」をクリックします。

指定可能な場合には、リモート依存性を指定します。

ほかのホストにインストールされた製品コンポーネントを使うことによって依存性
を満たすには、次の手順に従います。

a. 製品コンポーネントを選択したら、サブコンポーネントを表示するために展開
し、コンポーネントリスト全体を調べます。

選択したコンポーネントを調べて、インストーラによって自動的に選択されたコ
ンポーネントを確認します。

b. リモートホスト上でアクセスする製品コンポーネントの選択を解除します。

たとえば、事前にインストールおよび設定済みのDirectory Serverには、通常はリ
モートアクセスします。

c. 「次へ」をクリックすると、「依存関係の警告」ポップアップが表示されます。

選択肢が表示されます。

d. 「リモートホストにインストールされたバージョンの使用」を選択します。

e. 「了解」をクリックします。

▼ 依存性と互換性の問題を解決するには
インストーラは、選択された製品コンポーネントと関連する共有コンポーネントの
依存性チェックを実行します。問題がある場合、問題を通知して対処を促す 1つ以
上のメッセージがインストーラによって表示されます。

4
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製品コンポーネントの依存性に関する問題を解決します。

Solaris OSでは、インストーラがアップグレードできるのは、Application Server、
Message Queue、JavaDB、およびHADBのみです。Java ESコンポーネントのアップグ
レード手順については、『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX
版)』を参照してください。

「次へ」をクリックします。

次の処理に進めるようになるまで、手順 1と 2を繰り返します。

Solaris OSの場合、J2SE SDKの互換性の問題を解決します。

Solaris OSで、互換性のないシステム全体バージョンの J2SE SDKが検出された場合、
「J2SE Software Development Kitのアップグレードが必要です」ページが表示されま
す。実行する処理についての選択肢が表示されます。(1) SDKバージョンを自動的に
アップグレードするか、または (2)手動でアップグレードするかを選択します。ペー
ジの内容を確認してから、アップグレードを自動または手動のどちらで行うかを決
定します。デフォルト値は「自動的に」です。

必要なバージョンよりも上のバージョンの JDKが検出され、1つ以上の JDK
パッケージが存在しない場合 (例: 64ビット JVM)、インストーラはこのバージョンを
互換性のないバージョンとして扱います。そのような場合、選択肢 (1)または (2)を
選択すると、Java ESが要求する JDKのバージョンに JDKがダウングレードされま
す。

共有コンポーネントの互換性の問題を解決します。

製品コンポーネントの問題が解決されたあとで、インストーラはすでにインストー
ルされている共有コンポーネントの互換性チェックを行います。共有コンポーネン
トの互換性のないバージョンが検出された場合は、「アップグレードの必要がある
共有コンポーネント」ページが表示されます。
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注意 – JES以外のアプリケーションについては、ホストに存在する依存関係を確認せ
ずに共有コンポーネントをアップグレードしないでください。必要となる共有コン
ポーネントの Java ESバージョンと、これらの既存のアプリケーションとの間に互換
性があるかどうかを最初に確認する必要があります。

a. アップグレードしないときは、「取消し」をクリックします。

「取消し」を選択した場合は、互換性のない共有コンポーネントを手動で削除す
る必要があります。削除しない場合は、これ以上インストールを続行できなくな
ります。

b. 互換性のない共有コンポーネントをこのインストールセッションでアップグレー
ドするときは、「次へ」をクリックします。

「インストールディレクトリ」ページが表示されます。次の画面例には、インス
トールディレクトリのデフォルトの場所が表示されています。

▼ インストールディレクトリを指定し、システム
チェックを開始するには
選択された各製品コンポーネントについて、デフォルトのインストールディレクト
リが表示されます。

グラフィカルモードでのインストーラの実行
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デフォルトのインストールディレクトリについて、次のことを確認します。

すべてのデフォルトディレクトリおよびポートの完全なリストについては、『Sun
Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 2章「デフォルト
のインストールディレクトリとポート」を参照してください。

■ これから行う配備のディレクトリが正しいことを確認します。

■ デフォルトのディレクトリが適していない場合は、必要に応じて別のパスを参照
し、変更します。

注 –デフォルト値をそのまま使わずに別の値を入力することを選択した場合は、その
項目をインストーラまたはコンフィギュレータから要求された場合には、選択した
その値を常に指定する必要があります。

「次へ」をクリックしてシステムチェックを開始します。

インストーラは、選択されたコンポーネントに基づいて、ディスク容量、メモ
リー、スワップ空間、オペレーティングシステムのパッチ、オペレーティングシス
テムのリソースをチェックします。次の表の左側の列には、システムチェックの結
果表示されるメッセージを示しています。右の列は、それぞれの結果に対して必要
となる対処方法を示しています。

表示されるメッセージ 対処方法

システムはインストールの準
備が完了しています

「次へ」をクリックして次に進みます。

1

2

グラフィカルモードでのインストーラの実行

第 3章 • グラフィカルインタフェースによるインストール 95



表示されるメッセージ 対処方法

システムはインストールの準
備が完了しています

メモリーまたはスワップ空間の量が推奨レベルに達していないこ
とを示す警告メッセージを含む。

「次へ」をクリックしてインストールを続行しますが、インス
トール完了後にメモリーまたはスワップ空間を追加します。メモ
リーまたはスワップ空間を追加しない場合、パフォーマンスに深
刻な影響が生じる可能性があります。

システムはインストールの準
備ができていません

「レポートの参照」をクリックし、インストーラによって検出さ
れた問題に関する情報を参照します。必要なパッチがインストー
ルされていない場合、このレポートにはパッチ番号が報告されま
す。インストーラを停止することなく、レポートされた問題を解
決できる場合は、問題を解決したあとで「再チェック」をク
リックし、システムの再チェックを行います。

Solaris 10:インストーラを非大域ゾーンで実行している場合、メモリー情報を取得で
きないことを知らせるメッセージが表示されます。

メモリーの不足など、問題によってはインストールを続行できる場合もあります
が、その他の問題 (ディスク容量の不足など)の場合は、問題を解決しないとインス
トーラの処理を続行できません。

適用されていないオペレーティングシステムパッチをインストールします。

インストールを続行する前に、適用されていないパッチの大半をインストールする
必要があります。方法については、37ページの「パッチをインストールするには」
を参照してください。場合によっては、適用されていないパッチをインストールせ
ずに続行できます。この場合、処理を続けようとすると、インストールが失敗する
か、またはソフトウェアが正しく機能しない可能性があることを示す警告が表示さ
れます。インストールを続行するときは、適用していないパッチをインストールし
ないでインストールすることを明示的に承認する必要があります。
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システムチェックが完了し、システムの状態に問題がなければ、「次へ」をク
リックします。

▼ 設定の種類と共通設定を指定するには
選択した製品コンポーネントの中に、インストール時に設定可能なものがある場
合、「設定タイプ」ページが表示されます。次の中から設定の種類を選択します。

次のオプションから設定の種類を指定します。

■ 今すぐ設定 (デフォルト):インストール時に設定可能な製品コンポーネントを設定
できます。「今すぐ設定」の作業には、共通サーバー設定や、選択した製品コン
ポーネントの設定情報の入力が含まれます。

注 –一部の製品コンポーネントは、インストール時に設定できません。これらの
製品コンポーネントを選択した場合、インストール後にこれらの製品コンポーネ
ントの設定が必要なことを知らせる警告が表示されます。

■ あとで設定:パッケージのコピーに必要な最小限の値だけを入力します。インス
トーラは、詳細設定を行わずに処理を先に進めます。「あとで設定」設定オプ
ションを選択する場合、101ページの「ソフトウェアをインストールするには」
に進みます。

「今すぐ設定」の場合は、管理者ユーザーの IDとパスワードの入力方法を選択しま
す。
管理者ユーザーの IDとパスワードを使用する製品コンポーネントを複数選択する場
合は、「パスワード選択パネル」が表示されます。

4
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■ 「次の情報をすべての管理者アカウントに使用する」。(デフォルト)デフォルト
をそのまま使用する場合は、管理者ユーザーの IDとパスワードを 1度だけ入力し
ます。これらのフィールドは、これ以降設定ページに表示されなくなります。

■ 「製品ごとに異なる管理者アカウントを使用する」。このオプションを選択する
場合は、選択した製品コンポーネントのうち、管理者 IDとパスワードを使用す
るコンポーネントのそれぞれの設定ページで、管理者ユーザー IDとパスワード
を入力することを求められます。

注 – Java ESインストーラでは、管理パスワードに空白は使用できません。また、次の
記号も使用できません。 ; & ( ) ! | < > ’ “ $ ^ \ # / , @ %

「今すぐ設定」インストールの場合は、共通サーバー設定を指定します。

デフォルト値をそのまま使用するか、または別のデータを使用して、これらのグ
ローバルフィールドに関するインストーラの質問に答えます。ここに入力する値
は、以降の製品コンポーネント設定ページにデフォルト値として表示されます。こ
れらのフィールドについては、オンラインヘルプか、『Sun Java Enterprise System 5イ
ンストールリファレンス (UNIX版)』の「共通設定」を参照してください。

注 –デフォルト値をそのまま使わずに別の値を入力することを選択した場合は、その
項目をインストーラまたはコンフィギュレータから要求された場合には、選択した
その値を常に指定する必要があります。

次の画面例は、「共通サーバー設定の指定」ページを示しています。この例では、
ここまでのインストールセッションで 1つの管理者アカウントを使用することを選
択しているので、管理者ユーザー IDと管理者パスワードに関連するフィールドは表
示されていません。
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「次へ」をクリックして次に進みます。
「今すぐ設定」インストールの場合は、インストール時に設定可能な各製品コン
ポーネントの設定ページが順番に表示されます。

ヒント –インストール処理中に、インストーラは設定情報を収集します。インストー
ルが完了したあとで、次の場所にあるインストールサマリーでこの情報を確認でき
ます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

▼ 設定データを指定するには
「今すぐ設定」設定オプションでのインストールの場合、インストーラは、選択し
た製品コンポーネントのうち、インストール時に設定可能なコンポーネントの設定
ページを 1つ以上表示します。選択を行う際には、次の情報が役立ちます。
■ 各ページの構成値の詳細については、各ページの下部にあるオンラインヘルプボ
タンをクリックします。これらの情報については、『Sun Java Enterprise System 5
インストールリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設定情報」も参照してくださ
い。

■ 設定情報を収集するための設定ワークシートが、『Sun Java Enterprise System 5イ
ンストールリファレンス (UNIX版)』の第 4章「設定ワークシート」に用意されて
います。

■ 次の製品コンポーネントは Java ESインストーラでは設定できないので、インス
トール後に設定する必要があります。Directory Proxy Server、Java DB、Monitoring
Console、Service Registry、および Sun Clusterソフトウェア。
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■ Sun Clusterソフトウェア自体はインストール時に設定できませんが、インストー
ル後の設定を簡単にするためにリモートサポートを有効にするオプションがあり
ます。デフォルトはYesです。

設定ページの一部のフィールドには、「共通サーバー設定」ページに指定したデ
フォルト値が表示されます。これらの値は編集可能です。ただし、デフォルト値を
そのまま使わずに別の値を入力することを選択した場合は、その項目をインストー
ラまたはコンフィギュレータから要求された場合には、選択したその値を常に指定
する必要があります。

注 – Access Managerを Portal Serverと一緒にインストールする場合は、Access Manager
に対してレルム (Access Manager 7.x互換)モードまたは旧バージョン (Access Manager
6.x互換)モードを選択できます。Portal Serverには旧バージョンモードが必要である
ことを知らせるインストーラメッセージを無視します。ただし、Access Managerが
Directory Serverと一緒に設定され、データストアとしてAM SDKが設定されている場
合にのみ、Portal Serverはレルムモードをサポートします。Communications製品を使
用する場合は、旧バージョンモードが必要です。

次の画面例は、製品コンポーネントの設定ページを示しています。

表示される各設定ページに、設定に関する情報を指定します。
パスワード以外の設定値には、デフォルト値が表示されます。

「次へ」をクリックして、次の製品コンポーネントの設定ページに進みます。

最後の設定ページで「次へ」をクリックすると、インストール時の設定が完了しま
す。

「インストールの準備が完了しています」ページが表示されます。

1
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▼ ソフトウェアをインストールするには
ホストにソフトウェアを転送する前に、インストーラは、選択されたコンポーネン
トを表示します。ここには共有コンポーネントは表示されませんが、それらはすで
に確認されており、必要に応じてインストールされます。

表示されたコンポーネントの一覧を確認し、必要な変更を行います。

a. 「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページに戻るには、「戻る」ボタンをク
リックします。

「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページが表示されるまで、各ページ
の「戻る」ボタンをクリックし続けます。必要な変更を行います。

b. インストーラの先のページに進むには、「次へ」をクリックします。
すでに入力されている値を再入力する必要はありません。依存性が再チェックさ
れ、システムチェックが繰り返されます。

「インストールの準備が完了しています」ページの情報が適切であることを確認し
たら、「次へ」をクリックします。

「インストール」をクリックして、コンポーネントパッケージのインストールを開
始します。

注 – Linuxの場合は、インストーラの実行中に rpmコマンドを使用しないでくださ
い。HP-UXの場合は、swlist、 swcopy、または swinstallコマンドを使用しないで
ください。Java ESインストールの実行中にこれらのコマンドを使用すると、インス
トールがハングアップする可能性があります。

1

2

3

グラフィカルモードでのインストーラの実行

第 3章 • グラフィカルインタフェースによるインストール 101



インストール中の状態は、次のようになります。

■ インストール中に表示される項目は次のとおりです。
■ インストールがどこまで完了したか、割合を示す進捗バー。

インストールのサイズと複雑さによっては、この処理に長い時間がかかる場合があ
ります。

注 –「進行中」ページが表示されているときに「取消し」をクリックすると、インス
トールセッションを本当に終了するか確認された後に、インストーラが終了しま
す。

インストールの進行中に「中止」をクリックすると、インストーラはそれまでにイ
ンストールされたすべてのコンポーネントパッケージをロールバックして、「サマ
リー」ページを表示します。インストールセッションを終了するかどうかを確認す
るよう求められます。

▼ インストールセッションを終了するには
インストールが完了すると、「インストールが完了しました」ページが表示されま
す。メモリー不足など、インストールに関する問題はこのページに表示されます。
また、このページからインストールサマリーおよびログを参照することができま
す。

「サマリーの表示」または「ログの表示」ボタンをクリックすると、インストール
に関する情報が表示されます。

■ インストールサマリー。インストールされた各製品コンポーネントおよび指定し
た設定をリストにして表示します。「今すぐ設定」を選択した場合、このサマ
リーファイルにはすべての設定値が記録されます。

■ インストールログ。インストーラによるコンポーネントのログメッセージを表示
します。

この情報は次の場所に保存されており、いつでもアクセスできます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

Java ESログの詳細については、200ページの「インストールログファイルの検証」を
参照してください。
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インストール後の手順を表示するには、このインストールガイドを自動的に表示す
るチェックボックスを選択します。

インストール時に拡張設定を行なっている場合もありますが、ほとんどの製品コン
ポーネントでは追加設定が必要です。手順については、第 6章を参照してくださ
い。

「閉じる」をクリックしてインストーラを終了します。

これでインストールセッションは完了です。インストールされた製品コンポーネン
トは、インストール後の作業をすべて完了したあとで開始する必要があります。104
ページの「次の手順」に進みます。

正常なインストールを登録します。

Java ESインストールが正常に完了したあと、インストーラを起動したコンソールま
たは端末ウィンドウで Java ESレポータインストールユーティリティーが自動的に起
動します。レポータがインターネット経由で Sunにアクセスするために使用するプ
ロキシのURLまたは IPアドレスを指定することを求められます。その他の入力は必
要ありません。

注 – Java ESレポータの詳細な説明については、30ページの「Java ESレポータのしく
み」を参照してください。

コンポーネントの追加
インストーラを再び実行し、追加のコンポーネントをインストールできます。イン
ストーラは、インストール済みコンポーネントを検出し、これらを使用して、追加
されたコンポーネントの依存関係を設定します。インストール済み製品コンポーネ
ントは、「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページで無効になっています。

たとえば、今回のインストールでAccess Managerとそれに必要なコンポーネントをイ
ンストールしたとします。そのあとで、Portal Serverをインストールすることになり
ました。Access Managerに対する Portal Serverの依存性を満たすために、Access
Managerの既存のインスタンスが使用されます。Access Managerを再インストールす
るように求められることはありません。

注 – Java ESがすでにインストールされているホストに製品コンポーネントを追加する
ときに、すでにインストールおよび設定済みの製品コンポーネントがその新しい製
品コンポーネントで使用される場合は、必ず正しいパスとパスワードを使用するよ
うにしてください。正しいパスとパスワードを忘れてしまった場合は、製品コン
ポーネントをそのホストに追加する前に、インストール済みコンポーネントの「イ
ンストールサマリー」を参照してください。
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次の手順
インストーラによる Java ESのインストールが完了したなら、次の手順に進みます。

■ 第 6章には、インストール後の設定の手順が示されています。
■ 150ページの「インストール後の確認」には、ここで行ったインストール作業が
正常に実行されたかを確認する手順が示されています。

次の手順
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テキストベースのインタフェースによる
インストール

この章では、対話的なテキストベースのインタフェースを使用して、Sun JavaTM

Enterprise System (Java ES)ソフトウェアをインストールする方法を説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 105ページの「インストールの前に」
■ 107ページの「テキストベースモードでのインストーラの実行」
■ 117ページの「コンポーネントの追加」
■ 117ページの「次の手順」

インストールの前に
この章で説明する作業を開始する前に、インストールの順序を作成し、インストー
ルに関する一般的な要件や前提条件をすべて満たしておいてください。これらの作
業を完了すると、インストールの準備ができます。

この節で説明する内容は、次のとおりです。

■ 105ページの「前提条件の確認」
■ 106ページの「ソフトウェアの入手」
■ 106ページの「テキストベースのインタフェースの使用方法」

前提条件の確認
今回のリリースの Java ESに固有の前提条件については、38ページの「インストール
前提条件の確認」を参照してください。

システム要件については、『Sun Java Enterprise System 5リリースノート (UNIX
版)』の「プラットフォームの要件と問題点」を参照してください。

インストールの順序に影響する可能性のある一般的な状況についての情報は、
表 2–1を参照してください。
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ソフトウェアの入手
■ ダウンロードの場合。Java ESインストールバンドルをダウンロードしたディレク
トリに移動し、バンドルを展開します。例:
unzip java_es-5–solaris-sparc.zip

Copyrightファイル、 READMEディレクトリ、およびオペレーティングシステムの
ディレクトリ ( Solaris_sparcなど)が表示されます。オペレーティングシステム
のディレクトリには、 Productディレクトリ、release_infoファイル、installer

スクリプトがあります。
■ DVDの場合。プラットフォームと一致する名前のDVDディレクトリに移動しま
す。

Java ESソフトウェアの入手方法の詳細については、41ページの「Java ESソフト
ウェアの入手」を参照してください。

テキストベースのインタフェースの使用方法
テキストベースのインストーラでは、グラフィカルインタフェースは表示されず、
一連の質問の形式で情報が要求されます。次の表は、インストーラのテキストベー
スのプロンプトに応答する方法の説明です。

表 4–1 テキストベースインストーラのプロンプトに対する応答

操作 入力

角カッコ ([ ])内に示されているデ
フォルト値を受け入れる

Returnキーを押します。

リストから項目を選択する 項目の番号を入力し、複数の場合はコンマで区切り、
Returnキーを押します。空白文字は使用できません。
たとえば、リスト内の項目 2を選択するには、2と入力
してReturnキーを押します。

項目 1、3、4を選択するには、1,3,4と入力してReturn
キーを押します。

リストに含まれる項目の選択を解除する 項目番号の前にマイナス記号 (-)を入力し、複数の場合
はコンマで区切り、Returnキーを押します。空白文字
は使用できません。たとえば、リスト内の項目 2の選
択を解除するには、-2を入力してReturnキーを押しま
す。

項目 1、3、4の選択を解除するには、-1,-3,-4と入力
してReturnキーを押します。

テキストフィールドに値を指定する 値を入力し、Returnキーを押します。

インストールの前に
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表 4–1 テキストベースインストーラのプロンプトに対する応答 (続き)
操作 入力

パスワードを指定する パスワードを入力し、Returnキーを押します。

パスワードは端末ウィンドウには表示されません。

注意: Java ESインストーラでは、管理パスワードに空白
は使用できません。また、次の記号も使用できませ
ん。 ; & ( ) ! | < > ’ “ $ ^ \ # / , @ %

前のページに戻る 左向きの不等号 (<)を入力し、Returnキーを押します。

セッションを終了する 感嘆符 (!)を入力し、Returnキーを押します。

テキストベースモードでのインストーラの実行
installerコマンドのオプションの詳細については、付録 Bを参照してください。

インストール中に問題が発生した場合は、第 9章のトラブルシューティング情報を
参照してください。

▼ インストールを開始するには
rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

テキストベースのインストーラを起動します。
./installer —nodisplay

「ようこそ」情報が表示されます。

Returnキーを押して、「ソフトウェアライセンス契約」を表示します。
Returnキーを押し続けて、契約書を最後まで読みます。

ライセンス契約の条項に同意する場合は、yesと入力してReturnキーを押します。
ライセンス契約のすべての条項に同意しない場合は、Returnキーを押すことに
よってデフォルトの noを選択します。インストールセッションが終了します。

▼ コンポーネントと言語を選択するには
インストーラは、すでにインストールされている Java ES製品コンポーネントのバー
ジョンがないかホストを調べます。一部の製品コンポーネント (Application Server、
Message Queue、Java DB、およびHADB)は、インストーラによってアップグレードで
きます。例:
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このシステムでは次のコンポーネント製品が検出されました。バンドル版の製品の場合は、インストール対象として
選択すればアップグレードできます。その他の製品は、次の「ソフトウェアコンポーネントの選択 - メインメニュー」
では無効 (* *) として表示されます。

High Availability Session Store 4.4 v4.4.2.7 - アップグレード可, 互換
Sun Java(TM) System Message Queue v3.6.25 - アップグレード可, 互換

<続行するには ENTER キーを押してください>

このほかに互換性のないコンポーネントが検出された場合は、それらを手作業で削
除またはアップグレードする必要があります。Java ESインストーラを使わずに
アップグレードする手順については、『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガ
イド (UNIX版)』を参照してください。互換性に関する問題が解決されたら、インス
トールを続行できます。

注 – HP-UXでは、Sun Clusterコンポーネント、Directory Preparation Tool、HADB、ま
たはサードパーティーのWebコンテナはサポートされません。Linuxでの「今すぐ
設定」設定オプションによるインストールの場合、Sun Clusterコンポーネントはサ
ポートされず、サードパーティーコンテナは BEA WebLogicのみがサポートされま
す。

ソフトウェアコンポーネントの選択 - メインメニュー
---------------------------------------

注: "* *" は、選択が無効であることを示します。

[ ] 1. Directory Preparation Tool 6.4

[ ] 2. Web Server 7.0

[ ] 3. Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4

[ ] 4. Web Proxy Server 4.0.4

[ ] 5. Directory Server Enterprise Edition 6.0

[ ] 6. High Availability Session Store 4.4

[ ] 7. Access Manager 7.1

[ ] 8. Sun Cluster 3.1 8/05

[ ] 9. Message Queue 3.7 UR1

[ ] 10. Application Server Enterprise Edition 8.2

[ ] 11. Service Registry 3.1

[ ] 12. Portal Server Secure Remote Access 7.1

[ ] 13. Monitoring Console 1.0

[ ] 14. Portal Server 7.1

[ ] 15. Java DB 10.1

[ ] 16. Sun Cluster Agents 3.1

[ ] 17. すべての共有コンポーネント
インストールする製品のリストをコンマで区切って入力するか、または R を入力してリストを更新します
[] {"<" 戻る, "!" 終了}:
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インストールするコンポーネントに対応する番号をコンマで区切って入力し、Return
キーを押します。

「ソフトウェアコンポーネントの選択—選択内容の確認」というリストが表示さ
れ、選択したコンポーネントが表示されます。

選択したコンポーネントが正しければ、Returnキーを押します。

選択した各コンポーネントのサブコンポーネントをインストールするかどうかを、
インストーラから確認されます。例:

コンポーネントの選択 - "Directory Server Enterprise Edition 6.0"

---------------------------------------------------------------------------------------

*[X] 1. Directory Server Core Server

*[X] 2. Directory Service Control Center

*[X] 3. Directory Server Enterprise Edition 6 コマンドラインユーティリティー
*[X] 4. Directory Proxy Server 6 Core Server

インストールするコンポーネントのリストをコンマで区切って入力します (すべてを選択する場合は D を入力)

[D] {"<" 戻る, "!" 終了}

サブコンポーネントがない製品コンポーネントもあります。その場合は製品コン
ポーネントだけが表示され、応答する必要はありません。サブコンポーネントが表
示された場合は、応答する必要があります。

サブコンポーネントの選択を完了します。

サブコンポーネントの選択がすべて完了すると、インストーラによって多言語
パッケージをインストールするかどうかを確認されます。

選択したすべてのコンポーネントに多言語パッケージをインストールする場合は、
「Yes」を選択してReturnキーを押します。

デフォルトでは、選択したコンポーネントの多言語パッケージがインストールされ
ます。「No」を選択した場合は、英語版のパッケージのみがインストールされま
す。この場合は、選択を確認する画面が表示され、ローカライズ版のパッケージを
あとでインストールすることはできないという警告が表示されます。

製品コンポーネントの依存性に関するエラーを解決します。

コンポーネントの依存性に問題がある場合、問題の種類に応じて「製品の依存関係
のチェック」エラーまたは警告が表示されます。一般的な問題には次のものがあり
ます。

■ ローカル依存性が満たされていない

この場合、「ソフトウェアコンポーネントの選択」に戻り、ローカル依存関係を
解決できるように、適切な製品コンポーネントを選択します。

■ あとで行うインストール後設定の間にリモート依存性が満たされる

1

2
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リモートインストールを指定するつもりがない場合、「ソフトウェアコンポーネ
ントの選択」に戻り、ローカルで依存性を満たすように適切な製品コンポーネン
トを選択します。

■ 製品コンポーネントの以前のバージョンがローカルホストにすでにインストール
されている

互換性のないバージョンの製品コンポーネントが見つかると、インストーラを終
了して、その互換性のないバージョンをアップグレードまたは削除する必要があ
ります。

共有コンポーネントの依存性に関するエラーを解決します。

ホスト上で互換性のないバージョンの共有コンポーネントが見つかった場合は、こ
れらをアップグレードするかどうかを確認されます。「アップグレードの必要があ
る共有コンポーネント」リストを確認し、それらの共有コンポーネントをインス
トーラが自動的にアップグレードしても問題がないかどうか判断してください。

注意 – JES以外のアプリケーションについては、ホストに存在する依存関係を確認せ
ずに共有コンポーネントをアップグレードしないでください。必要となる共有コン
ポーネントの Java ESバージョンと、これらの既存のアプリケーションとの間に互換
性があるかどうかを最初に確認する必要があります。アップグレードについては、
『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』を参照してくださ
い。

■ 1 (デフォルト)を入力するかReturnキーを押すと、インストーラはそれらの共有
コンポーネントを自動的にアップグレードします。

■ 2を入力してインストールセッションを取り消した場合は、それらの共有コン
ポーネントを手動でアップグレードできます。

2を入力した場合は、「アップグレードの必要がある共有コンポーネント」リストに
ある共有コンポーネントを削除またはアップグレードしないと、インストールを続
行できません。

Solaris OSの場合は、インストーラが J2SE SDKをアップグレードするべきかどうかを
指定します。

Solaris OSで、互換性のないシステム全体バージョンの J2SE SDKが検出された場合、
「J2SE Software Development Kitのアップグレードが必要です」ページが表示されま
す。実行する処理についての選択肢が表示されます。(1) SDKバージョンを自動的に
アップグレードするか、または (2)手動でアップグレードするかを選択します。ペー
ジの内容を確認してから、アップグレードを自動または手動のどちらで行うかを決
定します。デフォルト値は「自動的に」です。

必要なバージョンよりも上のバージョンの JDKが検出され、1つ以上の JDK
パッケージが存在しない場合 (例: 64ビット JVM)、インストーラはこのバージョンを
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互換性のないバージョンとして扱います。そのような場合、選択肢 (1)または (2)を
選択すると、Java ESが要求する JDKのバージョンに JDKがダウングレードされま
す。

▼ インストールディレクトリを指定し、システム
チェックを開始するには

選択した製品コンポーネントのデフォルトのインストール先をそのまま使用する
か、またはデフォルトの場所を変更してReturnキーを押します。

注 –デフォルト値をそのまま使わずに別の値を入力することを選択した場合は、その
項目をインストーラまたはコンフィギュレータから要求された場合には、選択した
その値を常に指定する必要があります。

選択された各製品コンポーネントについて、デフォルトのインストールディレクト
リが表示されます。例:

インストールディレクトリ
========================

製品ごとにインストール先のディレクトリの名前を入力してください:

Directory Server [/opt/SUNWdsee] {"<" 戻る, "!" 終了}

Web Server [/opt/SUNWwbsvr7] {"<" 戻る, "!" 終了}

Web Server インスタンス [/var/opt/SUNWwbsvr7] {"<" 戻る, "!" 終了}

システムチェックによって見つかった問題をすべて確認します。

インストールディレクトリの選択が完了すると、インストーラは、選択したコン
ポーネントに基づいて、ディスク容量、メモリー、スワップ空間、オペレーティン
グシステムのパッチ、およびオペレーティングシステムリソースのチェックを自動
的に開始します。次の表の左側の列には、システムチェックの結果表示される
メッセージを示しています。右の列は、それぞれの状況に対して必要となる対処方
法を示しています。

表示されるメッセージ 対処方法

システムはインストールの準
備が完了しています

インストールを続行します。

1
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表示されるメッセージ 対処方法

システムはインストールの準
備が完了しています

メモリーまたはスワップ空間の量が推奨レベルに達していないこ
とを示す警告メッセージを含む。

インストールを続行しますが、インストールの完了後にメモリー
またはスワップ空間を追加してください。メモリーまたはス
ワップ空間を追加しない場合、パフォーマンスに深刻な影響が生
じる可能性があります。

システムはインストールの準
備ができていません

必要なパッチがインストールされていない場合は、そのパッチ番
号が表示されます。インストーラを停止しなくても報告された問
題を解決できる場合は、そのようにしてからインストールを続行
します。

メモリーの不足など、問題によってはインストールを続行できる場合もあります
が、その他の問題 (ディスク容量の不足など)の場合は、問題を解決しないとインス
トーラの処理を続行できません。

Solaris 10:インストーラを非大域ゾーンで実行している場合、メモリー情報を取得で
きないことを知らせるメッセージが表示されます。

適用されていないオペレーティングシステムパッチをインストールします。

インストールを続行する前に、適用されていないパッチの大半をインストールする
必要があります。方法については、37ページの「パッチをインストールするには」
を参照してください。場合によっては、適用されていないパッチをインストールせ
ずに続行できます。この場合、処理を続けようとすると、インストールが失敗する
か、またはソフトウェアが正しく機能しない可能性があることを示す警告が表示さ
れます。インストールを続行するときは、適用していないパッチをインストールし
ないでインストールすることを明示的に承認する必要があります。

システムがインストールできる状態になったら、Returnキーを押して続行します。

インストールする設定の種類とグローバル設定の指定を求められます。

▼ 設定の種類と共通サーバー設定を指定するには

次のオプションから設定の種類を指定します。

■ 今すぐ設定 (デフォルト):インストール時に設定可能な製品コンポーネントを設定
できます。「今すぐ設定」の設定作業には、共通サーバー設定や、選択した製品
コンポーネントの設定情報の入力が含まれます。

3
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注 –一部の製品コンポーネントは、インストール時に設定できません。これらの
製品コンポーネントを選択した場合、インストール後にこれらの製品コンポーネ
ントの設定が必要なことを知らせる警告が表示されます。

■ あとで設定:パッケージのインストールに必要な最小限の値だけを入力します。イ
ンストーラは、詳細設定を行わずに処理を先に進めます。「あとで設定」設定オ
プションを選択する場合、101ページの「ソフトウェアをインストールするに
は」に進みます。

「今すぐ設定」の場合は、管理者ユーザーの IDとパスワードの入力方法を選択しま
す。
管理者ユーザーの IDとパスワードを使用する製品コンポーネントを複数選択した場
合、選択することを求められます。

注 – Java ESインストーラでは、管理パスワードに空白は使用できません。また、次の
記号も使用できません。 ; & ( ) ! | < > ’ “ $ ^ \ # / , @ %

■ 「次の情報をすべての管理者アカウントに使用する」。(デフォルト)デフォルト
をそのまま使用する場合は、管理者ユーザーの IDとパスワードを 1度だけ入力し
ます。これらのフィールドは、これ以降設定ページに表示されなくなります。

■ 「製品ごとに異なる管理者アカウントを使用する」。このオプションを選択する
場合は、選択した製品コンポーネントのうち、管理者 IDとパスワードを使用す
るコンポーネントのそれぞれの設定ページで、管理者ユーザー IDとパスワード
を入力することを求められます。

「今すぐ設定」インストールの場合は、共通サーバー設定を指定します。
選択したコンポーネントに対応する共通サーバー設定とそのデフォルト値のリスト
が、インストーラによって表示されます。例:

共通サーバー設定の指定

ホスト名の入力 [myComputer] {"<" 戻る, "!" 終了}

DNS ドメイン名の入力 [example.com] {"<" 戻る, "!" 終了}

IP アドレスの入力 [192.168.255.255] {"<" 戻る, "!" 終了}

サーバー管理ユーザー ID の入力 [Admin] {"<" 戻る, "!" 終了}

管理ユーザーパスワードの入力 (パスワードは 8 文字以上でなければなりません) [] {"<" 戻る, "!" 終了}

管理ユーザーパスワードの確認 [] {"<" 戻る, "!" 終了}

システムユーザーを入力してください [root] {"<" 戻る, "!" 終了}

システムグループを入力してください [root] {"<" 戻る, "!" 終了}

デフォルト値をそのまま使用するか、または別の値を使用してこれらのグローバル
パラメータを設定します。パラメータの詳細については、『Sun Java Enterprise
System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の「共通設定」を参照してくださ
い。
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▼ コンポーネントの設定データを指定するには
「今すぐ設定」設定オプションでのインストールの場合、インストーラは、選択し
た製品コンポーネントのうち、インストール時に設定可能なコンポーネントの設定
に対する質問を 1つ以上表示します。選択を行う際には、次の情報が役立ちます。

■ 各ページの構成値の詳細については、各ページの下部にあるオンラインヘルプボ
タンをクリックします。これらの情報については、『Sun Java Enterprise System 5
インストールリファレンス (UNIX版)』の第 3章「設定情報」も参照してくださ
い。

■ 設定情報を収集するための設定ワークシートが、『Sun Java Enterprise System 5イ
ンストールリファレンス (UNIX版)』の第 4章「設定ワークシート」に用意されて
います。

■ 次の製品コンポーネントは Java ESインストーラでは設定できないので、インス
トール後に設定する必要があります。Directory Proxy Server、Java DB、Monitoring
Console、Service Registry、および Sun Clusterソフトウェア。

■ Sun Clusterソフトウェア自体はインストール時に設定できませんが、インストー
ル後の設定を簡単にするためにリモートサポートを有効にするオプションがあり
ます。デフォルトはYesです。

ヒント –インストールが完了したあとで、次の場所にある「インストールサマリー」
で設定情報を確認できます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

各製品コンポーネントの設定を指定します。

デフォルト値を受け入れるか、または製品コンポーネントのワークシートで収集し
た情報を使用して、各製品コンポーネントに関するインストーラの質問に答えま
す。

標準的な設定の質問は次のように表示されます。

Web Server: インスタンス設定を指定してください

サーバー名 [myComputer.example.com] {"<" 戻る, "!" 終了}

HTTP ポートの入力 [80] {"<" 戻る, "!" 終了}

実行時 UNIX ユーザー ID を入力してください [webservd] {"<" 戻る, "!" 終了}

ドキュメントルートディレクトリを入力してください [/var/opt/SUNWwbsvr7/docs] {"<" 戻る, "!" 終了}

1
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注 – Access Managerを Portal Serverと一緒にインストールする場合は、Access Manager
に対してレルム (Access Manager 7.x互換)モードまたは旧バージョン (Access Manager
6.x互換)モードを選択できます。Portal Serverには旧バージョンモードが必要である
ことを知らせるインストーラメッセージを無視します。ただし、Access Managerが
Directory Serverと一緒に設定され、データストアとしてAM SDKが設定されている場
合にのみ、Portal Serverはレルムモードをサポートします。Communications製品を使
用する場合は、旧バージョンモードが必要です。

注 – Web ServerをWebコンテナとして使用するときは、「Web Server:設定タイプを選
択してください」ページでWeb Server設定タイプモードを質問されたときに、
「エージェント」ではなく「サーバー」に設定する必要があります。デフォルト値
は「サーバー」です。

選択した製品コンポーネントとサブコンポーネントのリストを確認します。

設定値を設定すると、選択されたコンポーネントとサブコンポーネントの「インス
トール準備完了」リストがインストーラによって表示されます。例:
インストール準備完了
-------------------------

次のコンポーネントがインストールされます。

製品: Java Enterpirese System 5

アンインストールの場所: /var/sadm/prod/SUNWentsys5

必要な容量: 199.10 M

----------------------------------------------

Web Server 7.0

Web Server CLI

Web Server Core

Web Server サンプル
Directory Preparaation Tool 6.4

Directory Server Enterprise Edition 6.0

Directory Server Core Server

Directory Service Control Center

Directory Server Enterprise Edition コマンド行ユーティリティー
Directory Proxy Server Core Server

Monitoring Console 1.0

変更する必要がある場合は、これまでの質問の中で変更が必要なものが表示される
まで、<を入力してReturnキーを押します。ここには共有コンポーネントは表示さ
れませんが、それらはすでに確認されており、選択した製品コンポーネントが必要
とする場合にはインストールされます。
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▼ ソフトウェアをインストールするには
「インストール準備完了」リストに問題がなければ、インストールを開始できま
す。

注 – Linuxの場合は、インストーラの実行中に rpmコマンドを使用しないでくださ
い。HP-UXの場合は、swlist、 swcopy、または swinstallコマンドを使用しないで
ください。Java ESインストールの実行中にこれらのコマンドを使用すると、インス
トールがハングアップする可能性があります。

インストールを開始するには、Returnキーを押してデフォルトの「1」を受け入れま
す。

インストール処理が開始され、進捗バーにインストールの状況が表示されます。例:
Java Enterprise System

|-1%-------------------25%----------------------50%--

インストールのサイズと複雑さによっては、この処理に長い時間がかかる場合があ
ります。

インストールが正常に完了すると、「インストールが完了しました」という
メッセージが表示されます。

インストールサマリーとインストールログを調べます。

インストールが完了すると、メモリーの不足など、インストール時に見つかった問
題が画面に表示されます。次のファイルにも有効な情報が含まれています。

■ [1]インストールサマリー。インストールされた各コンポーネントおよび指定した
設定をリストにして表示します。「今すぐ設定」を選択した場合、このサマリー
ファイルにはすべての設定値が記録されます。

■ [2]インストールログ。インストーラによるコンポーネントのログメッセージを表
示します。

インストール後、これらのファイルは次の場所に配置されます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

Java ESログの完全なリストについては、200ページの「インストールログファイルの
検証」を参照してください。

インストーラを終了します。

これでインストーラセッションは完了です。インストールされた製品コンポーネン
トは、インストール後の作業をすべて完了したあとで開始する必要があります。117
ページの「次の手順」に進みます。
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正常なインストールを登録します。

Java ESインストールが正常に完了したあと、インストーラを起動したコンソールま
たは端末で Java ESレポータインストールユーティリティーが自動的に起動します。
レポータがインターネット経由で Sunにアクセスするために使用するプロキシの
URLまたは IPアドレスを指定することを求められます。その他の入力は必要ありま
せん。

注 – Java ESレポータの詳細な説明については、30ページの「Java ESレポータのしく
み」を参照してください。

コンポーネントの追加
インストーラを再び実行し、追加のコンポーネントをインストールできます。イン
ストーラは、インストール済みコンポーネントを検出し、これらを使用して、追加
される製品コンポーネントの依存関係を設定します。インストール済み製品コン
ポーネントは、「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページで無効になっていま
す。

たとえば、今回のインストールでAccess Managerとそれに必要な製品コンポーネント
をインストールしたとします。そのあとで、Portal Serverをインストールすることに
なりました。Access Managerに対する Portal Serverの依存性を満たすために、Access
Managerの既存のインスタンスが使用されます。Access Managerを再インストールす
るように求められることはありません。

注 – Java ESがすでにインストールされているホストに製品コンポーネントを追加する
ときに、すでにインストールおよび設定済みの製品コンポーネントがその新しい製
品コンポーネントで使用される場合は、必ず正しいパスとパスワードを使用するよ
うにしてください。正しいパスとパスワードを忘れてしまった場合は、製品コン
ポーネントをそのホストに追加する前に、インストール済みコンポーネントの「イ
ンストールサマリー」を参照してください。

次の手順
インストーラによる Java ESのインストールが完了したなら、次の手順に進みます。

■ 第 6章には、インストール後の最終的な設定に関する手順が示されています。
■ 150ページの「インストール後の確認」には、ここで行ったインストール作業が
正常に実行されたかを確認する手順が示されています。

4

次の手順
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サイレントモードでのインストール

サイレントインストールは、類似した設定を共有している複数のホストに、Sun
JavaTM Enterprise System (Java ES)を対話処理なしでインストールする方法です。この章
では、サイレントモードを使用して Java ESソフトウェアをインストールする方法を
説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 119ページの「サイレントインストールの作業手順」
■ 120ページの「状態ファイルの作成」
■ 124ページの「プラットフォームに適した状態ファイル IDの作成」
■ 125ページの「サイレントモードでのインストーラの実行」
■ 127ページの「次の手順」

サイレントインストールの作業手順
サイレントインストールを実行するには、最初に installerコマンドのサイレントイ
ンストール構文を使用して対話式インストールを実行します。対話セッションの
間、インストーラへの応答がキャプチャーされ、名前と値のペアの集合として状態
ファイルに記録されます。名前と値の各ペアとは、インストール処理における 1つ
のプロンプトまたはフィールドを表します。この状態ファイルを入力として使用し
て、ほかのホストでインストーラを実行します。このプロセスにより、複数のホス
トに同一設定を配備することができます。

インストーラは、異なるバージョンの Java ESの状態ファイルを実行することはでき
ません。つまり、Java ES 5を使用して状態ファイルを作成した場合は、この状態
ファイルを使用して Java ES 2005Q4をインストールすることはできません。

次の表は、サイレントインストールでの主な作業の一覧です。右の列は、それぞれ
の説明へのリンクになっています。

5第 5 章
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表 5–1 サイレントインストールの作業

作業 説明の場所

1.ホストが Java ESインストールの前提条件を満
たしていることを確認します。

38ページの「インストール前提条件の確認」。

2.対話式インストールセッションを実行して、
状態ファイルを生成します。

120ページの「初期状態ファイルの生成」

-グラフィカルインストーラを使用する場合 第 3章

-テキストベースのインストーラを使用する場
合

第 4章

3.状態ファイルを別のホストにコピーして、そ
のホスト用に状態ファイルを編集します。

121ページの「状態ファイルの編集」

4. (オプション)状態ファイルが生成されたプ
ラットフォームと異なるプラットフォーム上で
実行するために、状態ファイルを編集します。

124ページの「プラットフォームに適した状態
ファイル IDの作成」

5.各ホスト上でサイレントインストール
セッションを実行します。

125ページの「サイレントモードでのインス
トーラの実行」

状態ファイルの作成
状態ファイルを作成するには、インストーラの対話式セッションを実行する必要が
あります。インストーラが生成する状態ファイルを使用することで、リアルタイム
の依存性チェックとエラーレポートを活用することができます。

注意 –状態ファイルは手動で作成しないでください。この方法では、インストール
時、設定時、またはサーバーの起動時に問題が発生する可能性があります。

初期状態ファイルの生成
初期状態ファイルを作成するには、installerコマンドのパラメータを使用して対話
式インストーラを実行し、インストーラにユーザーの回答を記録します。インス
トーラのページを進む過程で、回答がキャプチャーされ、状態ファイルが生成され
ます。製品コンポーネントのインストール順序はインストーラが決定するので、コ
ンポーネントは任意の順序で指定できます。インストールが完了すると、指定され
た場所にある状態ファイルが利用可能になります。

このセッションでソフトウェアをインストールしない場合は、-noオプションを使用
できます。

構文の例:

状態ファイルの作成
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■ グラフィカルインタフェースを使用して状態ファイルを作成するには、次のよう
にします。

./installer -saveState statefile_path
■ テキストベースのインタフェースを使用して状態ファイルを作成するには、次の
ようにします。

./installer -nodisplay -saveState statefile_path
■ このセッションでソフトウェアをインストールせずに、グラフィカルインタ
フェースを使用して状態ファイルを作成するには、次のようにします。

./installer -no -saveState statefile_path

installerコマンドの完全な構文については、付録 Bを参照してください。

生成された状態ファイルの例については、付録C を参照してください。

状態ファイルの編集
状態ファイルを作成したら、インストール先ホストに対してローカルパラメータが
正しく設定されることを保証するために、生成された状態ファイルを編集する必要
があります。これらのパラメータには、ホスト名、ドメイン名、IPアドレスなどの
設定が含まれます。

注意 –サイレントインストール用に作成した状態ファイルの一部のパラメータには、
管理者パスワードなどの機密データが指定されます。配備しても安全なように、
ファイルが保護されていることを確認してください。

初期状態ファイルの生成元と異なるプラットフォームへのインストールを計画して
いる場合、状態ファイルの IDの変更が必要になる場合があります。

この節で説明する内容は、次のとおりです。

■ 121ページの「状態ファイルの編集のガイドライン」
■ 122ページの「ローカルパラメータの編集」
■ 124ページの「プラットフォームに適した状態ファイル IDの作成」

状態ファイルの編集のガイドライン
状態ファイルを編集するときは、ここで示すガイドラインに従ってください。

■ 値を編集する以外は、パラメータを変更しないでください。
■ 値が指定されていない場合でも、パラメータを削除しないでください。

状態ファイルの作成
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■ パラメータを追加しないでください。
■ パラメータの順序を変更しないでください。

■ 元のタイプと形式に注意し、新しい値を入力するときはそれに従ってください。
例:
■ 古い値がホスト名の場合、ドメインの完全修飾名ではなく、ホスト名を入力し
ます。

■ 古い値の先頭にスラッシュ (/)が付いている場合、新しい値の先頭にも必ずス
ラッシュを付けます。

■ 削除する値の代わりに、ほかの値を入力します。必須パラメータの場合、そのパ
ラメータが削除されているとインストールまたは設定に失敗する可能性がありま
す。

■ 元の値の大文字/小文字の区別を維持します。

ローカルパラメータの編集
次の表は、インストールする製品コンポーネントやホストに応じて編集の必要があ
るパラメータを示しています。たとえば、状態ファイルを生成したホストが、イン
ストール先のホストと同じドメインに含まれるか、などの条件が影響します。

各パラメータの説明については、『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレ
ンス (UNIX版)』の第 3章「設定情報」にある表を参照してください。

表 5–2 サイレントインストールでよく編集される状態ファイルのパラメータ

構成要素 パラメータ名

共通サーバー設定 CMN_HOST_NAME

CMN_DOMAIN_NAME

CMN_IPADDRESS

CMN_ADMIN_USER

CMN_ADMIN_PASSWORD

CMN_SYSTEM_USER

CMN_SYSTEM_GROUP

状態ファイルの作成
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表 5–2 サイレントインストールでよく編集される状態ファイルのパラメータ (続き)
構成要素 パラメータ名

Access Manager IS_WS_HOST_NAME

IS_WS_INSTANCE_DIR (Web ServerがWebコンテナの場合)

CONSOLE_HOST

IS_SERVER_HOST

IS_DS_HOST

IS_DS_HOSTNAME

COOKIE_DOMAIN_LIST

Application Server ASNA_ADMIN_HOST_NAME

AS_WEB_SERVER_LOCATION

AS_WEB_SERVER_PLUGIN_TYPE

Directory Server CREATE_INSTANCE

DSEE_INSTANCE_DIR

DSEE_INSTANCE_PORT

DSEEE_INSTANCE_SSL_PORT

DSEE_DN_MANAGER

DSEE_INSTANCE_USER

DSEE_INSTANCE_GROUP

DSEE_INSTANCE_PASSWORD

DSEE_SUFFIX

Portal Server PS_PORTALACCESS_URL

形式は //hostname.domainname :port+deploy_uri)

PS_DEPLOY_INSTANCE

状態ファイルの作成
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表 5–2 サイレントインストールでよく編集される状態ファイルのパラメータ (続き)
構成要素 パラメータ名

Portal Server Secure Remote
Access

SRA_SERVER_DOMAIN

SRA_GW_HOSTNAME

SRA_GW_DOMAIN

SRA_GW_IPADDRESS

SRA_NLP_HOSTNAME

SRA_NLP_DOMAIN

SRA_NLP_IPADDRESS

SRA_RWP_HOSTNAME

SRA_RWP_DOMAIN

SRA_RWP_IPADDRESS

Web Server WS_ADMIN_HOST

Web Proxy Server CMN_WPS_INSTALLDIR

WPS_ADMIN_USER

WPS_ADMIN_PASSWORD

WPS_ADMIN_PORT

WPS_ADMIN_RUNTIME_USER

WPS_INSTANCE_RUNTIME_USER

WPS_ISNTANCE_PORT

WPS_INSTANCE_AUTO_START

WPS_PROXY_DOMAIN

プラットフォームに適した状態ファイル IDの作成
状態ファイルは、状態ファイルが生成されたホストとプラットフォームの種類が同
じであるホストでのみ実行できます。プラットフォームが異なる場合、状態ファイ
ル IDを編集する必要があります。プラットフォーム別にタイプの異なる状態ファイ
ルIDが存在します。

プラットフォームに適した状態ファイル IDの作成
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▼ インストーラを使用して状態ファイル IDを生成す
るには
この手順では、サイレントインストールを実行するプラットフォームでインストー
ラを実行することによって、状態ファイル IDを生成します。

注 –次のコマンドは、コマンドを実行しているのと同じプラットフォームに対する
IDを生成する場合にのみ正しく機能します。

rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

インストーラが格納されているディレクトリに移動します。
cd installer-directory

-idオプションを指定してインストーラコマンドを実行します。
./installer -id

このコマンドにより、暗号化された IDが生成されます。

IDをコピーし、STATE_BEGINパラメータおよび STATE_DONEパラメータの値として状態
ファイルに貼り付けます。

次に、状態ファイル内の状態ファイル IDの例を示します。
[STATE_BEGIN Sun Java(tm) Enterprise System \

f31c7e86a64605bc5b9b629931a30b275a0eb447]

.

.

.

[STATE_DONE Sun Java(tm) Enterprise System \

f31c7e86a64605bc5b9b629931a30b275a0eb447]

サイレントモードでのインストーラの実行
状態ファイルを生成したホストと同じオペレーティングシステムがインストールさ
れているホストで、インストーラを実行するようにしてください。この操作を実行
できない場合は、124ページの「プラットフォームに適した状態ファイル IDの作
成」を参照してください。

インストール中に問題が生じる場合は、第 9章を参照してください。

1

2

3

4
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▼ サイレントモードでインストーラを実行するには
インストールしようとしている製品コンポーネントの数とタイプによっては、時間
がかかる場合があります。

状態ファイルがホスト用に正しく編集されていることを確認します。

注意 –サイレントインストール用に作成した状態ファイルの一部のパラメータには、
管理者パスワードなどの機密データが指定されます。配備しても安全なように、
ファイルが保護されていることを確認してください。

rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

インストーラユーティリティーが格納されているディレクトリに移動します。
cd installer-directory

次の構文を使用してインストーラを実行します。
./installer -noconsole -state statefile

—noconsole ユーザーインタフェースを抑制し、インストーラをサイレントモード
で起動します。

—state 指定された状態ファイルをサイレントインストールの入力として使用
します。

statefile 状態ファイルへの絶対または相対パス名を指定します。

インストールが完了したら、次のホストに進み、手順 1～ 4を繰り返します。

▼ サイレントインストールの進行状況を監視するに
は

サイレントインストールを監視するには、次のログファイルディレクトリに移動し
ます。

Solaris OSの場合: cd /var/sadm/install/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: cd /var/opt/sun/install/logs

現在のインストールのログファイルを探します。

最初に共有コンポーネントがインストールされ、次に製品コンポーネントがインス
トールされます。 timestamp変数は、ログの作成時刻を表します。変数の形式
はMMddhhmmです。

1

2

3

4

5

1

2
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MM 月を示す

dd 日付を示す

hh 時間を示す

mm 分を示す

tailコマンドを使用して、ログに書き込まれるメッセージを監視します。
tail -f logfile-name

tailプログラムを終了するには、Ctrl+Cキーを押します。

次の手順
インストーラによる Java ESのインストールが完了したなら、次の手順に進みます。

■ 第 6章には、インストール後の設定の手順が示されています。
■ 150ページの「インストール後の確認」には、ここで行ったインストール作業が
正常に実行されたかを確認する手順が示されています。

3

次の手順
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インストール後の設定の実行

この章では、インストール後に Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)製品コンポーネン
トの初期設定を実行する手順について説明します。この章に挙げられていない製品
コンポーネントについては、インストール後の設定は必要ありません。ただし、
Monitoringまたは Sun Clusterデータサービスをインストールする場合は、これらの
製品コンポーネントに関連するインストール後の作業が必要になる場合がありま
す。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 130ページの「この章の利用方法」
■ 131ページの「マニュアルページの確認」
■ 133ページの「Monitoring Consoleのインストール後の設定」
■ 133ページの「Sun Clusterのインストール後の設定」
■ 134ページの「Access Managerのインストール後の設定」
■ 135ページの「Application Serverのインストール後の設定」
■ 138ページの「Directory Serverのインストール後の設定」
■ 139ページの「HADBのインストール後の設定」
■ 139ページの「Java ESレポータのインストール後の設定」
■ 140ページの「Message Queueのインストール後の設定」
■ 140ページの「Portal Serverおよび Portal Server Secure Remote Accessのインストール
後の設定」

■ 141ページの「Service Registryのインストール後の設定」
■ 141ページの「Web Proxy Serverのインストール後の設定」
■ 142ページの「Web Serverのインストール後の設定」
■ 142ページの「Sun Clusterデータサービスの設定」
■ 146ページの「Java仮想マシン (JVM)の設定」
■ 146ページの「ルート以外の IDによる製品コンポーネントの設定」
■ 147ページの「次の手順」
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この章の利用方法
Java ESインストーラによるインストールが完了したあと、ほとんどの製品コンポー
ネントで追加の設定を行わないと、Java ES環境が使える状態になりません。その作
業の範囲は、選択した設定の種類 (「今すぐ設定」または「あとで設定」設定オプ
ション)や、Monitoringまたは Sun Clusterソフトウェアによる高可用性を使用するた
めに製品コンポーネントを設定するかどうかによって異なります。

インストール時に「あとで設定」設定タイプを選択した場合は、インストーラに
よって、製品コンポーネントパッケージファイルがパッケージ別のディレクトリに
配置されます。パラメータの設定は行われておらず、実行時サービスを利用できな
いため、ほとんどの製品コンポーネントはそのままでは機能しません。「あとで設
定」設定タイプを選択した場合のインストールを完了するために、多くの製品コン
ポーネントには設定ツールが用意されています。設定ツールを実行するとき、本書
および各製品コンポーネントのマニュアルに記載されている手順に従ってさらに変
更を加えることもできます。

この章の説明に従って作業する前に、Java ESコンポーネントをインストールしてお
く必要があります。製品のレジストリを調べるか、Solaris OS pkginfoコマンド、
Linux rpmコマンド、またはHP-UX swlistコマンドを使用すれば、コンポーネント
パッケージがインストール済みであることを確認できます。コンポーネントに関連
付けられたパッケージの一覧については、『Sun Java Enterprise System 5インストール
リファレンス (UNIX版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」を参照
してください。

インストールの間に設定された値を記録した概要レポートは、次の場所から参照で
きます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

インストールの完了後、この章に記載されている手順に目を通し、インストールし
た製品コンポーネントを見つけます。製品コンポーネントの追加設定が必要ないこ
とが判明した場合には、第 7章の手順に従って製品コンポーネントを起動できま
す。

注 – Java ES製品コンポーネントのデフォルトのインストール場所は、プラットフォー
ムごとに異なる可能性があります。そのため、この章の説明では、これらの場所を
表す変数がよく使用されています。たとえば、ApplicationServer-baseは、プラット
フォームの種類にかかわらず、Application Serverのインストール先ディレクトリを表
します。

この章の利用方法
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マニュアルページの確認
マニュアルページを持つコンポーネントの場合には、 MANPATH環境変数が正しく設
定されていることを確認する必要があります。インストール後、Java ESコンポーネ
ントのマニュアルページはデフォルトのディレクトリに配置されています。コン
ポーネントのマニュアルページの正しい場所が、MANPATH環境変数にすでに設定され
ている場合もあります。マニュアルページの場所が存在していない場合は、その場
所を MANPATH環境変数に追加します。

次の表は、Java ESコンポーネントのマニュアルページのデフォルトの場所を示しま
す。一覧中にコンポーネントがない場合、そのコンポーネントにはマニュアルペー
ジがありません。

表 6–1 マニュアルページのデフォルトの場所

構成要素 マニュアルページの場所

Application Server Solaris OSの場合: /opt/SUNWappserver/share/man

Linuxの場合: /opt/sun/appserver/share/man

HP-UXの場合: /opt/sun/appserver/man/share/man

Common Agent Container Solaris OS上の Sun Clusterの場合: /opt/SUNWcacao/man

LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/man

Directory Server (およびDirectory Proxy
Server)

Solaris OSの場合: /opt/SUNWdsee/dsee6/man

LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/dsee6/man

Monitoring Solaris OSの場合: /opt/SUNWmfwk/man

Linuxの場合: /opt/sun/man

Sun Cluster Solaris OSの場合: /usr/cluster/man/

▼ MANPATH変数を更新するには
次の手順例は、C Shellを使用してApplication Serverのマニュアルページを確実に参照
できるようにする方法を示しています。

MANPATH環境変数をチェックして、正しいパスが設定されているかどうかを確認しま
す。

env | grep MANPATH

正しいパスが設定されていない場合には、Java ESコンポーネントのマニュアルペー
ジの場所を MANPATH環境変数に追加します。

1
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■ Solaris OSでは、次のコマンド例は現在のセッションを対象に MANPATH環境変数を
設定します。

setenv MANPATH {$MANPATH}:/usr/dt/man:/usr/man:/opt/SUNWappserver/share/man

ログインするたびに適用されるようにこの環境変数を設定するには、setenvコマ
ンドの内容を、.loginまたは .cshrcファイルに追加します。

■ Linuxでは、必要な MANPATHを指定して /etc/man.configファイルを更新します。
たとえば、/etc/man.configファイルに次の行を追加します。

MANPATH /opt/sun/man

これで、新しいマニュアルページが、パスに関係なく常に参照できるようになり
ます。

注 – Linux環境で、各ユーザーのシェル別に MANPATHを設定する場合、Solaris OSの
場合の手順を使用します。これにより、ユーザーの個人設定を、/etc/man.config

ファイルの設定よりも優先させることができます。MANSECT変数も設定する必要
があります。

■ HP-UXでは、必要な MANPATHを使用して /etc/MANPATHファイルを更新します。た
とえば、 /etc/MANPATHファイルに次の行を追加します。

/opt/sun/man

Linuxでは、MANSECT環境変数の設定が必要になることがあります。

/etc/man.configファイルの MANSECT行を編集します。例:
# and the MANSECT environment variablle is not set.

MANSECT 1:8:2:3:4:5:6:7:9:tcl:n:l:p:o

2行目を次のように変更します。

MANSECT 1:8:2:3:4:5:6:7:9:tcl:n:l:p:o:5:dsconf:5dpconf:5dssd:5dsat:5dsoc

マニュアルページが表示されることを確認します。

たとえば、次のコマンドによって、Application Serverの asadminのマニュアルページ
が表示されます。
man asadmin
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Monitoring Consoleのインストール後の設定
インストールした製品コンポーネントが Java ES Monitoringを使用する場合は、
Monitoring Frameworkを有効にする前に、多数のコンポーネントでインストール後の
設定を行う必要があります。設定手順については、『Sun Java Enterprise System 5監視
ガイド (UNIX版)』の第 3章「Monitoring Consoleのインストールと使用」を参照して
ください。

Sun Clusterのインストール後の設定
Solaris OSでは、Sun Clusterソフトウェアは、データベース、アプリケーションサー
バー、Webサーバーなどのアプリケーションを管理するための高可用性プラット
フォームを提供します。Sun Clusterソフトウェアをインストールまたは設定する前
に、クラスタ用に選択するハードウェアとソフトウェアの組み合わせが、現在サ
ポートされている Sun Cluster設定であることを確認します。

Sun Clusterソフトウェアを使って管理できる Java ES製品コンポーネントは、次のと
おりです。

■ Application Server
■ Application Server EE (HADB)
■ Directory Server
■ Message Queue (インストール後の設定は不要)
■ Web Server

インストールした Java ES製品コンポーネントが環境に組み込まれる予定の場合、製
品コンポーネントを設定する前に Sun Clusterフレームワークをまず設定する必要が
あります。次に、選択した Java ES製品コンポーネントを設定します。
Communications Suiteからコンポーネントをインストールする場合は、『Sun Java
Communications Suite 5インストールガイド』を参照してください。最後に、インス
トールした製品コンポーネントによっては、Sun Clusterデータサービスを設定する
必要があることもあります。

フェーズ I. Sun Clusterフレームワーク
Java ESインストーラは、コア Sun Clusterパッケージの単純な pkgaddインストールを
実行し、/usr/cluster/binディレクトリを設定します。インストール中には何の設
定も行われません。したがって、インストール後の最初の作業は、『Sun Cluster
Software Installation Guide for Solaris OS』の説明に従ってクラスタフレームワークを設
定することです。

このフェーズでは、scinstallユーティリティーによって Sun Clusterパッケージが検
証されます。パッケージが見つからない場合、エラーメッセージが表示されます。
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このエラーが表示される場合は、正しい Sun Clusterパッケージがインストールされ
ていることを確認する必要があります。『Sun Java Enterprise System 5インストールリ
ファレンス (UNIX版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」を参照し
てください。

フェーズ II.製品コンポーネントデータサービス
Sun Clusterフレームワークと、その他の Java ESおよび非 Java ESコンポーネントのイ
ンストールと設定が完了すると、Sun Clusterエージェントソフトウェアを使って Sun
Clusterデータサービスを設定する準備が整います。

注 – Sun Clusterデータサービスを設定するには、関連する Sun Clusterエージェントを
インストール中に選択しておく必要があります。Sun Clusterのインストールシーケ
ンスの例については、72ページの「Sun Clusterソフトウェアの例」を参照してくだ
さい。

Sun Clusterデータサービスの設定に関する指針については、142ページの「Sun
Clusterデータサービスの設定」を参照してください。

Access Managerのインストール後の設定
すべてのAccess Managerインストールについて、Webコンテナを再起動する必要が
あります。Web ServerまたはApplication Server上で完全インストールを実行している
場合、インストーラはWebコンテナインスタンスを停止するので、インスタンスの
起動だけが必要です。Access Managerの再起動手順については、157ページの「Access
Managerの起動と停止」を参照してください。

「今すぐ設定」設定オプションでのインストール
後のAccess Managerの設定
「今すぐ設定」でのインストールを実行したあとは、Access Managerを起動して
Access Managerコンソールにログインすることができます。ただし、いくつかの最終
的な設定手順を完了するまで、基本的なユーザー管理操作を実行することはできま
せん。これらの手順は、すでにユーザーデータがプロビジョニングされたDirectory
ServerインスタンスをAccess Managerが使用するかどうかによって異なります。配備
状況に応じて、次のような設定作業がさらに必要になることもあります。

■ Directory Serverプロビジョニングの状況を把握する
■ Directory Server参照整合性検査プラグインを有効にする
■ Access ManagerインデックスをDirectory Serverに追加する

Access Managerのインストール後の設定
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これらの作業の実行手順については、『Sun Java System Access Manager 7.1
Postinstallation Guide』を参照してください。

「あとで設定」設定オプションでのインストール
後のAccess Managerの設定
「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、パッケージがイン
ストールされ、Access Manager設定スクリプトAccessManager-base/bin/amconfigを
使ってAccess Managerを設定できるようになります。このプログラムの使用方法につ
いては、『Sun Java System Access Manager 7.1 Postinstallation Guide』を参照してくださ
い。

Solaris OS上のサードパーティー製Webコンテナ (BEA WebLogicまたは IBM
WebSphere Application Server)向けにAccess Managerを設定する手順については、
『Sun Java System Access Manager 7.1 Postinstallation Guide』を参照してください。

Application Serverのインストール後の設定
Application Serverの場合、「今すぐ設定」設定オプションでのインストール完了後に
インストール後の設定を行う必要はありません。

ロードバランス用にApplication Serverを設定する方法については、『Sun Java System
Application Server Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)管理ガイド』の第 5章「HTTP負
荷分散の設定」の「HTTP負荷分散の設定」の節を参照してください。

必要に応じて、Sun Clusterソフトウェアと組み合わせて使用できるようにApplication
Serverを設定します。133ページの「Sun Clusterのインストール後の設定」を参照し
てください。

▼ 「あとで設定」設定オプションでのインストール
後にApplication Serverを設定するには
「あとで設定」設定オプションでのインストール後、インストール後のスクリプト
を実行してApplication Server環境を設定する必要があります。スクリプトは、
AppplicationsServer8–base/bin/*シェルスクリプトと config/asenvファイルを、インス
トール中にインストールされるテンプレートから設定および作成します。「今すぐ
設定」設定オプションでのインストールでは、インストール中に作成されます。

Java ES 5配布の次のディレクトリに移動します。例:
cd /os_arch /Product/application_server/Tools

1
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postInstallについてのREADMEファイルを開き、手順に従って次の操作を行いま
す。

a. postInstallスクリプトを実行します。

./postInstall Application8Server-base ApplicationServer8Config-base

b. 新しいドメインを作成します。

asadmin create-domainコマンドを使用して新しいドメインを作成するときは、次
の 2つのパラメータに値を指定します。adminPortおよび instancePortです。
adminPort値は、サーバーインスタンスによって使用される値と同じにすること
ができます。ただし、instancePort値はサーバーインスタンスによって使用され
る値と同じにするべきではありません。

必要に応じて、ApplicationServer-base /samples/common.propertiesファイルで環境変
数を変更します。

不明なパスがある場合は、ApplicationServer-base/config/asenv.confファイルからコ
ピーすることができます。例:

Solarisのプロパティー

com.sun.aas.derbyRoot=/opt/SUNWappserver/appserver/derby

com.sun.aas.webServicesLib=/opt/SUNWappserver/appserver/lib

com.sun.aas.imqHome=/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/imq

com.sun.aas.imqBinDir=/usr/bin

com.sun.aas.imqUserMgr=/usr/bin/imqusermgr

com.sun.aas.imqLib=/usr/share/lib

com.sun.aas.installRoot=/opt/SUNWappserver/appserver

com.sun.aas.javaRoot=/usr/jdk/entsys-j2se

com.sun.aas.domains.dir=/var/opt/SUNWappserver/domains

#admin.password=管理パスワードはデフォルトでは保存されません。ユーザーは、パスワードを入力し、それを手動で
保存することができます。

admin.host=jws-v210-4

appserver.instance=server

appserver.instance.port=8080

admin.user=admin

2
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Solarisのプロパティー

admin.port=4849

derby.port=1527

domain.name=domain1

server.cert.alias=s1as

keystore=${com.sun.aas.domains.dir}/${domain.name}/config/keystore.jks

keystore.password=changeit

trustStore=${com.sun.aas.domains.dir}/${domain.name}/config/cacerts.jks

LinuxおよびHP-UXのプロパティー

#admin.password=管理パスワードはデフォルトでは保存されません。ユーザーは、パスワードを入力し、それを手動で
保存することができます。

server.cert.alias=s1as

keystore=${com.sun.aas.domains.dir}/${domain.name}/config/keystore.jks

domain.name=domain1

com.sun.aas.imqHome=/var/opt/sun/appserver/domains/domain1/imq

com.sun.aas.imqUserMgr=/opt/sun/mq/bin/imqusermgr

com.sun.aas.domains.dir=/var/opt/sun/appserver/domains

admin.user=admin

appserver.instance=server

com.sun.aas.imqBinDir=/opt/sun/mq/bin

trustStore=${cbom.sun.aas.domains.dir}/${domain.name}/config/cacerts.jks

com.sun.aas.imqLib=/opt/sun/mq/share/lib

keystore.password=changeit

com.sun.aas.derbyRoot=/opt/sun/javadb

admin.port=4849

derby.port=1527

com.sun.aas.webServicesLib=/opt/sun/appserver/lib

admin.host=jws-linuxpc-2

com.sun.aas.javaRoot=/usr/jdk/entsys-j2se
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LinuxおよびHP-UXのプロパティー

com.sun.aas.installRoot=/opt/sun/appserver

appserver.instance.port=8080

必要に応じて、負荷分散するようにApplication Serverを設定します。
『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)管理ガイド』の
第 4章「負荷分散のためのWeb Serverの設定」に記載されている手順を実行しま
す。

必要に応じて、Sun Clusterソフトウェアと組み合わせて使用できるようにApplication
Serverを設定します。

Directory Serverのインストール後の設定
「今すぐ設定」設定オプションでのインストール完了後は、Directory Serverまたはそ
のサブコンポーネントで追加設定を行う必要はありません。

「あとで設定」設定オプションでのインストール
後のDirectory ServerおよびDirectory Proxy Server
の設定
Directory ServerまたはDirectory Proxy Serverの「あとで設定」設定オプションでのイ
ンストールを実行後、コンポーネントを使用するには、その前にインスタンスを作
成する必要があります。手順については、『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.0 Installation Guide』のパート I「Installing Directory Service Control Center,
Directory Proxy Server, Directory Server, and Directory Server Resource Kit」を参照してく
ださい。

「あとで設定」設定オプションでのインストール
後のDirectory Server Control Centerの設定
Directory Service Control Centerの「あとで設定」設定オプションでのインストールを
実行後、初期化を完了し、必要な場合はシステム再起動時にDirectory Service Control
Centerが再起動できるようにする必要があります。手順については、『Sun Java
System Directory Server Enterprise Edition 6.0 Installation Guide』のパート I「Installing
Directory Service Control Center, Directory Proxy Server, Directory Server, and Directory
Server Resource Kit」を参照してください。
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HADBのインストール後の設定
「今すぐ設定」設定オプションでのインストール完了後に追加設定を行う必要はあ
りません。

「あとで設定」設定オプションでのインストール
後のHADBの設定
「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、パッケージがイン
ストールされ、HADBの設定作業を実行できるようになります。HADBのインス
トール後設定手順と追加情報については、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2高可用性 (HA)管理ガイド』を参照してください。

必要に応じて、Sun Clusterソフトウェアと組み合わせて使用できるようにHADBを
設定します。142ページの「Sun Clusterデータサービスの設定」を参照してくださ
い。

Java ESレポータのインストール後の設定
Java ESレポータのインストール後に、レポータを無効にして Sunにレポートを送信
しないようにしたり、無効にしたあとでレポータを再度有効にしたりすることがで
きます。

▼ Java ESレポータを有効または無効にするには
レポータ設定ファイルを探します。

Solaris OSの場合: /etc/opt/SUNWmfwk/config/reporter/config.properties

LinuxおよびHP-UXの場合: /etc/opt/sun/mfwk/config/reporter/config.properties

ファイルを編集して、enabledプロパティーを trueまたは falseに設定します。
enabled=true # レポータは有効
enabled=false # レポータは無効

共通エージェントコンテナを再起動します。
cacaoadm start

1
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Message Queueのインストール後の設定
Message Queueの場合、インストール後に追加設定を行う必要はありません。

Message Queueが Sun Cluster構成内に含まれる場合には、133ページの「Sun Cluster
のインストール後の設定」を参照してください。

よく行われる「省略可能な」作業は、Message Queueが自動的に起動されるように設
定することです。それには、スーパーユーザーになり、imqbrokerd.conf設定ファイ
ル (Solaris OSの場合は　/etc/imq内、LinuxおよびHP-UXの場合は /etc/opt/sun/mq

内)で、次のプロパティーを編集します。

■ AUTOSTART:起動時にブローカを自動起動するかどうか (YESまたは NO)を指定しま
す。デフォルト値は NOです。

■ ARGS:ブローカ起動コマンドに渡すコマンド行オプションと引数を指定します。
imqbrokerdのコマンド行オプションの一覧と説明については、『Sun Java System
Message Queue 3 2005Q4管理ガイド』を参照してください。(例: -name
instancename)

■ RESTART:起動されたブローカに異常がある場合に自動再起動するかどうか (YESま
たは NO)を指定します。デフォルト値は YESです。

Message Queueの追加設定については、『Sun Java System Message Queue 3 2005Q4管理
ガイド』を参照してください。たとえば、デフォルトの管理パスワードを変更する
ことができます。

Portal ServerおよびPortal Server Secure Remote Accessの
インストール後の設定

「今すぐ設定」または「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了する
と、パッケージがインストールされ、『Sun Java System Portal Server 7.1 Configuration
Guide』にある手順で Portal Serverの設定作業を実行できるようになります。

■ 今すぐ設定:1つのホストがWeb ServerをWebコンテナとして使用する状況のため
の基本的な設定は完了しています。特定の配備の設定手順については、『Sun Java
System Portal Server 7.1 Configuration Guide』を参照してください。この設定が完了
したら、このマニュアルに戻って最終的なインストールを確認し、問題があれ
ば、トラブルシューティングを行なってください。

■ あとで設定:ソフトウェアはホスト上にあり、Portal Server設定ツールを実行する
準備が整っています。この設定が完了したら、このマニュアルに戻って最終的な
インストールを確認し、問題があれば、トラブルシューティングを行なってくだ
さい。

サードパーティーのWebコンテナを使用するように Portal Serverを設定する手順につ
いては、『Sun Java System Portal Server 7.1 Configuration Guide』も参照してください。

Message Queueのインストール後の設定
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Service Registryのインストール後の設定
Service Registryは、インストール中に (「今すぐ設定」を使って)設定することはでき
ません。

「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、パッケージがイン
ストールされ、Service Registryの設定作業を実行できるようになります。Service
Registryは root以外のユーザーとして設定することをお勧めします。詳細について
は、『Service Registry 3.1管理ガイド』の「Service Registryの設定」、特に作業
『Service Registry 3.1管理ガイド』の「インストール後の設定のあとでカスタムプロ
パティーを使って Service Registryを root以外のユーザーとして設定する」を参照して
ください。

Web Proxy Serverのインストール後の設定
「今すぐ設定」設定オプションでのインストール完了後に追加設定を行う必要はあ
りません。

「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、パッケージがイン
ストールされ、次の手順でWeb Proxy Serverを設定できるようになります。

▼ 「あとで設定」設定オプションでのインストール
後にWeb Proxy Serverを設定するには

設定を含むプロパティーファイルを作成します。

wps.propertiesファイルに含まれる設定の例を示します。
WPS_JDK_HOME=/usr/jdk/entsys-j2se/jre

WPS_SERVER_ROOT=/opt/SUNWproxy

WPS_ADMIN_NAME=admin

WPS_ADMIN_PWD=admin123

WPS_ADMIN_PORT=8889

WPS_START_ON_BOOT=N

WPS_ADMIN_SERVER_USER=root

WPS_SERVER_NAME=jws-v60x-4.red.iplanet.com

WPS_SERVER_PORT=8081

WPS_SERVER_ID=proxy-server1

WPS_ADMIN_SERVER_ID=proxy-admserv

WPS_SERVER_USER=root

ファイルを作成し終わったら、次のコマンドを実行します。
WebProxyServer-base/bin/proxy/bin/configureServer -l logfile -f path/wps.properties

1
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Web Serverのインストール後の設定
Sun Clusterまたは 64ビット設定を使用しない場合には、「あとで設定」設定オプ
ションでのインストール後に、さらに設定を行う必要はありません。

■ Sun Clusterに含まれる場合。この製品コンポーネントが Sun Cluster設定に含まれ
る場合は、133ページの「Sun Clusterのインストール後の設定」および 142ページ
の「Sun Clusterデータサービスの設定」に進みます。

■ 64ビットサポートの場合。Web Serverに対して 64ビットの JVMサポートを有効
にする場合は、『Sun Java System Web Server 7.0 Installation and Migration
Guide』の「Enabling 64–bit Support」を参照してください。

▼ 「あとで設定」設定オプションでのインストール
後にWeb Serverを設定するには
「あとで設定」設定オプションでのインストールが完了すると、パッケージがイン
ストールされ、次の手順でWeb Serverを設定できるようになります。

Web Serverの実行時設定を作成します。
『Sun Java System Web Server 7.0 Installation and Migration Guide』の「Configure Later
Mode (Java ES Only)」に記載されている手順に従ってWeb Serverコンフィギュレータ
を実行します。

共通サーバー設定を確認し、その設定を必要に応じて更新します。

『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の「Web Server
の設定情報」の表を参照してください。

Sun Clusterデータサービスの設定
クラスタの確立および製品コンポーネントの設定が完了すると、各種の Java ES製品
コンポーネント用に Sun Clusterデータサービスを設定できるようになります。イン
ストールされる Sun Clusterエージェントは、アプリケーションがクラスタを利用で
きるようにするソフトウェアプログラムです。エージェントソフトウェアおよび追
加の設定ファイルは、( Web ServerやOracleデータベースなどの)アプリケーション
を、単一のサーバー上ではなくクラスタ上で実行できるようにするデータサービス
を構成します。データサービスは、Sun Clusterフレームワークソフトウェアおよび
マルチホストディスクと組み合わせることによって、アプリケーションの高可用性
とスケーラビリティーを実現します。

データサービスおよびサポートされるすべての層 (ボリュームマネージャー、クラス
タファイルシステム、リソースグループ情報)が完全に設定されるまでは、Sun

1
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Clusterのインストールは完了しません。データサービスの詳細については、『Sun
Cluster Overview for Solaris OS』を参照してください。

注 – Access Managerおよび Portal Serverは、高可用性のWebコンテナ内に配備できま
す。ただし、Webコンテナに配備されるその他のWebアプリケーションと同様に、
それらに障害が発生する可能性があります。その場合、Webコンテナのフェイル
オーバーは行われません。

Java ES製品コンポーネントの場合は、製品コンポーネントをインストールする各
ノード上で Java ESインストーラを実行してから、Sun ClusterエージェントのHA Sun
Java Systemサブコンポーネントのうち Sun Java System製品コンポーネントに対応する
サブコンポーネントをインストールします。Java ESインストーラでは、「あとで設
定」設定タイプを選択します。インストールディレクトリを指定するときは、製品
コンポーネントに対しては、そのノードのローカルファイルシステム上の場所を使
用し、コンポーネントの設定および製品の場所に対しては、クラスタファイルシス
テム上の場所を使用します。

次の表は、Java ESインストーラの Sun Cluster Agentsコンポーネントで設定される
エージェントの一覧です。特に参照する必要のあるマニュアルへのリンクもいくつ
か示されています。

表 6–2 Sun Cluster Agents (データサービス)

エージェント名 特別な指示
プラットフォー
ム

HA Application Server 『Sun Cluster Data Service for Sun Java System
Application Server EE (HADB) Guide for
Solaris OS』の第 1章「Sun Cluster HA for
Sun Java System Application Server EE
(Supporting HADB Versions as of 4.4)」

SPARC、x86

HA Application Server EE (HADB) 『Sun Cluster Data Service for Sun Java System
Application Server EE (HADB) Guide for
Solaris OS』

SPARC、x86

HA Directory Server SPARCx86

HA Message Queue フェイルオーバーのためのインストールと
設定については、『Sun Cluster Data Service
for Sun Java System Message Queue Guide for
Solaris OS』を参照してください。

SPARC、x86

Sun Clusterデータサービスの設定
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表 6–2 Sun Cluster Agents (データサービス) (続き)

エージェント名 特別な指示
プラットフォー
ム

HA/Scalable Web Server フェイルオーバーまたはスケーラビリ
ティーのためのインストールと設定につい
ては、『Sun Cluster Data Service for Sun Java
System Web Server Guide for Solaris OS』を
参照してください。

SPARC、x86

HA Agfa IMPAX SPARC

HA Apache Tomcat SPARC、x86

HA Apache SPARC

HA Broadvision One-to-One Enterprise SPARC

HA Calendar Server フェイルオーバーのためのインストールと
設定については、『Sun Java System
Calendar Server 6.3管理ガイド』の第 6
章「Calendar Server 6.3ソフトウェアでの高
可用性 (フェイルオーバーサービス)の設
定」を参照してください。

SPARC

HA DHCP SPARC、x86

HA DNS SPARC、x86

HA Instant Messaging 高可用性のためのインストールと設定につ
いては、『Sun Java System Instant
Messaging 7.2管理ガイド』を参照してくだ
さい。

SPARC

HA Messaging Server フェイルオーバーのためのインストールと
設定については、『Sun Java System
Messaging Server 6.3管理ガイド』の第 3
章「高可用性の設定」を参照してくださ
い。

SPARC

HA MySQL SPARC、x86

HA NetBackup SPARC

HA Sun N1 Service Provisioning SPARC

HA NFS SPARC、x86

HA Oracle SPARC

HA Oracle Application Server SPARC

HA Oracle E-Business Suite SPARC

HA Oracle Real Application Clusters SPARC
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表 6–2 Sun Cluster Agents (データサービス) (続き)

エージェント名 特別な指示
プラットフォー
ム

HA Samba SPARC、x86

HA SAP SPARC

HA SAP DB SPARC

HA SAP liveCache SPARC

HA Siebel SPARC

HA Solaris Containers SPARC、x86

HA Sun N1 Grid Engine SPARC

HA Sun N1 Service Provisioning SPARC

HA SWIFT Alliance Gateway SPARC

HA Sybase ASE SPARC

HA WebLogic Server SPARC

HA WebSphere MQ SPARC

HA WebSphere MQ Integrator SPARC

▼ Java ES以外の製品で高可用性を実装するには
Java ES以外の製品が高可用性を必要とするインストールを計画している場合は、こ
こに記載されている手順を実行します。

Java ES以外の製品をインストールして設定します。

たとえば、『Sun Java Communications Suite 5インストールガイド』を使用して Instant
Messagingをインストールします。

Java ESインストーラの「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページで、その製品
をサポートする Sun Cluster Agentsを選択します。

たとえば、Java ES Sun Cluster AgentsコンポーネントのHA Instant Messagingサブコン
ポーネントを選択します。

Java ESインストーラを使用して Sun Clusterエージェントをインストールします。

次の Sun Clusterデータサービスマニュアルのうち、該当するマニュアルの説明に
従ってエージェントを設定します。

1
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■ Solaris SPARCプラットフォームデータサービスのマニュアルは次の場所にありま
す。http://docs.sun.com/app/docs/coll/1124.4

■ Solaris x86プラットフォームデータサービスのマニュアルは次の場所にありま
す。http://docs.sun.com/app/docs/coll/1125.4

■ 現在のリリースの Java ESに関する特別な手順は次の場所にあります。『Sun
Cluster 3.1 8/05 Sun Java Enterprise System 5用特記事項 (Solaris OS版)』

Java仮想マシン (JVM)の設定
使用する Java ES製品コンポーネントに必要なインストール後設定が完了したあと
で、製品コンポーネントによっては、Java仮想マシン (JVM)の調整が必要になる場
合があります。JVMはいくつかのエンティティーから構成されていますが、その中
でもっとも重要なのは、コンパイラです。コンパイラは Javaバイトコードをマシン
命令に変換します。Java ESに付属するバージョンの JDK (Java Developer's Kit)には、
JVMに対して適用可能なオプションがいくつか用意されています。

–serverオプションは、JVMをサーバーモードで実行するための便利な調整オプ
ションです。(オプションの一覧を取得するには java –?コマンドを使用する。)

ガベージコレクションについては、初期段階ではデフォルトのアルゴリズムで問題
ありません。

Javaヒープメモリーも、設定しなければならない可能性のある重要な調整オプ
ションの 1つです。例:

■ 次のコマンドは、Javaヒープサイズの初期値を設定します: -Xms size
■ 次のコマンドは、Javaヒープサイズの最大値を設定します: -Xmx size

高負荷システムの場合、まずはヒープサイズの最大値を 1.2Gバイトに設定してみる
ことをお勧めします。

ルート以外の IDによる製品コンポーネントの設定
Java ESインストーラを実行するには、ルートである必要があります。この理由によ
り、インストーラによってマシンに配置されるすべてのファイルはルートの所有と
なります。ただし、インストール後に設定を行うとき、一部の製品コンポーネント
にはルート以外の実行時ユーザーまたはグループを割り当てることができます。た
とえば、ルートの所有でないApplication Serverインスタンス内にAccess Managerを配
備する可能性もあります。インストールまたは管理のために、さまざまな理由から
ルート以外の IDを使って製品コンポーネントを設定します。一般的にシステム上に
はルート以外のユーザーがすでに存在していますが、これは製品コンポーネントに
よっても異なる場合があります。

Java仮想マシン (JVM)の設定
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次の表は、ルート以外の IDを使用した各製品コンポーネントの設定方法に関する情
報へのリンクになっています。

表 6–3 各製品コンポーネントのルート以外の IDの設定

製品コンポーネント 参照先

Application Server root以外のユーザーが所有および操作する管理ドメイン全
体を設定します。詳細については、『Sun Java System
Application Server Enterprise Edition 8.2管理ガイド』を参照し
てください。

Directory Server 通常のユーザーとしてサーバーインスタンスを作成する
か、インスタンスの作成時にユーザーを指定します。詳細
については、『Sun Java System Directory Server Enterprise
Edition 6.0管理ガイド』を参照してください。

Portal Server Portal Serverコンフィギュレータを使用してルート以外の設
定を行います。コンフィギュレータの実行手順や使用する
設定の説明については、『Sun Java System Portal Server 7.1管
理ガイド』の「インストール後の設定」の章を参照してく
ださい。

Web Server デフォルトでは、Web Serverは webservdによって実行時
ユーザーとして設定されます。Web Serverコン
フィギュレータを使用するときは、任意の実行時ユーザー
IDを指定できます。詳細については、『Sun Java System
Portal Server 7.1 Configuration Guide』の「Installing Portal
Server 7.1 on Web Server 7.0」を参照し、「Installing Portal
Server 7.1 as a Non-root User」の節まで下方にスクロールし
てください。

次の手順
この章で説明した設定作業が完了したら、インストール後の設定を確認するため
に、153ページの「インストール後設定のあとの確認」の説明に従って製品コンポー
ネントを起動します。

次の手順
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インストール済み製品コンポーネントの
確認

この章では、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)製品コンポーネントが正常にインス
トールおよび設定されたことを確認するための手順について説明します。ここで説
明する手順は、シングルサインオン設定などの初期設定後に発生する可能性のあ
る、製品コンポーネント間のより複雑な相互作用には対応していません。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 150ページの「この章の利用方法」
■ 150ページの「インストール後の確認」
■ 153ページの「インストール後設定のあとの確認」
■ 155ページの「Webコンテナを起動した状態での Portal Serverデスクトップへのア
クセス」

■ 157ページの「Access Managerの起動と停止」
■ 158ページの「Application Serverの起動と停止」
■ 159ページの「Directory Proxy Serverの起動と停止」
■ 160ページの「Directory Serverの起動と停止」
■ 161ページの「Message Queueの起動と停止」
■ 161ページの「Monitoring Consoleの起動と停止」
■ 161ページの「Portal Server Secure Remote Accessの起動と停止」
■ 163ページの「Sun Clusterソフトウェアの停止と再起動」
■ 163ページの「Web Proxy Serverの起動と停止」
■ 165ページの「Web Serverの起動と停止」
■ 166ページの「次の手順」
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この章の利用方法
この章では、2種類の確認方法について説明します。インストール直後の確認と、す
べてのインストール後設定が完了したあとの確認です。

■ インストール後の確認。ここでは、インストールが基本的に正常に行われたかど
うかを確認します。この時点では一部のコンポーネントだけが起動および停止で
きます。

■ インストール後設定のあとの確認。ここでは、すべてのコンポーネントを起動し
て、実行できるかどうかを確認します。各コンポーネントを個別に起動して停止
する手順が含まれます。

Java ES製品コンポーネントのデフォルトのインストール場所は、オペレーティング
システムごとに異なります。そのため、この章で説明する手順では、便宜上プレー
スホルダでインストール場所を表すことがあります。たとえば、AccessManager-base
という表記で、Access Managerのベースインストールディレクトリを表します。

ヒント –この章で示す例のほとんどは、デフォルトの情報に基づいています。設定時
に指定したインストール値や設定値がわからない場合は、例に示されている値を試
してください。デフォルトインストールディレクトリおよびポートの一覧は、『Sun
Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 2章「デフォルト
のインストールディレクトリとポート」に記載されています。

インストール後の確認
ここでは、Java ES製品コンポーネントパッケージのサンプルセットのインストール
が成功したことを確認するための手順について説明します。「今すぐ設定」インス
トールを実行した場合、この例のいくつかの製品コンポーネントは設定済みであ
り、すぐに実行できる状態になっています。ただし、ここで示す指針の目的は、
パッケージがホストに正しくコピーされており、部分的にコピーされたパッケージ
や不足する製品コンポーネントが存在しないことを単純に確認することです。

パッケージが正常にインストールされたことを確認する簡単な方法の 1つは、製品
レジストリを調べることです。インストールが完了すると、Java ESインストーラは
製品レジストリを更新し、インストールされた製品コンポーネントの情報を格納し
ます。アンインストール時には、Java ESアンインストーラが製品レジストリを読み
取り、現在存在していてアンインストールが可能な製品コンポーネントを特定しま
す。製品レジストリは次の場所にあります。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/productregistry
■ Linuxの場合: /var/opt/sun/install/productregistry
■ HP-UXの場合: /var/adm/sw/productregistry

この章の利用方法
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いくつかの製品コンポーネントディレクトリを調べて、ソフトウェアが適切な
ディレクトリにあるかどうかを確認する方法もあります。デフォルトディレクトリ
の一覧は、『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 2
章「デフォルトのインストールディレクトリとポート」に記載されています。Java
ESコンポーネントのパッケージの一覧は、『Sun Java Enterprise System 5インストー
ルリファレンス (UNIX版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」に記
載されています。

インストールログを調べることもお勧めします。特に、一部のパッケージが製品レ
ジストリに正しく登録されていない可能性がある場合には、有効な手段です。ログ
とログビューアの使用手順については、200ページの「インストールログファイルの
検証」を参照してください。

または、Web ServerやDirectory Serverなど、「今すぐ設定」インストールに含まれて
いた製品コンポーネントを起動できるか試すこともできます。

▼ インストールが成功したかどうかの確認
インストール後設定が完了したあと、例として挙げる次の手順の一部または全部を
使用して、指定した製品コンポーネントのセットが基本的にインストールされてい
るかを確認します。

部分的にインストールされたパッケージが存在しないことを確認します。Solaris OS
の場合:
pkginfo -p

コンポーネントの正しいバージョンが存在していることを確認します。

このリリースの正しい製品コンポーネントバージョンを確認するには、付録Aを参
照してください。たとえば、Solaris版の J2SEのバージョンは、1.5.0_09になっている
はずです。
cd /usr/jdk

ls -l

インストール済み製品コンポーネントが製品レジストリに反映されていることを確
認します。

a. Solarisの場合、prodregツールを使ってインストール済みパッケージを表示しま
す。
prodreg &

b. Java Enterprise Systemのノードを展開し、Java ESインストーラによってインストー
ルされたパッケージを表示します。

1
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c. また、次のコマンドを使って productregistryファイルを直接表示することもで
きます。
more /var/sadm/install/productregistry

サマリーログを開き、インストール中に指定した設定データを確認します。
cd /var/sadm/install/logs

more Java_Enterprise_System_5_Summary_Report_install.*

「今すぐ設定」インストールの場合、Portal Serverと関連サービスを起動します。

a. Directory Serverインスタンスを起動します。
/opt/SUNWdsee/ds6/bin/dsadm start /var/opt/SUNWdsee/dsins1

b. Web Serverインスタンスを起動します。
/var/opt/SUNWwebserver7/https-hostname.domainname/bin/startserv

Web Serverを起動すると、Portal ServerとAccess Managerも自動的に起動されま
す。

注 – Webサーバー以外のWebコンテナを使用した場合は、プロセスが異なる可能
性があります。

c. Web ServerのURLにアクセスします。
http://hostname:port

d. 管理インスタンスを起動します。
/var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/bin/startserv

e. Web Serverの管理URLにアクセスします。
http://hostname:8800

「今すぐ設定」インストールの場合、Portal Serverと関連サービスを停止します。

a. Web Serverの管理サーバーを停止します。
/var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/bin/stopserv

b. Web Serverを停止します。
/var/opt/SUNWwbsvr7/https-hostname.domainname/bin/stopserv

c. Directory Serverを停止します。
/opt/SUNWdsee/ds6/bin/dsadm stop /var/opt/SUNWdsee/dsins1
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「今すぐ設定」インストールの場合、Webコンテナを起動してPortal Serverおよび
Access Managerサービスにアクセスします。
155ページの「Webコンテナを起動した状態での Portal Serverデスクトップへのアク
セス」

「今すぐ設定」インストールの場合、Access Managerコンソールにアクセスします。
ログイン時のユーザー IDは amadminです。パスワードはインストール時に入力した
ものです。
http://hostname:port/amconsole

「今すぐ設定」インストールの場合、Portal Serverにアクセスします。
ログイン時のユーザー IDは amadminです。パスワードはインストール時に入力した
ものです。
http://hostname:port/portal

エラーが発生した場合には、Web Serverを再起動し、手順を繰り返します。

インストール後設定のあとの確認
ここでは、Java ES製品コンポーネントのインストール後設定の完了後に、それらの
コンポーネントが正しく動作していることを確認するための指針を示します。

Java ESを起動するには、特定の順序で製品コンポーネントを 1つずつ起動します。
ガイドライン:

■ 最初に起動するのは、Directory ServerとWebコンテナ (Web Serverまたはアプリ
ケーションサーバー)によって提供される基本的なサービスです。Java ESは、イ
ンストール中に Java ES Application ServerとWeb Serverの実行可能インスタンスを
作成します。

■ サードパーティー製のWebコンテナを使う場合、すでにインストールおよび実行
されている必要があります。手順についてはサードパーティーのマニュアルを参
照してください。

注 – HP-UXでは、サードパーティーのWebコンテナはサポートされません。
Linuxで「今すぐ設定」設定オプションを使用する場合、BEA WebLogicコンテナ
のみがサポートされます。

■ Portal ServerとAccess ManagerはWebコンテナ内で実行されるため、Webコンテ
ナを起動すると Portal ServerとAccess Managerも起動されます。

■ Java ESを起動するときにサービスがすでに実行中の場合は、そのサービスを停止
してから、Java ESコンポーネントを実行したあとに再起動してください。
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■ Directory Service Control Center、Monitoring Console、および Sun Clusterソフト
ウェアに関連する場合は特に、Sun Java Web Console共有コンポーネントを停止し
て再起動することをお勧めします。
■ Solaris OSの場合: /usr/bin/smcwebserver stop
■ Solaris OSの場合: /usr/bin/smcwebserver start
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webconsole//bin/smcwebserver stop
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webconsole//bin/smcwebserver start

Java ES製品コンポーネントセット全体を起動するための一般的なシーケンスは、次
の表に示すとおりです。左側の列は起動手順の実行順序、中央の列は作業の内容、
右側の列は作業の実行手順が解説されている場所をそれぞれ示しています。

表 7–1 Java ESの推奨起動シーケンス

順序 作業 説明の場所

1 Directory Serverを起動します。 160ページの「Directory Serverの起動と停止」

2 使用するWebコンテナを起動します。Access Managerと Portal Serverがインストールさ
れている場合は、それらが自動的に起動されます。

- Application Serverを起動します (こ
れによりMessage Queueが起動)。

158ページの「Application Serverの起動と停止」

- Web Serverを起動します。 165ページの「Web Serverの起動と停止」

- IBM WebSphere Serverを起動しま
す。

このサーバーに関しては、サードパーティーの資
料を参照してください。

– BEA WebLogic Serverを起動しま
す。

このサーバーに関しては、サードパーティーの資
料を参照してください。

3 Portal Server Secure Remote Accessを
起動します。

161ページの「Portal Server Secure Remote Accessの
起動と停止」

4 Web Proxy Serverを起動します。 163ページの「Web Proxy Serverの起動と停止」

5 Service Registryを起動します 『Service Registry 3.1管理ガイド』

6 Monitoring Consoleを起動します。 『Sun Java Enterprise System 5監視ガイド (UNIX
版)』の「Monitoring Consoleの起動」

Java ES製品コンポーネントセット全体を停止するときは、このシーケンスと逆の順
序で行います。
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Webコンテナを起動した状態でのPortal Serverデスク
トップへのアクセス

Portal Serverの起動と停止のメカニズムは、実行先のWebコンテナ (Sun Java Systems
またはサードパーティー製)の起動と停止のメカニズムの一部です。Portal Server
は、Directory Server、Access Manager、およびAccess Manager SDKにも依存します。
インストールと設定のあとで SunのWebコンテナ、Access Manager、および Portal
Serverを起動する方法については、次の各節を参照してください。

■ 158ページの「Application Serverの起動と停止」
■ 165ページの「Web Serverの起動と停止」

Portal Server管理者はAccess Managerコンソールを使用して、Portal Serverデスク
トップへのエンドユーザーアクセスを管理します。Access Managerコンソールを開く
方法については、157ページの「Access Managerの起動と停止」を参照してくださ
い。

インストール後設定の完了後にエンドユーザー Portal Server Desktopにアクセスする
手順は、以下のとおりです。

■ 155ページの「Sun Webコンテナから Portal Serverデスクトップへのアクセス」
■ 156ページの「BEA WebLogicから Portal Serverデスクトップへのアクセス」
■ 157ページの「IBM WebSphereから Portal Serverデスクトップへのアクセス」

▼ Sun WebコンテナからPortal Serverデスクトップ
へのアクセス
Portal ServerのWebプロトコルとして、HTTPまたはHTTPSを使用できます。デ
フォルトでは、ホストは hostname.domainです。

ブラウザウィンドウで、次のURL形式を使用してサンプルデスクトップを表示しま
す (デフォルトのPortal Access URLおよびデフォルトの配備URIは /portal)。
http://hostname.domain:port/portal

URLを入力すると開始画面が開き、Portal Serverの簡単な説明と、インストール時に
選択したサンプルポータルへのリンクが表示されます。リンクの 1つをクリックす
ると、そのサンプルポータルの匿名ポータルデスクトップにアクセスします。サン
プルデスクトップが問題なく表示される場合は、Portal Serverのインストールは正常
に行われています。

ブラウザに次のように入力します。

http:// hostname.domain:port/psconsole

1
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指定されているポート (デフォルトは 443)上でゲートウェイが動作していることを確
認します。

netstat –an | grep port-number

ゲートウェイが動作していない場合は、次のコマンドを使用してゲートウェイを起
動します。

PortalServer-base /bin/psadmin start-sra-instance –u amadmin -f

amadmin-password-file – –instance-type gateway – –instance-name

GatewayInstancename

ログファイルを表示して、問題が記録されていないことを確認します。

ブラウザにゲートウェイURLを入力し、セキュリティー保護されたモードでPortal
Serverを実行します。

https://gateway-hostname,domainname:port

インストール時にデフォルトポート 443番を選択した場合は、そのポート番号を指
定する必要はありません。

モバイル装置の場合は、次のURL形式を使用します。
http://hostname.domain:port/portal/dt

注 – Portal Server URLと配備URIは一致している必要があります。たとえば、Portal
Server URLが http:// hostname.domain:port/portalの場合は、配備URIは /portalに
します。

■ ポータル ID:デフォルト値は portal1です。
■ 検索 ID:デフォルト値は search1です。
■ 配備URI:デフォルト値は /portalです。

▼ BEA WebLogicからPortal Serverデスクトップへの
アクセス

Solaris OSでは、新しいブラウザウィンドウに次のURLを指定して、サンプルデスク
トップを表示します。

http://beaweblogic-host : port/portal

サンプルデスクトップを表示することで、Portal Serverが正常に BEA WebLogicに配
備されていることを確認できます。

3

4

5

6

●

Webコンテナを起動した状態での Portal Serverデスクトップへのアクセス

Sun Java Enterprise System 5インストールガイド (UNIX版) • 2007年 4月156



▼ IBM WebSphereからPortal Serverデスクトップへ
のアクセス

Solaris OSでは、新しいブラウザウィンドウに次のURLを指定して、サンプルデスク
トップを表示します。

http://ibmwebsphere-hostname : port/portal

サンプルデスクトップを表示することで、Portal Serverが正常に IBM WebSphereに配
備されていることを確認できます。

Access Managerの起動と停止
インストール後設定のあとにAccess Managerを起動して停止するには、Access
Managerが実行しているWebコンテナを起動して停止します。

▼ Access Managerのログインページへのアクセス
ログインページへのアクセス方法は、Access Managerに対して行ったインストールの
タイプに応じて異なります。

■ 旧バージョン (6.x):

http://web-container-host:port/amconsole

または、

http://web-container-host:port/amserver
■ レルム (7.x):

http://web-container-host:port/amserver

次のURL形式を指定して、旧バージョン (6.x)モードでデフォルトページにアクセス
します。
http://web-container-host:port/amconsole

Access Managerのログインページが表示されます。

次のURL形式を指定して、レルム (7.x)モードでデフォルトページにアクセスしま
す。
http://web-container-host:port/amserver

Access Managerのログインページが表示されます。

●
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ログインします。

デフォルトの管理者アカウントは、amadminです。ログインすることにより、インス
トールが成功したことを確認できます。

Application Serverの起動と停止
Application Serverはドメインとして設定されます。Java ESインストーラは、デフォル
トのポート番号 4849を使ってデフォルトの管理ドメインを作成します。管理サー
バーのインスタンス名は、serverです。インストール後設定の完了後にApplication
Serverを使用するには、ドメインを起動し、グラフィカルな管理コンソールにアクセ
スします。詳細については、『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2
管理ガイド』の第 1章「概要」を参照してください。

注 – Application Serverを起動するとMessage Queueも起動されます。

▼ Application Serverのドメインの起動
コマンド行で、ApplicationServer-base/binディレクトリに移動します。

注 –管理者パスワードファイルの内容は、AS_ADMIN_PASSWORD=passwordにしてくださ
い。

ドメインを起動します。次に例を示します。
% asadmin start-domain --user admin-id --passwordfile path_to_admin-password_file domainname

オプション部分には、インストール時に指定した値を入力してください。

サーバーが起動中であることを通知するメッセージが表示されます。

Starting Domain domain1, please wait. Log redirected to install_dir...

起動プロセスが完了すると、さらに次のメッセージが表示されます。

Domain domain1 started

Application Serverプロセスが実行中であることを確認します。Solaris OSの場合の例を
次に示します。
/usr/bin/ps -ef | grep appserv

/opt/SUNWappserver/appserver/lib/appservDAS domain1
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▼ 管理コンソールへのアクセス
管理コンソールにアクセスするには、ブラウザで次のURL形式を使用します。
https://localhost: port
Application Serverをインストールしたホストでブラウザを実行している場合は、ホス
ト名に localhostを指定します。ブラウザが別のシステム上にある場合は、localhostを
Application Serverソフトウェアが動作しているシステムの名前に置き換えます。port
変数には、インストール時に割り当てられた管理ポート番号を指定します。インス
トール時に割り当てられるデフォルトのポート番号は 4849です。
https://mycomputer.example.com:4849

管理コンソールログイン画面が表示されることで、インストールが正しく行われた
ことを確認できます。

注 – Application Serverのインストール方法、ドメイン管理サーバー、およびさまざま
なポート番号と概念の詳細については、『Sun Java System Application Server Enterprise
Edition 8.2 Installation Guide』を参照してください。

▼ Application Serverの停止
コマンド行で、ApplicationServer-base/binディレクトリに移動します。

Application Serverインスタンスを停止します。次に例を示します。
./asadmin stop-domain --domain domain1

Application Serverが稼働していないことを確認します。次に例を示します。
/usr/bin/ps -ef | grep appserv

Directory Proxy Serverの起動と停止
インストール後設定の完了後、次の手順を使用してDirectory Proxy Serverを起動およ
び停止します。

▼ Directory Proxy Serverの起動
Directory Proxy Serverインスタンスがまだ存在していない場合は、作成します。

コマンド行で、DirectoryProxyServer-base/binディレクトリに移動します。

●
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Directory Proxy Serverインスタンスを起動します。次に例を示します。
./dpadm start /var/opt/SUNWdsee/dpsins1

▼ Directory Proxy Serverの停止
コマンド行で、DirectoryProxyServer-base/binディレクトリに移動します。

Directory Server Proxy Serverインスタンスを停止します。次に例を示します。
./dpadm stop /var/opt/SUNWdsee/dpsins1

Directory Serverの起動と停止
インストール後設定の完了後、ここに記載されている手順を使用してDirectory Server
を起動および停止します。Directory Serverがクラスタの一部である場合は、論理ホス
トのアクティブノードで作業していることを確認してください。

注 – dsadmコマンドを使用してDirectory Serverを起動または停止する前に、
LD_LIBRARY_PATH環境変数の設定が解除されていることを確認してください。この変
数の設定が解除されていない場合は、dsadmが依存しているライブラリを見つけるこ
とができないときに、エラーになる可能性があります。

▼ Directory Serverの起動
Directory Serverインスタンスがまだ存在していない場合は、作成します。

コマンド行で、DirectoryServer-base/binディレクトリに移動します。

Directory Serverインスタンスを起動します。次に例を示します。
./dsadm start /var/opt/SUNWdsee/dsins1

▼ Directory Serverの停止
コマンド行で、DirectoryServer-base/binディレクトリに移動します。

Directory Serverインスタンスを停止します。次に例を示します。
./dsadm stop /var/opt/SUNWdsee/dsins1
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Message Queueの起動と停止
Message Queueは、ブローカを使用してメッセージの経路指定および配信を行いま
す。Message Queueサービスを拡張するために、ブローカをクラスタ構成にすること
ができます。imqbrokerdコマンドを実行すると、ブローカが起動します。

▼ Message Queueブローカの起動
コマンド行で、MessageQueue-base/binディレクトリに移動します。

Message Queueブローカを起動します。
./imqbrokerd

ブローカプロセスが実行中であることを確認します。次に例を示します。

Solaris OSおよび HP-UXの場合: /usr/bin/ps -ef | grep imqbrokerd

Linux の場合: /bin/ps -ef | grep imqbrokerd

▼ Message Queueブローカの停止
実行中のブローカを停止するときは、ユーザー管理ユーザー名とパスワードの入力
を求められます。

Solaris OSの場合: /usr/bin/imqcmd shutdown bkr [ -b hostname:port ]

Linuxおよび HP-UXの場合: /opt/sun/mq/bin/imqcmd shutdown bkr [ -b hostname:port
]

Monitoring Consoleの起動と停止
インストール後設定が完了したら、『Sun Java Enterprise System 5監視ガイド (UNIX
版)』の「Monitoring Consoleの起動」の手順を参照してください。

Portal Server Secure Remote Accessの起動と停止
Portal Serverの Secure Remote Access製品コンポーネントにはブラウザ用にセキュリ
ティー保護されたリモートアクセスが備わっているため、リモートデバイスの Java
テクノロジ対応ブラウザから、ポータルのコンテンツやサービスにアクセスするこ
とができます。ゲートウェイサブコンポーネントは、リモートユーザーごとにイン
タフェースを確立して、内部のWebサーバーとアプリケーションサーバーからのコ
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ンテンツを安全に配信します。Portal Server Secure Remote Accessは、Portal Serverと、
Access ManagerまたはAccess Manager SDKに依存しています。

インストール後設定の完了後、次の手順を使用してゲートウェイを起動および停止
します。

▼ Portal Server Secure Remote Accessゲートウェイの
起動

ゲートウェイサブコンポーネントをインストールし、必要なプロファイルを作成し
たら、ゲートウェイを起動します。次に例を示します。
gateway-install-root/SUNWportal/bin/psadmin start-sra-instance --adminuser \

amadmin --passwordfile /tmp/password --name default --type gateway

defaultは、インストール時に作成されたデフォルトのゲートウェイプロファイルで
す。あとで独自に新しいプロファイルを作成し、そのプロファイルを指定してゲー
トウェイを再起動することもできます。

指定したポートでゲートウェイが実行中であることを確認します。
netstat -an | grep port-number

デフォルトのゲートウェイポートは 443です。

▼ Portal Server Secure Remote Accessゲートウェイの
停止

ゲートウェイを停止します。次に例を示します。
gateway-install-root/SUNWportal/bin/psadmin stop-sra-instance --adminuser /

amadmin --passwordfile /tmp/password --name default --type gateway

このコマンドを実行すると、指定したホスト上で動作中のすべてのゲートウェイイ
ンスタンスが停止します。

次のコマンドを実行して、指定したポートでゲートウェイが動作していないか
チェックします。
/usr/bin/ps -ef | grep entsys5i
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Sun Clusterソフトウェアの停止と再起動
Sun Clusterソフトウェアはほかの Java ESコンポーネントのように起動または停止さ
れることはありませんが、再起動時に非クラスタモードに変更することでソフト
ウェアを停止することは可能です。手順については、『Sun Cluster System
Administration Guide for Solaris OS』を参照してください。

Web Proxy Serverの起動と停止
Web Proxy Serverのインストール時には、デフォルトで 2つのサーバーインスタンス
がインストールされます。Web Proxy Server管理サーバーインスタンスとWeb Proxy
Serverインスタンスです。

▼ Web Proxy Server Administration Serverとインスタ
ンスの起動

コマンド行で、WebProxyServer-base/proxy-admservに移動します。

Web Proxy Administration Serverを起動します。次に例を示します。

■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWproxy/proxy-admserv/start
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webproxyserver/proxy-admserv/start

コマンド行で、WebProxyServer-base/proxy-hostname.domainnameに移動します。

Web Proxy Serverインスタンスを起動します。次に例を示します。

■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWproxy/proxy-server1/start
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webproxyserver/proxy-server1/start

Web Proxy Serverプロセスが実行中であることを確認します。次に例を示します。
/usr/bin/ps -ef | grep proxy

▼ Socksサーバーの起動
コマンド行で、WebProxyServer_base/proxy-instance-nameに移動します。

Socksサーバーを起動します。
./start-sockd
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Socksサーバープロセスが実行中であることを確認します。次に例を示します。
/usr/bin/ps -ef | grep sockd

▼ 管理サーバーのグラフィカルインタフェースへの
アクセス

http://hostname.domainname:adminportという形式で管理サーバーのグラフィカルイ
ンタフェースにアクセスします。次に例を示します。
http://host1.example.com:8888

ログインすることにより、インストールが成功したことを確認できます。

▼ Web Proxy Serverの停止
コマンド行で、WebProxyServer-base/proxy-admservに移動します。

管理サーバーを停止します。次に例を示します。

■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWproxy/proxy-admserv/stop
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webproxyserver/proxy-admserv/stop

コマンド行で、WebProxyServer-base/proxy-instance-nameに移動します。

Web Proxy Serverインスタンスを停止します。次に例を示します。

■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWproxy/proxy-server1/stop
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webproxyserver/proxy-server1/stop

Web Proxy Serverプロセスが実行中でないことを確認します。次に例を示します。
/usr/bin/ps -ef | grep proxy

▼ Socksサーバーの停止
コマンド行で、WebProxyServer_base/proxy-instance-nameに移動します。

Socksサーバーを起動します。
./stop-sockd

Socksサーバープロセスが実行中でないことを確認します。次に例を示します。
/usr/bin/ps -ef | grep sockd
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Web Serverの起動と停止
Web Serverのインストール時には、デフォルトで 2つのサーバーインスタンスがイン
ストールされます。管理サーバーインスタンスとWeb Serverインスタンスです。

▼ Web Serverの起動
管理サーバーを起動します。次に例を示します。

Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/bin/startserv

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/webserver7/admin-server/bin/startserv

Web Serverインスタンスを起動します。次に例を示します。

Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/https-instanceName/bin/startserv

LinuxおよびHP-UXの場合:
/var/opt/sun/webserver7/https-instanceName/bin/startserv

Web Server Administration Server管理インスタンスにアクセスします。

ブラウザウィンドウで、http://hostname .domainname :adminportという形式を使用
します。次に例を示します。

SSLポート (これがデフォルト)の場合: https://host1.example.com:8989

HTTPポートの場合: http://host1.example.com:8800

ログインすることにより、インストールが成功したことを確認できます。

▼ Web Serverの停止
管理サーバーを停止します。次に例を示します。

Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/bin/stopserv

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/webserver7/admin-server/bin/stopserv

Web Serverインスタンスを停止します。次に例を示します。

Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/https-instanceName/bin/stopserv

LinuxおよびHP-UXの場合:
/var/opt/sun/webserver7/https-instanceName/bin/stopserv
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次の手順
この章を終えると、インストールと設定を終えた Java ES製品コンポーネントが正常
に機能することの確認が完了します。追加設定の実行や、製品コンポーネントの管
理の開始が可能になります。以下のマニュアルは、その作業を始めるうえで役立ち
ます。

■ すべての Java ES製品マニュアル: http://docs.sun.com/prod/entsys.06q4
■ 『Sun Cluster System Administration Guide for Solaris OS』
■ 『Sun Cluster Data Services Planning and Administration Guide for Solaris OS』

次の手順
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アンインストール

この章では、Java ESインストール中にインストールされた Sun JavaTM Enterprise System
(Java ES)製品コンポーネントソフトウェアおよびその他の Java ES関連ユーティリ
ティーをアンインストールする方法について説明します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 167ページの「アンインストーラのしくみ」
■ 170ページの「前提条件の確認」
■ 171ページの「アンインストールの計画」
■ 185ページの「アンインストーラの実行」
■ 193ページの「Java ESレポータのアンインストール」
■ 194ページの「Sun Clusterソフトウェアのアンインストール」
■ 195ページの「アンインストール後の作業の完了」

アンインストーラのしくみ
ここで説明する内容は、次のとおりです。

■ 168ページの「アンインストーラの制限」
■ 168ページの「相互依存性の処理」

Java ESには、Java ESインストーラを使用してシステムにインストールした製品コン
ポーネントを削除するためのアンインストールプログラムが用意されています。
Java ESインストーラと同じく、アンインストーラは、グラフィカル、テキストベー
ス、またはサイレントの各モードで実行できます。

Java ESインストーラはインストール中に、Java ESアンインストーラを次の場所に配
置します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

8第 8 章
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ヒント –オプションの -noパラメータを使用して、ソフトウェアをアンインストール
しない設定でアンインストーラを実行することができます。このオプションは、ア
ンインストーラの動作に慣れるのに役立つだけでなく、状態ファイルを作成してサ
イレントアンインストールにそれを使用する場合にも便利です。

アンインストーラの制限
■ アンインストーラによって削除されるのは、Java ESインストーラによってインス
トールされた製品コンポーネントだけです。Java ESインストーラを使用せずにイ
ンストールした製品コンポーネントの削除については、各製品コンポーネントの
ドキュメントに記載されている操作手順を参照してください。

■ アンインストーラは Java ES共有コンポーネントを削除しません。
■ アンインストーラの実行は、Java ES製品コンポーネントがインストールされてい
る個々のホストごとに行う必要があります。リモートアンインストールはサポー
トされていません。削除する製品コンポーネントを、ホストごとに 1つまたは複
数選択することができます。

■ アンインストーラによって、設定ファイルとユーザーデータファイルが削除され
る場合があります。これらのファイルはコンポーネントによって異なります。ア
ンインストールプロセスが完了したあとで、一部のファイルとディレクトリの削
除が必要になる場合もあります。製品別の情報については、172ページの「Java ES
製品コンポーネントのアンインストール動作の確認」を参照してください。

■ 複数のセッションでアンインストールを行う場合、アンインストーラは必要に応
じて製品コンポーネントの設定解除ページを表示します。

■ アンインストーラがサードパーティー製のWebコンテナのインストール設定を解
除することはありません。

■ アンインストーラがWebコンテナでのAccess Manager SDKのインストール設定を
解除することはありません。Webコンテナの再設定は、元の classpathに戻すなど
して手動で行う必要があります。

注意 – Sun Clusterソフトウェアがインストールされているが、クラスタノードの設定
に一度も使用されていない場合を除き、Sun Clusterソフトウェアの削除にはアンイ
ンストーラを使用しないでください。詳細については、194ページの「Sun Clusterソ
フトウェアのアンインストール」を参照してください。

相互依存性の処理
アンインストーラの動作は、インストールした製品コンポーネント、および各製品
コンポーネントの相互関係によって異なります。

アンインストーラのしくみ
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■ アンインストーラは、同一ホストにインストールされている製品間の依存関係を
認識します。同一ローカルホスト上で依存関係を持つ製品コンポーネントをアン
インストールしようとすると、アンインストーラは警告を出力します。

たとえば、Portal ServerがインストールされているホストからAccess Managerをア
ンインストールしようとすると、Portal ServerはAccess Managerがないと機能でき
ないことを、アンインストーラが警告します。

■ 通常は、他の製品コンポーネントが依存していない製品コンポーネントはアンイ
ンストールできます。

たとえば、Portal ServerはAccess Managerに依存していますが、Access Managerは
Portal Serverに依存していません。Portal Serverをアンインストールしようとした
場合、Access Managerは Portal Serverがなくても機能できるため、アンインストー
ラは警告を発行しません。

注意 –製品コンポーネントをアンインストールするときは、どの製品がその製品コン
ポーネントをサポートするように設定されているかを調べ、必要であれば追加の設
定を行います。必要な追加設定を行わない場合、存在しなくなった製品をサポート
するように設定された製品コンポーネントがシステムに残されることになります。

アンインストーラは、次の相互依存性を認識しません。

■ リモートホストからの依存関係
■ 設定による依存関係

リモートホストからの製品コンポーネント依存関係
製品コンポーネントの依存関係のなかには、リモートホストに配備された製品コン
ポーネントによって解決できるものもあります。アンインストーラはこのような依
存関係を認識しません。

たとえば、Directory Serverをアンインストールする場合、アンインストーラは、
Access ManagerがDirectory Serverに依存することを、両製品が同じホスト上に配備さ
れている場合でも警告しません。これは、別のホスト上の別のDirectory Serverイン
スタンスがAccess Managerをサポートする「可能性がある」からです。

設定による製品コンポーネントの依存関係
アンインストーラは、インストール後の設定によって生じる製品コンポーネント間
の依存関係を認識しません。

たとえば、同じホストに Portal ServerとCalendar Serverをインストールし、Portal
ServerのカレンダチャネルとしてCalendar Serverを使用するように Portal Serverを設
定したとします。この設定により、Portal ServerはCalendar Serverに依存します。た

アンインストーラのしくみ
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だし、そのあとでCalendar Serverをアンインストールしようとしても、アンインス
トーラはインストール後の設定を認識していないため、Portal ServerがCalendar
Serverに依存することを警告しません。

前提条件の確認
次の表は、アンインストールの前に必要なタスクを示しています。タスクによって
は、ご使用の環境に適用されない場合もあります。

左の列には作業の実行順序が、右の列にはその他の有用情報や手順の参照先が、そ
れぞれ記載されています。

表 8–1 アンインストール前のチェックリスト

作業 便利な情報または参照先

1.アンインストールする各製品コン
ポーネントの要求や動作を確認しま
す。

172ページの「Java ES製品コンポーネントのアンインス
トール動作の確認」

2.設定によって生じる製品コンポー
ネント間の依存関係を調べ、適切な
対応をとります。

168ページの「相互依存性の処理」

データのバックアップ、依存製品コンポーネントの設定変
更による依存関係の解消、または特定の順序での製品コン
ポーネントのアンインストールが必要になる場合がありま
す。

3.製品レジストリファイルのコピー
を作成します。このバックアップコ
ピーは、アンインストールが失敗し
た場合にシステムを復旧するのに役
立ちます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/productregistry

Linuxの場合: /var/opt/sun/install/productregistry

HP-UXの場合: /var/adm/sw/productregistry

4.以後のインストールでデータの再
利用を考えている場合は、アンイン
ストールする製品コンポーネントの
設定データまたはユーザーデータの
コピーを作成します。

172ページの「Java ES製品コンポーネントのアンインス
トール動作の確認」

5.必要に応じて、Directory Serverと
Access Managerの管理者アクセス情
報を収集します。

184ページの「アンインストーラ用の管理者アクセス権の
付与」

前提条件の確認
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表 8–1 アンインストール前のチェックリスト (続き)
作業 便利な情報または参照先

6. Access Managerをアンインストール
する場合は、スキーマをアンインス
トールします。

次の LDIFファイルを使って、アンインストールの前にス
キーマを削除します。

Solaris OSの場合:
/etc/opt/SUNWam/config/ldif/ds_remote_schema_uninstall.ldif

LinuxおよびHP-UXの場合:
/etc/opt/sun/identity/config/ldif/ds_remote_schema_

uninstall.ldif

7. Sun Clusterソフトウェアをアンイ
ンストールする場合は、まず Sun
Cluster Geographicソフトウェアをア
ンインストールする必要がありま
す。

Sun Clusterソフトウェアの前に Sun Cluster Geographic
Editionソフトウェアをアンインストールします。

アンインストールの計画
アンインストーラを使用する場合は、データが紛失したり相互依存関係が消失した
りしないように、事前にインストール状況を調査して、作業手順の計画を立てる必
要があります。各種 Java ES製品コンポーネントをアンインストールしたときに、残
る製品コンポーネントがどのように動作するかを理解しておくことは重要です。

ここで説明する内容は、次のとおりです。

■ 171ページの「インストール済み Java ESソフトウェアの調査」
■ 172ページの「Java ES製品コンポーネントのアンインストール動作の確認」
■ 184ページの「アンインストーラ用の管理者アクセス権の付与」

インストール済み Java ESソフトウェアの調査
各ホストにすでにインストールされている Java ES製品コンポーネントソフトウェア
を確認するには、次のいずれかの手順を実行します。

▼ アンインストーラによるインストール済みソフトウェアの表示

rootとして、アンインストーラが格納されているディレクトリに移動します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

1
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ローカルホストを調査するために、ソフトウェアをアンインストールしない設定で
アンインストーラを実行します。

グラフィカルモードの場合:
./uninstall -no

テキストベースモードの場合:

./uninstall -no -nodisplay

uninstallコマンドの完全な構文については、236ページの「uninstallコマンド」を参
照してください。

インストールされている製品のリストが表示されるまでアンインストーラのページ
を切り替えます。

インストールされている製品コンポーネントのリストを確認したら、アンインス
トーラを終了します。

ソフトウェアのアンインストールは行われません。

▼ Solarisのprodregユーティリティーによるインストール済みソフ
トウェアの表示

prodregユーティリティーを使用して、Java ES製品コンポーネントを含む、システム
にインストールされているすべてのパッケージに関する情報を表示します。

この情報は、製品コンポーネントの依存関係を調べる場合に便利です。また、
prodregユーティリティーは、インストールが不完全で、特別な処理が必要な
パッケージも示します。Solaris 10および Solaris 9オペレーティングシステムでは、次
のユーティリティーを実行します。

prodreg

詳細については、prodregのマニュアルページを参照してください。

Java ES製品コンポーネントのアンインストール動
作の確認
以下の中から関係のある表を調べて、アンインストーラが各 Java ES製品コンポーネ
ントに対して行う内容を確認してください。さらに、作業手順の計画を立てて、
データが紛失したり相互依存関係が消失したりすることがないようにします。

2

3

4

●
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注 –場合によっては、コンポーネントファイルがアンインストール後も残り、それが
原因でそれ以降のインストールが失敗することがあります。その場合は、207ページ
の「アンインストール時に残されたファイルによるインストールの失敗」の解決の
ガイドラインを参照してください。

ここで説明する内容は、次のとおりです。

■ 173ページの「Access Managerのアンインストール動作」
■ 174ページの「Application Serverのアンインストール動作」
■ 175ページの「Directory Proxy Serverのアンインストール動作」
■ 176ページの「Directory Serverのアンインストール動作」
■ 176ページの「HADBのアンインストール動作」
■ 177ページの「Message Queueのアンインストール動作」
■ 178ページの「Monitoring Consoleのアンインストール動作」
■ 179ページの「Portal Serverのアンインストール動作」
■ 180ページの「Portal Server Secure Remote Accessのアンインストール動作」
■ 181ページの「Service Registryのアンインストール動作」
■ 182ページの「Sun Clusterソフトウェアと Sun Cluster Geographic Editionのアンイン
ストール動作」

■ 182ページの「Web Proxy Serverのアンインストール動作」
■ 183ページの「Web Serverのアンインストール動作」

Access Managerのアンインストール動作

表 8–2 Access Managerのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データ Directory Serverのエントリは、Access Manager固有のデータを含
め、何も削除されません。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

Directory Server

Webコンテナ

このインストールを必要とす
る製品

Portal Serverは、Access Manager SDKと同じホスト上に存在する必要
があります。

アンインストール前の作業 次のファイルを使ってスキーマを削除します。

Solaris OSの場合:
/etc/opt/SUNWam/config/ldif/ds_remote_schema_uninstall.ldif

LinuxおよびHP-UXの場合:
/etc/opt/sun/identity/config/ldif/ds_remote_schema_uninstall.ldif

アンインストールの計画
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表 8–2 Access Managerのアンインストールの詳細 (続き)
トピック 詳細

アンインストール後の作業 アンインストールによって、Web ServerまたはApplication Server上
でのみ、Access Managerのインストール設定すべてがWebコンテナ
から解除されます。サードパーティー製のWebコンテナから
Access Managerの設定が解除されることはありません。Webコンテ
ナの SDKの設定も解除されません。

さらに、次のファイルが /var/sadm/installディレクトリに格納さ
れている場合は、それを削除します。

.lockfile.pkg.lock.

その他のアンインストール後の問題については、195ページ
の「Access Managerアンインストール後の問題」を参照してくださ
い。

Application Serverのアンインストール動作

表 8–3 Application Serverのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データとユーザーデータ
(Solaris OSおよび Linuxのみ)

■ インストール時に作成されたデフォルトのドメインは、アンイ
ンストール時に削除されます。

■ アンインストール時には、すべての管理サーバーインスタンス
とApplication Serverインスタンスを含め、ユーザーが作成した
ドメインは削除されません。

■ アンインストールが完了するまでに、すべての管理サーバーイ
ンスタンスとApplication Serverインスタンスは停止されます。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

同一システム上にMessage Queueが必要です。

このインストールを必要とす
る製品

Application ServerをWebコンテナとして使用するように設定された
コンポーネント。

アンインストール前の作業 設定データを保存するために、管理ドメインディレクトリのコピー
を作成します。

アンインストールの計画
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表 8–3 Application Serverのアンインストールの詳細 (続き)
トピック 詳細

アンインストール後の作業 システムからApplication Serverを完全に削除するために、残ってい
るApplication Serverのログファイルとディレクトリを削除します。
Application Serverディレクトリのデフォルトの場所は次のとおりで
す。

Solaris OSの場合:

/var/opt/SUNWappserver

/opt/SUNWappserver/appserver or ApplicationServer-base

LinuxおよびHP-UXの場合:

/var/opt/sun/appserver

/opt/sun/appserver

Message Queueのアンインストール後の作業については、177ページ
の「Message Queueのアンインストール動作」を参照してくださ
い。

Directory Proxy Serverのアンインストール動作

表 8–4 Directory Proxy Serverのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データ アンインストールするDirectory Proxy Serverインスタンスの設定
データは、アンインストール時に削除されます。

Directory Proxy Serverの複数のインスタンスで共有される設定デー
タは、アンインストール後も残されます。

Directory Proxy Serverはユーザーデータを持ちません。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

Directory Proxy Serverは、ローカルまたはリモートのDirectory
Serverに論理的に依存しています。

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 なし

アンインストールの計画
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Directory Serverのアンインストール動作

表 8–5 Directory Serverのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データとユーザーデータ ユーザーデータをホストするDirectory Serverをアンインストールす
る場合、Directory Serverの LDAPデータベースはアンインストール
時に削除されます。

注意:データの損失を避けるために、アンインストール前に
Directory Server情報をバックアップする必要があります。Directory
Serverには、Directory Serverをバックアップしたり、設定データを
移行したりするためのツールやユーティリティーが、いくつか用意
されています。詳細については、Directory Serverのマニュアル
(http://docs.sun.com/coll/1660.1)を参照してください。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

なし

このインストールを必要とす
る製品

■ Access Manager
■ Portal Server

アンインストール前の作業 ■ 必要に応じて、Directory Server LDAPデータベースをバック
アップします。

■ Directory Serverインスタンスのパスを指定できるようにしま
す。

アンインストール後の作業 あとでDirectory Serverを同じ場所にインストールする場合は、イン
ストールディレクトリが存在していてはいけません。同じ場所に再
インストールする場合は、インストールディレクトリとすべてのカ
スタム設定ファイルを事前に手動で削除しなければならない場合が
あります。

HADBのアンインストール動作

表 8–6 HADBのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データとユーザーデータ 設定データとユーザーデータはアンインストール時に削除されま
せん。デフォルトでは、これらのデータは次の場所にあります。
■ Solaris OSおよび Linux: /etc/opt/SUNWhadb, /var/opt/SUNWhadb
■ HP-UXの場合: /etc/opt/sun-hadb, /var/opt/sun-hadb

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

なし

アンインストールの計画
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表 8–6 HADBのアンインストールの詳細 (続き)
トピック 詳細

このインストールを必要とす
る製品

HADBを使用して高可用性セッションが持続するように設定され
たApplication Server。

アンインストール前の作業 HADBをアップグレードして設定データを再利用するように計画
する場合は、『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド
(UNIX版)』のHigh Availability Session Storeに関する章を参照して
ください。

アンインストール後の作業 必要なくなった設定データとユーザーデータを削除します。

Message Queueのアンインストール動作

表 8–7 Message Queueのアンインストールに関する詳細

トピック 詳細

設定データ インスタンスに固有の設定データ、ユーザーリポジトリ、およびア
クセス制御ファイルはアンインストール後も残され、以後の再イン
ストール時に再利用できます。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

Directory Server (オプション)

このインストールを必要とす
る製品

Application Server (Message Queueと同じホストに存在する必要があ
る)。

アンインストール前の作業 ■ 実行しているすべてのブローカを停止します。ユーザー名 (管
理者)とパスワードの入力が求められます。imqcmd shutdown

bkr [ -b hostName:port ]

■ Message Queueの再インストールを予定しておらず、各ブロー
カインスタンスに関連するダイナミックデータ、フラット
ファイルユーザーリポジトリ、アクセス制御ファイルを削除す
る場合は、次のコマンドを使用してこのデータを削除します。
imqbrokerd -name instanceName -remove instance

■ Message Queueアップグレードスクリプトを使用してMessage
Queueをアップグレードする場合には、使用するプロセスを書
き留めておいてください。アップグレードスクリプトがインス
トール情報を Java ESレジストリに書き込まないからです。詳細
は、『Sun Java Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX
版)』を参照してください。

アンインストール後の作業 Message Queueの再インストールを予定していない場合は、製品コ
ンポーネントのマニュアルで説明されているコマンドを実行してシ
ステムをクリーンアップします。
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Monitoring Consoleのアンインストール動作

表 8–8 Monitoring Consoleのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データ ユーザーデータはアンインストール後も残りますが、それらの
データは再インストール前に削除されます。

このコンポーネントに必要なそ
の他のインストール

なし

このインストールを必要とする
その他の製品

なし

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 データを残しておく場合は、次のデータを持続的な場所にコ
ピーしてから、再インストール後に元の場所にコピーします。

Solaris OSの場合:

/etc/opt/SUNWmfwk/config/mfwk.properties

/etc/opt/SUNWmfwk/config/masteragent.properties

/etc/opt/SUNWmfwk/config/nodelist

/var/opt/SUNWmfwk/persistence/

/var/opt/SUNWmfwk/alarms/

LinuxおよびHP-UXの場合:

/etc/opt/sun/mfwk/config/mfwk.properties

/etc/opt/sun/mfwk/config/masteragent.properties

/etc/opt/sun/mfwk/config/nodelist

/var/opt/sun/mfwk/persistence/

/var/opt/sun/mfwk/alarms/
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Portal Serverのアンインストール動作

表 8–9 Portal Serverのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データとユーザーデータ ■ 設定データはアンインストール時に削除されます。設定の解除
には、Portal ServerによってAccess Manager内に作成されたサー
ビスの削除も含まれます。

■ ユーザーチャネルのプロバイダは、アンインストール時に削除
されないため、以後のインストールで再利用できます。

■ カスタマイズ設定データには、ディスプレイプロファイル、プ
ロパティーファイル、リソース文字列などのカスタマイズデー
タが含まれ、これらはアンインストーラによっては削除されま
せん。カスタマイズ設定データは以後のインストールで再利用
できますが、それには Portal Serverを同一ホスト上に同じ設定
で再インストールする必要があります。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

■ Directory Server

■ Application ServerまたはWeb Server (Solaris OS上で IBM
WebSphereまたは BEA WebLogicに依存するように設定すること
もできる。）

■ Access Manager

■ Service Registry

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 Directory ServerとWebコンテナが動作していることを確認しま
す。WebコンテナがWeb Serverである場合は、Web Serverの管理
サーバーが動作している必要があります。

アンインストール後の作業 ■ Portal ServerがWeb Server内で実行されており、Portal Serverだ
けを削除する場合、Access Managerを再起動する必要がありま
す。詳細については、195ページの「Access Managerアンインス
トール後の問題」を参照してください

■ Portal Serverが IBM WebSphere Webコンテナに配備されている
場合、追加のアンインストール作業が必要となる場合がありま
す。
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Portal Server Secure Remote Accessのアンインストール動作

表 8–10 Portal Server Secure Remote Accessのアンインストールに関する詳細

トピック 詳細

設定データ ■ Portal Server Secure Remote Accessコア製品コンポーネントのすべ
ての設定データは、アンインストール時に削除されます。

■ 配備されているすべてのWebアプリケーションの配備が解除さ
れます。

■ Portal Server Secure Remote Accessのゲートウェイ、Netletプロキ
シ、Rewriterプロキシの各サブコンポーネントの設定データに
は、ユーザーはアクセスできません。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

■ Portal Server Secure Remote Accessのゲートウェイ、Netletプロキ
シ、およびRewriterプロキシは、Portal Serverに依存していま
す。Portal Serverを削除して、ゲートウェイ、Netletプロキシ、
およびRewriterプロキシを残しておくことはできません。

■ Portal Server、Secure Remote Accessゲートウェイ、Netletプロキ
シ、Rewriterプロキシの各サブコンポーネントは、Access
Manager SDKに依存しています。

■ Access Manager SDKは、ゲートウェイ、Netletプロキシ、および
Rewriterプロキシと同じホスト上に存在している必要がありま
す。ゲートウェイ、Netletプロキシ、およびRewriterプロキシ
を同一ディレクトリ内に置くことはできません。

■ Portal Server Secure Remote Accessのどの製品コンポーネントを削
除する場合も、それに依存する製品コンポーネントを削除する
必要はありません。

■ ゲートウェイを削除しても、Access Manager SDKをホスト上に
残すことができます。

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 なし

アンインストール後の作業 なし
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Service Registryのアンインストール動作

表 8–11 Service Registryのアンインストールに関する詳細

トピック 詳細

設定データ レジストリ設定プロセスは、レジストリデータベースドメインお
よびサーバーキーストアを次のディレクトリ内にインストールし
ます。
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWsrvc-registry
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/srvc-registry

このディレクトリは、Service Registryをアンインストールしても削
除されません。つまり、将来のインストールまたはリリースで使
用するために、必要に応じてデータベースを残しておくことがで
きます。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

Application Server (ドメイン管理サーバーとコマンド行管理ツール)

HADB

Message Queue

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 1. ServiceRegistry–base /installディレクトリに移動します。

2.次のコマンドを使って、Service Registryドメインを停止します。

.../ant -f build-install.xml appserver.domain.stop

3.次のコマンドを使って、Service Registryドメインを削除します。

.../ant —f build-install.xml appserver.domain.delete

将来使用するためにレジストリデータベースを残しておく場合
は、レジストリを再インストールする前に、Solaris OSの場合は
/var/opt/SUNWsrvc-registry/3.0ディレクトリを、Linuxおよび
HP-UXの場合は /var/opt/sun/srvc-registry/3.0ディレクトリを
別の場所にコピーします。

アンインストール後の作業 一部のオプション作業については、196ページの「Service Registry
アンインストール後の作業」を参照してください。
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Sun Clusterソフトウェアと Sun Cluster Geographic Editionのアンイ
ンストール動作

表 8–12 Sun Clusterと Sun Cluster Geographic Editionのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データ インストールされてはいるが、クラスタノードの設定に一度も使用
されていない Sun Clusterソフトウェアを除き、Sun Clusterソフト
ウェアの削除には Java Enterprise Systemアンインストーラを使用し
ないでください。詳細については、194ページの「Sun Clusterソフ
トウェアのアンインストール」を参照してください。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、Sun Cluster
Geographic Editionコンポーネントが存在するすべてのホストで削
除する必要があります。詳細は、『Sun Cluster Geographic Edition
Installation Guide』の第 5章「Uninstalling the Sun Cluster Geographic
Edition Software」を参照してください。

Sun Clusterコアと Sun Clusterエージェントは、同時に削除する必要
があります。

このインストールを必要とす
る製品

なし

アンインストール前の作業 Sun Clusterソフトウェアのアンインストールには、Sun Clusterのイ
ンストール時に提供されるユーティリティーだけを使用します。

注意: Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアを削除するには、
事前に Sun Clusterソフトウェアを削除する必要があります。

アンインストール後の作業 Sun Clusterソフトウェアのアンインストール後に、製品レジストリ
のアップデートが必要になる場合があります。詳細については、
194ページの「Sun Clusterソフトウェアのアンインストール」を参
照してください。

Web Proxy Serverのアンインストール動作

表 8–13 Web Proxy Serverのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データ インストール場所の下にある aliasディレクトリ内の証明書データ
ベースファイルのみが維持されます。その他のファイルはすべて削
除されます。

依存性 Directory Server (省略可能。外部 LDAPアクセス制御が選択された場
合)

アンインストール前の作業 Web Proxy Serverのすべてのインスタンスを停止します。
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表 8–13 Web Proxy Serverのアンインストールの詳細 (続き)
トピック 詳細

アンインストール後の作業 WebProxyServer-base/aliasディレクトリの下に証明書データベース
が保存されています。再インストールの前に、証明書データベース
を移動し、古いインストールディレクトリを削除します。

Web Serverのアンインストール動作

表 8–14 Web Serverのアンインストールの詳細

トピック 詳細

設定データとユーザーデータ ■ アンインストール時に、ユーザーデータは削除されませんが、
設定データは削除されます。

■ Web Serverの管理サーバーインスタンスと設定済みのWeb
Serverインスタンスディレクトリは、削除されます。初期設定
によるドキュメントルートディレクトリは削除されません。

■ Web Server管理サーバーインスタンスとWeb Serverインスタン
スは、アンインストールが完了する前に停止されます。

このコンポーネントに必要な
その他のインストール

なし

このインストールを必要とす
る製品

Web ServerをWebコンテナとして使用するように設定できるコン
ポーネント (Access Manager、Portal Serverなど)。Application Server
ロードバランスプラグイン (Application ServerがWeb ServerをWeb
コンテナとして使用する場合)。

アンインストール前の作業 Webコンテナの管理者パスワードを入力できることを確認しま
す。

アンインストール後の作業 設定データを維持する場合は、インストールディレクトリ内の管理
サーバーインスタンスとWeb Serverインスタンスのディレクトリの
バックアップを行います。

Web Serverを同じ場所に再インストールする場合は、インストール
ディレクトリが存在していてはいけません。同じ場所に再インス
トールする場合は、インストールディレクトリとすべてのカスタム
設定ファイルを事前に手動で削除しなければならない場合がありま
す。

その他のアンインストール後の問題については、197ページ
の「Web Serverアンインストール後の作業 (Web Serverはアンイン
ストールされていない)」を参照してください。
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アンインストーラ用の管理者アクセス権の付与
アンインストール対象として選択した製品コンポーネントによっては、Access
ManagerとDirectory Serverへの管理者アクセス権をアンインストーラに付与する必要
があります。

■ Application Server上のAccess Manager Webアプリケーションの配備を取り消し、
Access Managerスキーマを削除するには、Access Managerの管理者アクセス権が必
要です。

■ アンインストール時に設定ディレクトリを管理する必要がある場合は、Directory
Serverの管理者アクセス権が必要です。

次の表は、管理者アクセス権を付与するためにアンインストーラが必要とする情報
を示しています。各表の左の列は、指定が必要な情報のグラフィカルモードのラベ
ルと状態ファイルのパラメータを示します。右の列は、その説明です。

表 8–15 必要な管理情報

ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

Access Manager

管理者ユーザー ID

IS_IAS81_ADMIN

Application Server管理者のユーザー ID

管理者パスワード

IS_IAS81_ADMINPASSWD

Application Server管理者のパスワード。

Directory Manager DN

IS_DIRMGRDN

Directory Serverに対して無制限のアクセス権を持つ
ユーザーの識別名 (DN)。

デフォルト値は cn=Directory Managerです。

ディレクトリマネージャーパスワード

IS_DIRMGRPASSWD

ディレクトリマネージャーのパスワード。

Directory Server

管理者ユーザー ID

CONFIG_DIR_ADM_USER

設定ディレクトリに対して管理者権限を持つユー
ザー。このユーザーは、サフィックスの作成や削除な
ど、Directory Serverの設定を変更できます。アクセス
制御の制約を受けます。

管理者パスワード

CONFIG_DIR_ADM_PASSWD

管理者のパスワード。

Portal Server
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表 8–15 必要な管理情報 (続き)
ラベルと状態ファイルのパラメータ 説明

管理者パスワード

PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD

Portal Serverが管理者としてWebコンテナにアクセス
するときに使用するパスワード。

Access Manager管理者パスワード

PS_IS_ADMIN_PASSWORD

Directory Server管理者パスワード

PS_DS_DIRMGR_PASSWORD

Directory Server管理者ドメイン

PS_DS_DIRMGR_DN

アンインストーラの実行
170ページの「前提条件の確認」に記載されている関連作業が完了し、コンポーネン
トのアンインストール動作を計画すると、アンインストーラを実行する準備が整い
ます。ここでは、アンインストーラを使用する 3とおりの方法を説明します。
■ 185ページの「グラフィカルモードでのアンインストーラの実行」
■ 188ページの「テキストベースモードでのアンインストーラの実行」
■ 191ページの「サイレントモードでのアンインストーラの実行」

uninstallコマンドの構文については、付録 Bを参照してください。

グラフィカルモードでのアンインストーラの実行
ここでは、対話形式によるグラフィカルインタフェースを使用して、Java ES製品コ
ンポーネントをアンインストールする方法を説明します。

▼ グラフィカルアンインストーラの起動

(オプション)ローカルディスプレイへのアクセスを確保します。
リモートマシンにログインするときは、DISPLAY環境変数がローカルディスプレイに
適した設定になっていることを確認します。 DISPLAY変数が正しく設定されていない
と、インストーラはテキストベースモードで実行されます。

■ C Shellでの例 (マシン名は myhost):

setenv DISPLAY myhost:0.0

■ Korn Shellでの例 (マシン名は myhost):

1
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DISPLAY=myhost:0.0

ローカルディスプレイでインストーラを実行するには、表示権限の付与が必要に
なる場合があります。たとえば、次のコマンドを使用して、myhostから
serverhostのルートユーザーに表示権限を付与することができます。

myhost\> xauth extract - myhost:0.0|rsh -l root serverhost xauth merge -

注 –このような権限を安全に付与する手順については、『Solaris X Window System
Developer's Guide』の「Manipulating Access to the Server」の章を参照してください。

rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

アンインストーラが格納されているディレクトリに移動します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

グラフィカルアンインストーラを起動します。
./uninstall

「ようこそ」ページが表示されます。

「次へ」をクリックして次に進みます。

「コンポーネントの選択」ページが表示されます。

▼ アンインストールする製品コンポーネントの選択

製品コンポーネントを調べて、アンインストールするコンポーネントを選択しま
す。

■ システムにインストールされて有効になっている製品コンポーネントを選択でき
ます。システムにインストールされていない製品コンポーネントは無効になって
います。

■ 製品コンポーネントによっては、サブコンポーネントを含むものもあります。そ
れらの製品コンポーネントを展開すると、対応するサブコンポーネントが表示さ
れます。

選択内容に問題がなければ、「次へ」をクリックします。

2

3

4

5

1

2
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設定または依存関係の問題を解決します。

アンインストーラが削除対象として選択された製品コンポーネント間の依存関係を
認識し、設定データが失われる可能性が検出された場合には、警告メッセージが出
力されます。次の選択肢があります。

a. 「続行」をクリックして、アンインストールを続行します。

b. 「閉じる」をクリックして、「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページに戻
ります。

設定解除ページが表示される場合は、その製品コンポーネントに必要な情報を入力
します。

▼ 管理者アクセス権の付与
削除を指定した製品コンポーネントによっては、アンインストーラから管理者 IDと
パスワードが要求されます。アンインストーラで入力する必要のある情報の詳細に
ついては、184ページの「アンインストーラ用の管理者アクセス権の付与」を参照し
てください。

注 –それに加えて、ポート番号またはホスト名の入力を求められる場合もあります。

必要な管理者情報を指定します。

「次へ」をクリックして、「アンインストールの準備が完了しています」ページに
進みます。

▼ ソフトウェアのアンインストール
アンインストーラは、削除対象として選択された製品コンポーネントと再利用可能
になるディスク容量の合計を一覧表示します。

アンインストールの選択内容を確認し、必要に応じて次の手順を使用して変更しま
す。

a. 「戻る」を何度かクリックして「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページを
表示します。

b. 必要に応じて変更します。

c. 「次へ」をクリックし、アンインストーラページを再び先に進めます。
アンインストーラは、ユーザーが以前に指定した値を記憶しています。ユーザー
が以前に指定した値は変更可能です。

3

4
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選択内容に問題がなければ、「次へ」をクリックします。
アンインストーラはシステムからのソフトウェアの削除を開始し、次の情報を表示
します。

■ 全体的な完了割合を示す進捗状況バー
■ 現在削除中のパッケージの名前
■ すべての製品コンポーネントソフトウェアの削除が完了すると、「アンインス
トールが完了しました」ページが表示されます。

「サマリーの表示」ボタンまたは「アンインストールログの表示」ボタンをク
リックすると、アンインストールに関する情報が表示されます。

■ アンインストールサマリー:アンインストールされた製品コンポーネントおよび
それらの製品コンポーネントの設定情報がリストされます。

■ アンインストールログ:アンインストール時にアンインストーラが出力したすべ
てのメッセージが表示されます。

■ アンインストールのサマリーファイルとログファイルは、次の場所でも確認でき
ます。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logsLinuxおよびHP-UXの場合:
/var/opt/sun/install/logs

「閉じる」をクリックしてアンインストーラを終了します。

Access Manager、Service Registryをアンインストールした場合は、195ページの「アン
インストール後の作業の完了」に進みます。

テキストベースモードでのアンインストーラの実
行
テキストベースインタフェースを使用すると、端末ウィンドウ内に表示されるプロ
ンプトに順次応答することで、端末ウィンドウからアンインストーラを直接実行で
きます。使用方法については、106ページの「テキストベースのインタフェースの使
用方法」を参照してください。

アンインストール中に問題が発生した場合は、第 9章を参照してください。

▼ テキストベースモードでのアンインストーラの起動

rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

アンインストーラのディレクトリに移動します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
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■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

アンインストーラを実行します。
./uninstall -nodisplay

「ようこそ」というメッセージが表示され、システムにインストールされているす
べての使用可能な Java ES製品コンポーネントがリスト表示されます。

▼ アンインストールする製品コンポーネントの選択
アンインストーラは、システム内で検出したインストール済みの Java ES製品コン
ポーネントすべてに番号を付けてリストし、削除対象として選択します。システム
にインストールされていない無効になっている製品コンポーネントは選択できませ
ん。インストール済みコンポーネントをすべてアンインストールする、または一部
のインストール済みコンポーネントのみをアンインストールするように選択するこ
とができます。

アンインストールする製品コンポーネントを選択します。

■ インストール済みの製品コンポーネントをすべてアンインストールするには、
Retrunキーを押します。

■ アンインストールする製品コンポーネントを指定するには、アンインストールす
る製品コンポーネントに対応する番号をコンマで区切ってリストにし、Return
キーを押します。

設定または依存関係の問題を解決します。

アンインストーラは、削除対象として選択された製品間に製品コンポーネントの依
存関係を検出すると、設定データが失われる可能性があることを知らせる警告
メッセージが表示されます。次の選択肢があります。

a. アンインストールを続行するには、Yesと入力し、Returnキーを押します。

b. 「コンポーネントの選択」ページに戻るには、Noと入力し、Returnキーを押しま
す。

c. アンインストールを終了するには、!を入力し、Returnキーを押します。

設定解除ページが表示される場合は、その製品コンポーネントに必要な情報を入力
します。
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▼ 管理者アクセス権の付与

アンインストーラが管理者 IDとパスワードを必要とする製品コンポーネントを選択
した場合は、管理者 IDとパスワードが要求されます。

アンインストーラで入力する必要のある情報の詳細については、184ページの「アン
インストーラ用の管理者アクセス権の付与」を参照してください。

注 –削除対象として選択した製品コンポーネントによっては、ポート番号またはホス
ト名の入力を求められる場合もあります。

▼ ソフトウェアのアンインストール
アンインストーラは、ソフトウェアをシステムから削除する前に、サマリーページ
を表示します。このページには、削除対象として選択された製品コンポーネントが
表示されます。

選択した内容を確認します。

a. 変更が必要な場合は、「コンポーネントの選択」リストが表示されるまで、<文
字を入力しReturnキーを押してページを順に戻ります。

b. 「コンポーネントの選択」リストを必要に応じて変更します。

c. アンインストーラ画面を再び先に進めます。

選択内容に問題がなければ、数値 1を入力し、Returnキーを押します。

アンインストーラは、システムからのソフトウェアの削除を開始します。アンイン
ストール時に、アンインストーラは全体的な完了割合を示す進捗状況バーを表示し
ます。

すべての製品コンポーネントソフトウェアが削除されたら、アンインストールサマ
リーおよびログを表示することができます。

1または 2を入力し、Returnキーを押してアンインストールに関する情報を表示しま
す。

■ アンインストールサマリー: 1を入力すると、アンインストールされた製品コン
ポーネントおよびそれらの製品コンポーネントの設定情報がリストされます。

■ アンインストールログ: 2を入力すると、アンインストール時にアンインストーラ
が出力したすべてのメッセージがリストされます。

アンインストールのサマリーファイルとログファイルは、次の場所でも見ること
ができます。
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Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logsLinuxおよびHP-UXの場合:
/var/opt/sun/install/logs

!文字を入力して、アンインストーラを終了します。

Access Manager、Service Registryをアンインストールした場合は、195ページの「アン
インストール後の作業の完了」に進みます。

サイレントモードでのアンインストーラの実行
サイレントアンインストールは、設定内容が似ている複数のホスト上の Java ES製品
コンポーネントをアンインストールする場合に便利です。サイレントモードでのア
ンインストール手順は、第 5章で説明したサイレントモードでのインストール手順
に似ています。

▼ 状態ファイルの作成
サイレントアンインストールを実行するには、まずグラフィカルモードまたはテキ
ストベースモードで対話式アンインストールセッションを実行し、状態ファイルを
生成する必要があります。詳細は、120ページの「初期状態ファイルの生成」を参照
してください。

rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

アンインストーラのディレクトリに移動します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

アンインストーラのグラフィカルインタフェースを使用する場合は、ローカル
ディスプレイへのアクセスの確保が必要になることがあります。185ページの「グラ
フィカルモードでのアンインストーラの実行」を参照してください。

サイレントモードでアンインストーラを実行します。例:

ヒント –このセッションでソフトウェアをアンインストールしない場合は、–noオプ
ションを含めます。

グラフィカルモードの場合:

./uninstall -saveState statefile_path

テキストベースモードで、ソフトウェアをアンインストールしない場合:

./uninstall -no -nodisplay -saveState statefile_path
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uninstallコマンドの完全な構文については、236ページの「uninstallコマンド」を参
照してください。

アンインストーラを最後まで実行します。

ユーザーが入力要求に応答するたびに、アンインストーラはその内容を指定された
状態ファイルに記録します。アンインストールが完了すると、指定した場所に状態
ファイルが保存されます。–noオプションを使用した場合は、ソフトウェアはアンイ
ンストールされません。

サイレントアンインストールを実行するホストごとに、状態ファイルのコピーを作
成します。

各ファイルを編集して、サイレントアンインストールを実行するホストに固有の情
報を設定します。

状態ファイルを編集する際の指針については、121ページの「状態ファイルの編集」
を参照してください。状態ファイルの編集には状態ファイル IDの生成も含まれま
す。これについては、124ページの「プラットフォームに適した状態ファイル IDの
作成」を参照してください。

▼ サイレントモードでのアンインストーラの実行

Java ES製品コンポーネントをアンインストールするホストの状態ファイルが適切に
準備され、編集されていることを確認します。

rootとしてログインしていない場合は、スーパーユーザーになります。

アンインストーラのディレクトリに移動します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

アンインストーラを起動します。例:
./uninstall -noconsole -state statefile_path

uninstallコマンドの完全な構文については、236ページの「uninstallコマンド」を参
照してください。

▼ サイレントアンインストールの進行状況の監視

端末ウィンドウで、ログファイルのディレクトリに移動します。

Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logsLinuxおよびHP-UXの場合:
/var/opt/sun/install/logs
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現在のアンインストールに関するログファイルを探します。監視対象のログファイ
ルは、次のとおりです。
Java_Enterprise_System_5_uninstall.Btimestamp

timestamp変数は、ログの作成時刻を表します。変数はMMddhhmm形式で指定しま
す。各表記の意味は次のとおりです。

MM 月を示す

dd 日付を示す

hh 時間を示す

mm 分を示す

tailコマンドを使用して、ログに書き込まれるメッセージを監視します。例:
tail -f logfile_name

tailプログラムを終了するには、Ctrl+Cキーを押します。

Java ESレポータのアンインストール
Java ES Reporterは Java ESインストーラによって管理されるコンポーネントではない
ため、アンインストーラを使用してレポータを削除することはできません。

▼ Java ESレポータのアンインストール
Java ESレポータを無効にします。
139ページの「Java ESレポータのインストール後の設定」に記載されている手順を実
行します。

rootとして、次のファイルを削除します。
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Solaris OS /opt/SUNWmfwk/lib/commons-codec-1.3.jar

/opt/SUNWmfwk/lib/commons-httpcclient-3.0.jar

/opt/SUNWmfwk/lib/mfwk_reporter.jar

/etc/opt/SUNWmfwk/config/reporter/config.properties

/var/opt/SUNWmfwk/jobtool/reporter/job_measurement

_reporter.xml

/etc/cacao/instances/default/modules/com.sun.

mjwk.reporter.xml

/etc/opt/SUNWmfwk/config/reporter/config_state.

properties

LinuxおよびHP-UX /opt/sun/mfwk/share/lib/commons-codec-1.3.jar

/opt/sun/mfwk/share/lib/commons-httpcclient-3.0.jar

/opt/sun/mfwk/share/lib/mfwk_reporter.jar

/etc/opt/sun/mfwk/config/reporter/config.properties

/var/opt/sun/mfwk/jobtool/reporter/job_measurement

_reporter.xml

/etc/opt/sun/cacao/instances/default/modules/

com.sun.mjwk.reporter.xml

/etc/opt/sun/mfwk/config/reporter/config_state.

properties

Sun Clusterソフトウェアのアンインストール
Sun Clusterソフトウェアがインストールされているが、クラスタノードの設定に一
度も使用されていない場合を除き、Sun Clusterソフトウェアの削除には Java ESアン
インストーラを使用しないでください。Sun Clusterソフトウェアのアンインストー
ルには、Sun Clusterソフトウェアのインストール時に提供されるユーティリティー
を使用します。Sun Cluster Coreと Sun Java System用 Sun Clusterエージェントは、同時
に削除する必要があります。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアを削除する
には、事前に Sun Clusterソフトウェアを削除する必要があります。Sun Clusterソフ
トウェアの設定解除およびアンインストールの詳細については、『Sun Cluster
Software Installation Guide for Solaris OS』を参照してください。

Sun Clusterソフトウェアを手動でアンインストールしたら、Java ESアンインストー
ラを実行して Sun Clusterコンポーネントを製品レジストリから削除します。

Sun Clusterソフトウェアのアンインストール
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アンインストール後の作業の完了
ここでは、システムから Java ES製品コンポーネントをアンインストールしたあとで
実行が必要となる作業について説明します。実際に必要となる作業は、アンインス
トールした製品コンポーネントによって異なります。

■ 195ページの「Access Managerアンインストール後の問題」
■ 195ページの「Access Managerアンインストール後の作業 (Application Serverはアン
インストールされていない)」

■ 196ページの「Service Registryアンインストール後の作業」
■ 197ページの「Web Serverアンインストール後の作業 (Web Serverはアンインス
トールされていない)」

Access Managerアンインストール後の問題
Access Managerはアンインストールしたが、そのWebコンテナ (Application Serverま
たはWeb Server)はアンインストールしなかった場合、Access Managerが配備されて
いたインスタンスに対して設定変更を適用する必要があります。

場合によっては、アンインストーラではAccess Managerファイルの一部またはすべて
が削除されないことがあります。その場合は、次のデフォルトディレクトリとその
内容を削除して、最終的なクリーンアップを行います。

■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWam
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/identity

Access Managerがデフォルトの場所にインストールされなかった場合:

AccessManager_base/identity

Access Managerアンインストール後の作業
(Application Serverはアンインストールされていな
い)
Access Managerはアンインストールしたが、その配備先のApplication Serverはアンイ
ンストールしなかった場合、次の手順を実行する必要があります。

アンインストール後の作業の完了
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▼ Access Managerのアンインストール後のApplication Serverの再起
動

必要に応じてApplication Serverの管理インスタンスを起動します。たとえば、Solaris
ホストの場合は次のようにします。

cd /opt/SUNWappserver/appserver/bin ./asadmin start-domain --user admin_user --passwordfile

path_to_admin-password_file domainname

ブラウザウィンドウからApplication Serverの管理コンソールにアクセスします。デ
フォルトのURLは、https://hostname:4849です。

左の区画で、「アプリケーションサーバーインスタンス」の左の鍵をクリックしま
す。

サーバーまたはAccess Managerが配備されていたApplication Serverインスタンスの名
前を選択します。

「再起動」をクリックします。

Service Registryアンインストール後の作業
場合によっては、アンインストーラではインストールファイルの一部またはすべて
が削除されないことがあります。最終的なクリーンアップを行うには、次の場所に
ある Service Registry-baseディレクトリとその内容を削除します。

■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWsrvc-registry
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/srvc-registry

Service Registryデータベース、ドメイン、およびキーストアが格納されたディレクト
リは、レジストリのアンインストール時に削除されません。

■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWsrcv-registry
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/srvc-registsry

必要であれば、このディレクトリを手動で削除してもかまいません。ただし、この
データベースを保存しておき、将来のインストール時やリリース時に使用するに
は、レジストリの再インストール前に次のディレクトリを別の場所にコピーし、再
インストール後にそれを元の場所にコピーして戻します。

■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWsrvc-registry/3.0
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/srvc-registry/3.0

再インストール時、Service Registryをインストール前にレジストリデータベースのコ
ピーを作成した場合は、再インストール後、同じものをコピーし直してください。
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3.0ディレクトリに保存されているデータベースファイルとキーストアファイルを復
元したら、プラットフォーム固有のバリアントを使用して次のコマンドを実行しま
す。

.../ant —f build-install.xml appserver.domain.stop export.registryOperatorCert install.cacerts \

appserver.domain.start

これにより、既存のユーザーは Service Registry Webコンソールを引き続き使用できま
す。

Web Serverアンインストール後の作業 (Web Server
はアンインストールされていない)
Access Managerはアンインストールしたが、その配備先のWeb Serverはアンインス
トールしなかった場合、次の手順を実行する必要があります。

▼ Access Managerのアンインストール後のWeb Serverの再起動

必要に応じてWeb Serverの管理インスタンスを起動します。165ページの「Web
Serverの起動」を参照してください。

Web Serverの管理コンソールにアクセスします。例:
/var/opt/SUNWwbsvr7 instance-config-root /admin-server/bin/startserv

「再起動」をクリックしてWebコンテナを再起動します。
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トラブルシューティング

この章では、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)のインストールとアンインストール
に関する問題を解決するためのヒントを提供します。

この章で説明する内容は、次のとおりです。

■ 199ページの「問題の解決方法」
■ 207ページの「インストールに関する問題の解決」
■ 212ページの「アンインストールに関する問題の解決」
■ 214ページの「Common Agent Containerの問題の解決」
■ 217ページの「インストール後の起動/再起動の問題の解決」
■ 219ページの「製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント」

問題の解決方法
ここでは、Java ESのインストールおよびアンインストール時に、問題の原因を分析
して特定するためのガイドラインを紹介します。

ここで説明する内容は、次のとおりです。

■ 200ページの「インストールログファイルの検証」
■ 201ページの「ログビューアの使用」
■ 203ページの「製品の依存関係の検証」
■ 204ページの「リソースと設定のチェック」
■ 205ページの「インストール後の設定のチェック」
■ 205ページの「配布メディアのチェック」
■ 205ページの「Directory Serverの接続性チェック」
■ 205ページの「Web Serverのファイルおよびディレクトリの削除」
■ 206ページの「パスワードの確認」
■ 206ページの「製品コンポーネントのインストール状態の検証」
■ 206ページの「アンインストールするための管理者アクセスの確認」

9第 9 章
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インストールログファイルの検証
インストールまたはアンインストール中に問題が発生した場合は、発生した問題に
関する情報を確認するために、最初にインストールログを調べます。ユーザーの選
択、パッケージの操作、インストールまたはアンインストールの手順などの操作の
あとには、情報メッセージ、警告メッセージ、およびエラーメッセージが発行され
ます。インストール、アンインストール、およびインストール時に行なった設定に
関するメッセージは、ソースログファイルに収集されます。各メッセージに表示さ
れる情報は、日時、ログレベル、モジュール ID、およびメッセージテキストで構成
されます。パスワードが出力されることはありません。

ログファイルの形式
インストールまたはアンインストールの情報が収集されるログファイルには、次の 4
種類のファイルがあります。

■ サマリーファイル。何をインストールして設定したかについての概要情報が記録
されます。

■ 詳細バージョンAファイル。完了情報が記録されます。
■ 詳細バージョン Bファイル。ログメッセージの詳細が記録されます。
■ デバッグファイル。インストールに失敗したときにそれに関連する情報が記録さ
れます。デバッグファイルは、ほかのログファイルのいずれかがエラーを示して
いるときに使用します。

ログメッセージは、ULF (Unified Logging Format)と呼ばれる Sun標準形式で格納され
ます。ULFを読みにくい場合は、Java ESログビューアを使ってログメッセージを表
示することもできます。

ソースログファイルは、テキストエディタを使って編集できます。次の表は、ソー
スログファイルの形式を示しています。

表 9–1 ログファイルの形式

ログに記録される内
容 ログファイル名の形式

インストーラ Java_Enterprise_System_5_install.Atimestamp

Java_Enterprise_System_5_install.Btimestamp

JavaES_Install_log.timestamp

Java_Enterprise_System_5_Summary_Report_install. timestamp

問題の解決方法
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表 9–1 ログファイルの形式 (続き)
ログに記録される内
容 ログファイル名の形式

アンインストー
ラ

Java_Enterprise_System_5_uninstall.Atimestamp

Java_Enterprise_System_5_uninstall.Btimestamp

JavaES_UnInstall_log.timestamp

Java_Enterprise_System_5_Summary_Report_uninstall. timestamp

アンインストールが完了すると、アンインストーラはインストーラ、ログビュー
ア、およびアンインストーラ自体を削除します。ただし、ソースログファイルは削
除されず、次の場所に格納されます。

■ Solarisの場合: /var/sadm/install/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

▼ ログファイルによるトラブルシューティング

サマリーファイルを調べます。例:
Java_Enterprise_System5_Summary_Report_install. timestamp

問題が発生した場合は、どのコンポーネントが問題の原因であるかを確認します。
複数の問題が発生したかどうかを確認します。必要に応じて、詳細ログのいずれか
または両方のファイルを調べる必要があります。

詳細ログを調べます。例:
JavaES_Install_log timestamp

最初に発生したエラーまたは警告を探して、解決します。1つのエラーを解決する
と、関連性がないように見える後続の多数のエラーも解決することがよくありま
す。

ログビューアの使用
Java ESログビューアは、JavaES_Install_log.timestampファイルまたは
JavaES_UnInstall_log.timestampファイルのULFログメッセージを表示するための、
グラフィカルな画面です。ログファイルを表示するには、ログビューアメインペー
ジの「ファイル」メニューから「Open」を選択します。指定するファイルがすでに
存在する場合または書き込み権限で開けない場合には、ログビューアエラーが発生
し、ログビューアメインページに戻ります。インストーラがソースログを記録する
ために使用するディレクトリに、そのようなファイルを置くことはできません。

1
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「Search」ボタンをクリックすると、フィルタ条件に一致するメッセージが 1つのロ
グテーブルに表示されます。ログテーブルが表示されたあとに、ログテーブルの各
行を選択すると、その詳細が表示されます。複数行の形式で表示されることもあり
ます。

フィルタのしくみ
ログ出力を調整するには、ULFログファイルを選択したあとに、ログビューアメイ
ンページで表示設定と検索条件を指定します。「Display Preferences」には、選択内
容を表示する言語と、検索したレコードの表示に適用する制限を指定します。

■ 「Language」。メッセージを表示するための翻訳言語を選択します。デフォルト
は英語です。このリストは、インストーラによって格納される翻訳リソースバン
ドルに基づいて表示されます。リソースバンドルを指定しない場合は、メッセー
ジとログビューアインタフェースは英語で表示されます。

■ 「Timestamp」。フィルタで検索して表示するレコードを設定します。オプ
ションは、「View All」、「Most Recent」、および「Oldest」です。
■ 「View All」。すべてのデータが検索されて表示されます。
■ 「Most Recent」。すべてのデータが検索されて、最新のデータが最初に表示
されます。

■ 「Oldest」。すべてのデータが検索されて、もっとも古いデータが最初に表示
されます。

メッセージをフィルタで検索するときには、重要度の高いものまたは目的に合って
いるものから表示されるように、3つの方法が用意されています。ログレベル別、ロ
ガー別、および内容別の表示方法があります。

■ 「Log Level」。メッセージを検索するときのログレベルを選択します。オプ
ションは、「SEVERE」、「ERROR」、「WARNING」、「INFO」、
「CONFIG」、「FINE」、「FINER」、および「FINEST」です。「FINEST」を選
択することは、すべてのレコードを表示することを選択することになります。ロ
グレベルを選択した場合は、そのログレベルまたはそれより重要度の高いレベル
のメッセージだけが表示されます。指定したログレベルのメッセージだけを表示
して、それ以外は除外する場合は、「Do not include more severe messages」
チェックボックスをクリックします。

■ 「Logger」。開いたファイルに適用するロガーを 1つ選択します。何も選択しな
くてもかまいません。ロガー (ULFファイルの moduleID)によって、インストーラ
のどの部分がそのログメッセージを書き込んでいるかがわかります。主要なロ
ガーとして、JAVAESConfig、JAVAESInstall、JAVAESUninstallがあります。選択
したロガーに関連付けられているメッセージだけが表示されます。また、製品コ
ンポーネントのロガーも指定できます。たとえば、WebServerInstall、
AccessManagerConfig、DirectoryServerUnInstallなどを指定できます。

■ 「Content」。「configure」などの文字列を「Only Show Entries Containing」テキ
ストボックスに入力すると、その文字列を含むメッセージだけが選択されます。
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一般的な検索条件をいくつか紹介します。

■ ログレベルが「SEVERE」のログメッセージだけをこのファイルから表示する。
■ ログレベルが「ERROR」以上のログメッセージだけを表示する。
■ インストールログメッセージのうち、ログレベルが「ERROR」以上のメッセージ
だけを表示する。

■ アンインストールイベントのログメッセージだけを表示する。

▼ ログビューアの実行
ログビューアは読み取り専用モードで動作するため、複数のユーザーが同時にログ
ビューアを実行できます。

コマンド行で、ログビューアの場所に移動します。

■ Solaris SPARCの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5i/Solaris_sparc
■ Solaris x86の場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5i/Solaris_x86
■ Linuxの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5i/Linux_x86
■ HP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5i/HPUX_PA-RISC

ログビューアを起動します。
./viewlog

ログビューアのメインページが表示されます。

「ファイル」メニューで、表示するログファイルを選択します。

選択したファイルがULFでない場合は、選択したファイルがULFでないため選択で
きないというメッセージが表示されます。ログビューアを使って表示できるのは、
ULFファイルだけです。

利用できるULFログファイルがない場合は、インストールまたはアンインストール
がまだ完了していない可能性があります。しばらく待ってから、もう一度やり直し
てください。

目的に合わせて「Display Preferences」と「Search Criteria」を選択します。

「検索」をクリックします。

フィルタ条件に一致するレコードがログテーブルに表示されます。

製品の依存関係の検証
多数の製品コンポーネントに、インストール時の相互依存関係があります。1つの製
品コンポーネントに影響を与える問題は、別の製品コンポーネントにも影響を与え
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る可能性があります。まず、『Sun Java Enterprise System 5インストール計画ガイ
ド』で説明されている内容をよく理解してください。

■ サマリーファイルおよびログファイルを参照し、関連付けられている製品に問題
が発生していないかどうか確認します。これにより、最初に解決すべきことの手
がかりが得られる可能性があります。

■ 正しい接続情報を指定しているかどうかチェックします。例:
■ Directory Serverの設定時に指定した情報は、そのDirectory Serverを使用する製
品コンポーネントに指定したディレクトリ情報と一致しているか。

■ Portal Serverまたは Portal Server Secure Remote Accessに指定したAccess Manager
の情報は、Access Managerに指定した情報と一致しているか。

製品コンポーネントの依存関係のほかに、一部の製品コンポーネントは Solaris
パッケージがホストにインストールされているかどうかにも依存しています。
パッケージが存在していない場合は、それが原因でインストールが失敗することが
あります。詳細については、リリースノートの「ソフトウェア要件」の節を参照し
てください。

製品コンポーネントの起動時に問題が発生する場合は、その製品コンポーネントの
ログファイルを調べてください。多くの製品コンポーネントのログファイルの場所
については、219ページの「製品コンポーネントのトラブルシューティングのための
ヒント」を参照してください。

リソースと設定のチェック
次のホストレベルの問題は、インストール時に問題を引き起こす可能性がありま
す。

■ アップデート:推奨アップデート (パッチ)は適用されているか。
■ ディスク容量:ディスクパーティションをどのように設定し、どのパー
ティションにインストールディレクトリを作成するか。インストールディレクト
リ /var/sadmおよび /etc/opt、または独自に指定したデフォルト以外のディレク
トリに、十分なディスクの空き容量が必要です。

■ ネットワークポート:設定時に、Java ES製品コンポーネントのポート番号を指定
します。次の項目をチェックします。
■ /etc/servicesファイルで標準ポート番号を調べる。
■ サマリーログファイルを参照し、標準の設定と比較する。ポート番号を誤って
入力していないか、またはあるサーバーに対して通常は別のサーバーで使用す
るポートを設定していないか。

■ netstat -aコマンドを使用して、現在システムで使用しているポートを調べ
る。すでに他で使用中のポート番号を割り当てていないか。
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IPアドレス:設定時に、IPアドレスを指定します。正しい IPアドレスを入力した
かどうかチェックします。確認する必要のあることがいくつかあります。
■ このシステムに複数のネットワークインタフェースがある場合、それぞれに独
自の IPアドレスが指定されているか。

■ 高可用性設定において、論理ホストの IPアドレス、またはクラスタノードの
IPアドレスを指定したか。

インストール後の設定のチェック
製品コンポーネントの起動時に問題が発生する場合は、第 6章に記述されている手
順に正しく従っていたか確認します。

配布メディアのチェック
DVDまたはCDからのインストールでは、メディアの汚れや損傷を調べます。
ディスクに汚れがあると、インストール時に問題が発生する可能性があります。

Directory Serverの接続性チェック
Directory Serverに依存する製品コンポーネントをインストールする場合、次のいずれ
かの問題によって問題が発生する可能性があります。

■ Directory Serverに対して不正なユーザー IDおよびパスワードを指定した。
■ 不正な LDAPポートを指定した。
■ Directory Serverに接続できない。
インストーラを対話モードで実行するとインストール時にDirectory Serverの接続
性がチェックされますが、サイレントモードではチェックされません。Directory
Serverを利用できない状態でサイレントインストールを実行すると、Access
Managerまたは Portal Serverのインストールが失敗する可能性があります。

Web Serverのファイルおよびディレクトリの削除
編集済みの設定ファイルなど、カスタマイズされたファイルの上書きを防ぐため
に、そのファイルが格納されるディレクトリにはWeb Serverをインストールできま
せん。

Web Serverを再インストールする場合、インストールディレクトリをチェックして、
それが空であることを確認します。空ではない場合は、どこか別の場所にファイル
をアーカイブしてからインストールを再試行します。
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パスワードの確認
インストーラは、製品コンポーネントごとにパスワードの入力を求めます。複数の
ホストに複数の製品コンポーネントをインストールする場合、各ホストで正しいパ
スワードを入力することが重要です。

パスワードの問題を解決するには、いったんアンインストールしてから再インス
トールすることが必要となる場合があります。アンインストールに失敗した場合
は、207ページの「アンインストール時に残されたファイルによるインストールの失
敗」を参照してください。

製品コンポーネントのインストール状態の検証
製品コンポーネントをインストールしたものの問題があり、再インストールまたは
アンインストールを実行できない場合は、Solarisの pkginfoコマンド、Linuxの rpm

コマンド、またはHP-UXの swlistコマンドを使用して、インストールしたコンポー
ネントパッケージを調べます。その結果を、『Sun Java Enterprise System 5インストー
ルリファレンス (UNIX版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」に記
載されている Java ESパッケージと比較します。追加のトラブルシューティング情報
については、207ページの「アンインストール時に残されたファイルによるインス
トールの失敗」を参照してください。

ヒント – Solaris 9と Solaris 10では、製品レジストリ (prodregツール)を使用することも
できます。このツールは、グラフィカルインタフェースを提供し、pkgユーティリ
ティーの代わりに、各コンポーネントおよびそのパッケージへの索引付けをしま
す。製品レジストリを起動するには、コマンドプロンプトで prodregを入力します。
詳細については、prodreg(1)のマニュアルページを参照してください。

アンインストールするための管理者アクセスの確
認
184ページの「アンインストーラ用の管理者アクセス権の付与」で説明されているよ
うに、アンインストール時に管理者アクセス権をアンインストーラに付与しなけれ
ばならないことがあります。
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インストールに関する問題の解決
ここでは、インストール時に発生する可能性のある次の問題について説明します。

■ 207ページの「アンインストール時に残されたファイルによるインストールの失
敗」

■ 208ページの「アンインストール後に製品レジストリに含まれる共有コンポーネ
ントが削除されたためにインストールが失敗する」

■ 209ページの「IBM WebSphereを Portal ServerのWebコンテナとして設定できな
い」

■ 210ページの「予期せぬ外部エラーが発生する」
■ 210ページの「グラフィカルインストーラが応答しない」
■ 211ページの「サイレントインストールの失敗:状態ファイルに互換性がない、ま
たは破損している」

■ 211ページの「状態ファイルの編集後にサイレントインストールに失敗した」
■ 212ページの「マニュアルページが表示されない」

アンインストール時に残されたファイルによるイ
ンストールの失敗
アンインストール時に製品コンポーネントファイルやパッケージが削除されずに残
されることがあります。このような場合、Java ESを再インストールする前に、
ファイルやパッケージの手動での削除が必要となる場合があります。削除したと
思っているにもかかわらず、インストーラは製品コンポーネントがホスト上にある
とレポートします。

次の状況が発生した可能性があります。

■ アンインストールが失敗し、アンインストールされなかったパッケージの名前が
エラーメッセージで示されたが、問題が解決されなかった。

■ アンインストールが失敗したがエラーが検出されなかったため、パッケージがア
ンインストールされていないのにアンインストールされたと思っている。

▼ 部分的なインストールのクリーンアップ

次のコマンドを使用して、一部だけがインストールされたパッケージがないかどう
か調べます。

Solaris OSの場合: pkginfo -p

Linux の場合: rpm -qa |grep —I ^sun | xargs rpm -V

HP-UX の場合: swlist -l product sun-*
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コマンドの出力で、一部だけがインストールされたパッケージのリストが表示され
ます。『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス (UNIX版)』の第 5
章「インストール可能なパッケージの一覧」を参照し、返されたパッケージ名に基
づいてそれらのパッケージが属している製品コンポーネントを調べます。

コンポーネントまたはパッケージを削除します。

■ Solaris 9または Solaris 10では、prodregというツールを使用します。

prodregツールを使用すると、ホスト上のパッケージベースのコンポーネントを
管理できます。各製品コンポーネントとそのパッケージについて、相互依存関係
を含む完全な情報を参照できます。prodregツールを使用して、安全に製品コン
ポーネントをアンインストールし、パッケージを削除することができます。
prodregツールで製品コンポーネントを削除すると、再インストールできるよう
になります。

■ Linuxでは、rpm -eコマンドを使用します。

製品のレジストリファイルを編集するには、
/var/opt/sun/install/productregistryファイルを開きます。このXMLファイル
には、各製品コンポーネントの説明があります。各製品コンポーネントの説明
は、<compid\>タグで始まり、</compid\>タグで終わります。製品コンポーネン
トのエントリ全体を削除します。

■ HP-UXでは、swremoveコマンドを使用します。

製品のレジストリファイルを編集するには、/var/adm/swproductregistry ファイ
ルを開きます。このXMLファイルには、各製品コンポーネントの説明がありま
す。各製品コンポーネントの説明は、<compid\>タグで始まり、</compid\>タグ
で終わります。製品コンポーネントのエントリ全体を削除します。

次のディレクトリに Java ES製品コンポーネントやパッケージがないことを確認しま
す。
/opt

/etc/opt

/var/opt

インストーラをもう一度実行します。

アンインストール後に製品レジストリに含まれる
共有コンポーネントが削除されたためにインス
トールが失敗する
Java ES 5リリースから、インストールが終了すると、製品レジストリファイル内に共
有コンポーネントが登録されるようになっています。
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Java ESアンインストーラは、製品コンポーネントをシステムから削除しますが、共
有コンポーネントは削除しません。アンインストールが終了しても、製品レジスト
リには共有コンポーネントのエントリが依然として含まれています。アンインス
トール後に Java ESの共有コンポーネントを手動で削除しても、それらのコンポーネ
ントは製品レジストリからは削除されません。したがって、次回の Java ES 5のイン
ストールは失敗します。なぜなら、手動で削除された共有コンポーネントに対する
エントリが製品レジストリ内には依然として存在するため、インストーラはそれら
のコンポーネントが存在するものと仮定するからです。

ヒント – Java ESの共有コンポーネントをシステムから手動で削除しないでください。

推奨される解決方法:製品レジストリファイルから対応するエントリを削除するか、
製品レジストリファイル自体を削除します。製品レジストリファイルからエントリ
を削除するとファイルが壊れる危険性があるため、製品レジストリの全体を削除す
ることをお勧めします。これを行う前に、Java ESコンポーネント以外の製品が製品
レジストリファイルを使用していないことを確認してください。

LinuxおよびHP-UXでは、Solaris OSに存在するグラフィカル製品レジストリに相当
するものはありません。LinuxまたはHP-UX上のファイルを手動で削除した場合
は、製品レジストリファイルを手動で編集してそれらのエントリを削除する必要が
あります。

IBM WebSphereをPortal ServerのWebコンテナと
して設定できない
WebSphereを実行していない、またはWebSphereのネイティブ設定と一致しない
WebSphere値を指定したことが原因として考えられます。この問題の解決には、次
の 2つの方法があります。Solaris OSでは、IBM WebSphereのみがWebコンテナとし
てサポートされます。

設定のチェック
1つの方法は、WebSphereインスタンスの設定をチェックすることです。

▼ WebSphere設定のチェック

WebSphereが実行されていることを確認します。

次のインストーラフィールドの値を調べます。

■ WebSphere仮想ホスト (状態ファイルの PS_IBM_VIRTUAL_HOST)
■ Application Server名 (状態ファイルの PS_IBM_APPSERV_NAME)

1
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WebSphereツールで設定をチェックし、これらの値と一致する値を確実に入力しま
す。

再試行します。

新しいインスタンスの作成
もう 1つの方法は、WebSphereエンティティーの新しいインスタンスを作成すること
です。

▼ WebSphereエンティティーの新しいインスタンスの作成

adminclient.shを使用して、WebSphereコンソールを起動します。

新しい仮想ホストのインスタンスおよび新しいApplication Serverのインスタンス名を
作成します。

ノード (通常はホスト名)の下のエントリをクリックし、Regen WebServer Pluginを選
択します。

このプロセスにより、plugin設定ファイルに新しいエントリが保存されます。イン
ストーラによって、その正式名称がチェックされます。

インストーラに戻り、作成した値を入力します。

予期せぬ外部エラーが発生する
電源障害またはシステム障害が発生した可能性があります。またはCTRL/Cを入力し
て、インストーラのプロセスを停止した可能性もあります。

推奨される解決方法:インストール中または設定プロセスで障害が発生した場合は、
おそらく一部だけがインストールされたままになっています。アンインストーラを
実行します。アンインストーラが失敗した場合は、213ページの「アンインストール
が失敗し、ファイルが削除されずに残った」の手順に従います。

グラフィカルインストーラが応答しない
イメージが入力を受け付けるようになる前に、インストーラによって画面上にイ
メージが作成されることがあります。待ちきれずにインストールウィザードで何度
も「次へ」をクリックすることは避けてください。

推奨される解決方法:デフォルトの選択肢を表すボタンには、青い四角形が表示され
ます。この四角形は、ボタンが表示されたあとに表示されることがあります。ボタ
ンをクリックするときは、青い四角形が表示されるまで待ってください。
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サイレントインストールの失敗:状態ファイルに
互換性がない、または破損している
使用しているプラットフォームで作成された状態ファイルを使用している場合、
ファイルが壊れ、原因不明であるというエラーが発生する可能性があります。この
問題の解決には、次の 2つの方法があります。

新しい状態ファイルの生成
■ サイレントインストールを実行しているのと同じプラットフォームで状態ファイ
ルを作成した場合は、新しい状態ファイルを生成して再インストールします。

■ 別のプラットフォームまたは別のバージョンで作成した状態ファイルを使用して
いる場合、問題は、その状態ファイルが、作成したときと同じタイプのプラット
フォームだけで実行できることです。たとえば、状態ファイルを Solaris 9で作成
した場合、そのファイルは Solaris 10では使用できません。また、x86プラット
フォームで作成した状態ファイルは、SPARCプラットフォームでは使用できませ
ん。

プラットフォームに適した新規 IDの作成
状態ファイルを作成したプラットフォームが、サイレントインストールを実行して
いるプラットフォームと異なる場合、状態ファイルに対してプラットフォームに適
した IDを新たに作成します。この方法については、124ページの「プラットフォー
ムに適した状態ファイル IDの作成」を参照してください。

状態ファイルの編集後にサイレントインストール
に失敗した
状態ファイルを編集した場合、それによってエラーが発生した可能性があります。
次の点をチェックし、120ページの「状態ファイルの作成」の説明に従って状態
ファイルを再生成します。

■ すべてのローカルホストパラメータが設定され、矛盾のない値が設定されている
か。

■ パラメータ値の大文字、小文字の区別は適切か。
■ 目的のパラメータを入力せずに、必須のパラメータを削除してしまっていない
か。

■ 使用するすべてのポート番号は有効であり、かつ割り当て済みではないか。

推奨される解決方法:問題を解決し、状態ファイルを再生成します。
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マニュアルページが表示されない
この問題が起きる場合、たいていはインストールしたコンポーネントのMANPATH
環境変数が正しく設定されていないことが原因です。

推奨される解決方法:新しいマニュアルページに直接関連付けるように /etc/MANPATH

を更新します。131ページの「マニュアルページの確認」を参照してください。

アンインストールに関する問題の解決
ここでは、アンインストール時に発生する可能性のある次の問題について説明しま
す。

■ 212ページの「アンインストーラが見つからない」
■ 213ページの「アンインストールが失敗し、ファイルが削除されずに残った」
■ 214ページの「製品レジストリが破損している」

アンインストーラが見つからない
Java ESのインストールプログラムは、システム上の次の場所に uninstall (アンインス
トーラ)を格納します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

アンインストーラがこのディレクトリにない場合は、次のいずれかの原因が考えら
れます。

■ このホストに Java ESがインストールされたことが一度もない
■ Java ESアンインストーラは、すでにアンインストーラを含むすべての製品コン
ポーネントをこのホストから削除している。

アンインストール時に、どの Java ES製品コンポーネントもホストに存在しないこ
とを検出すると、アンインストーラはアンインストーラ自身をもアンインストー
ルします。

■ 失敗したインストールの実行中に、次のいずれかの状況が生じた。
■ アンインストーラがホストにインストールされなかった。
■ アンインストーラは削除されたが、一部の Java ES製品コンポーネントはホス
トに残された。

推奨される解決方法: 213ページの「アンインストールが失敗し、ファイルが削除さ
れずに残った」の説明に従ってシステムを手動でクリーンアップします。
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アンインストールが失敗し、ファイルが削除され
ずに残った
アンインストーラがファイルまたはプロセスを削除できなかったために手動クリー
ンアップが必要となった場合は、次の手順を実行し、システムからパッケージを削
除します。

▼ 手動でのパッケージのクリーンアップ

削除が必要なパッケージを特定します。

システム上のパッケージを、『Sun Java Enterprise System 5インストールリファレンス
(UNIX版)』の第 5章「インストール可能なパッケージの一覧」に記載されている
Java ESパッケージと比較します。207ページの「アンインストール時に残された
ファイルによるインストールの失敗」も参照してください。次のコマンドを使用し
て、インストールされているパッケージを判定できます。

■ Solaris OS pkginfoまたは prodregユーティリティー
■ Linux rpmコマンド
■ HP-UX swlistコマンド

Java ES製品コンポーネントの実行中のプロセスをすべて停止します。
プロセスの停止手順の概要については、第 6章の製品コンポーネントマニュアルを
参照してください。

以後のインストールで再利用を考えているカスタム設定データとユーザーデータを
すべてバックアップします。

バックアップすべき設定データやユーザーデータについては、172ページの「Java ES
製品コンポーネントのアンインストール動作の確認」を参照してください。詳細に
ついては、各製品コンポーネントのマニュアルを参照してください。

pkgrm、rpm -e、または swremoveコマンドを使って Java ESコンポーネントパッケージ
を削除します。

以後のインストールで使用しない、残されている製品コンポーネントディレクトリ
とその内容をすべて削除します。これらのディレクトリをあとで利用する場合は、
別の場所に移動します。

次の場所にある製品レジストリファイルを更新します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/productregistry
■ Linuxの場合: /var/opt/sun/install/productregistry
■ HP-UXの場合: /var/adm/sw/productregistry
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アンインストーラはこのレジストリを使用して、ホストにインストールされている
製品コンポーネントを特定します。インストーラとアンインストーラは、インス
トールまたはアンインストールの完了時に製品レジストリを更新します。

注 –アンインストーラを使用せずに、パッケージを手動で削除した場合は、システム
にインストールされているソフトウェアを製品レジストリが正しく反映するよう
に、このファイルを手動で更新する必要があります。

次の場所にあるシステムのログファイルをクリーンアップします。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

ログファイルは、パッケージを手動削除したあとのシステムの状態を正しく反映し
ていない可能性があります。

製品レジストリが破損している
アンインストール時に、アンインストーラは製品レジストリファイルを使用して、
アンインストールが必要な要素を特定します。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/productregistry
■ Linuxの場合: /var/opt/sun/install/productregistry
■ HP-UXの場合: /var/adm/sw/productregistry

■ アンインストーラが失敗した場合は、バックアップコピーから製品レジストリを
復元してからアンインストールを再実行しなければならないことがあります。

■ パッケージを手動で削除した場合、製品レジストリは自動更新されません。製品
レジストリがシステムの状態を正しく反映していないために、後でアンインス
トーラを実行したときに問題が生じる可能性があります。このような場合は、再
インストールを行なってから、アンインストーラを再実行します。

Common Agent Containerの問題の解決
ここでは、Common Agent Containerの共有コンポーネントに関連して起きる可能性
のある次の問題について説明します。

■ 215ページの「ポート番号の競合」
■ 216ページの「ルートパスワードの安全性が危惧される場合」

7
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ポート番号の競合
Java ESに付属のCommon Agent Container (V2.0)は、デフォルトで次のポート番号を
予約します。

■ JMXポート (TCP) = 11162
■ SNMPアダプタポート (UDP) = 11161
■ トラップ用 SNMPアダプタポート (UDP) = 11162
■ Commandstreamアダプタポート (TCP) = 11163
■ RMIコネクタポート (TCP) = 11164

Sun Clusterソフトウェアのインストールの問題を解決する場合、Sun Clusterソフト
ウェアでは異なるバージョンのCommon Agent Containerが使用されるため、ポート
の割り当てが異なります。この場合、デフォルトのポートは次のようになります。

■ JMXポート (TCP) = 10162
■ SNMPアダプタポート (UDP) = 10161
■ トラップ用 SNMPアダプタポート (UDP) = 10162
■ Commandstreamアダプタポート (TCP) = 10163
■ RMIコネクタポート (TCP) = 10164

上記のポート番号のいずれかがすでにインストール時に予約されている場合は、
Common Agent Containerが使用するポート番号を次の手順の説明に従って変更しま
す。

ポート番号の確認
Common Agent Containerの cacaoadmコマンドの詳細については、cacaoadmのマ
ニュアルページを参照してください。このマニュアルページをコマンド行に表示で
きない場合は、MANPATHが正しく設定されているか確認します。131ページの「マ
ニュアルページの確認」を参照してください。

▼ Solaris OSのポートの確認

rootとして、Common Agent Container管理デーモンを停止します。
/usr/sbin/cacaoadm stop

次の構文を使用して、ポート番号を変更します。

/usr/sbin/cacaoadm set-param param=value

たとえば、SNMPアダプタが占有するポートをデフォルトの 11161から 11165に変更
するには、次のようにします。

注 – Sun Clusterソフトウェアの場合は、前述のポートを使用します。
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/usr/sbin/cacaoadm set-param snmp-adaptor-port=11165

Common Agent Container管理デーモンを再起動します。
/usr/sbin/cacaoadm start

▼ LinuxまたはHP-UXのポートの確認

rootとして、Common Agent Container管理デーモンを停止します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

次の構文を使用して、ポート番号を変更します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm set-param param=value

たとえば、SNMPアダプタが占有するポートを 11161から 11165に変更するには、次
のようにします。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm set-param snmp-adaptor-port=11165

Common Agent Container管理デーモンを再起動します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm start

ルートパスワードの安全性が危惧される場合
Java ESが稼働するホストで、セキュリティーキーを再生成することが必要になる場
合があります。たとえば、ルートパスワードが他の人に知られたおそれがあり、安
全性が危うくなっている場合には、セキュリティーキーを再生成することが必要で
す。Common Agent Containerサービスによって使用されるキーは、次の場所に格納
されています。

Solaris OSの場合: /etc/opt/SUNWcacao/securityLinuxおよびHP-UXの場合:
/etc/opt/sun/cacao/security

通常の動作では、これらのキーはデフォルトの構成のままとなります。キーの安全
性が危うくなったために、キーを再生成することが必要な場合は、次の手順でセ
キュリティーキーを再生成できます。

▼ Solaris OSの場合のキー生成

rootとして、Common Agent Container管理デーモンを停止します。
/usr/sbin/cacaoadm stop

セキュリティーキーを再生成します。
/usr/sbin/cacaoadm create-keys --force
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Common Agent Container管理デーモンを再起動します。
/usr/sbin/cacaoadm start

注 – Sun Clusterソフトウェアの場合は、この変更をクラスタ内のすべてのノードに伝
達する必要があります。詳細については、『Sun Cluster Software Installation Guide for
Solaris OS』の「How to Finish a Rolling Upgrade to Sun Cluster 3.1 8/05 Software」を参照
してください。

▼ LinuxおよびHP-UXの場合のキー生成

rootとして、Common Agent Container管理デーモンを停止します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

セキュリティーキーを再生成します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm create-keys --force

Common Agent Container管理デーモンを再起動します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm start

cacaoadmコマンドの詳細については、cacaoadm(1M)のマニュアルページを参照して
ください。

インストール後の起動/再起動の問題の解決
ここでは、インストール後に発生する可能性のあるさまざまな問題について説明し
ます。

■ 217ページの「監視規則が動作しなくなる (状態は不明)」
■ 218ページの「Java DBの再起動後、ポータルデータベースが見つからない」

監視規則が動作しなくなる (状態は不明)
Application Serverを再起動した場合、Application ServerとMonitoring Consoleの間の通
信が中断され、再度有効にする必要があります。以前動作していた監視規則が動作
しなくなり、不明の状態になります。Application Serverホストで共通エージェントコ
ンテナを再起動した場合は、Monitoring Consoleホストでも共通エージェントコンテ
ナを再起動する必要があるため、問題は引き続き存在します。
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▼ Application ServerからMonitoring Consoleへの通信の再確立

rootとして、Application Serverがあるホストで共通エージェントコンテナを再起動し
ます。例:
/usr/sbin/cacaoadm start

次に、Monitoring Consoleがあるホストに移動し、共通エージェントコンテナを再起
動します。例:

共通エージェントコンテナがすでに実行されている場合は、いったん停止してか
ら、次のコマンドを使用して起動します。

Solaris OSの場合:
/usr/sbin/cacaoadm stop

/usr/sbin/cacaoadm start

LinuxおよびHP-UXの場合:

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

/opt/suncacao/bin/cacaoadm start

Java DBの再起動後、ポータルデータベースが見
つからない
これは、デフォルトのApplication Serverコマンドを使用して Java DBを再起動した
(asadmin stop-databsse、次に asadmin start-database )あとで、Java DBを使用する
Application Serverサンプルを配備したときに発生することがあります。Portal Server
サンプルにアクセスできなくなります。

推奨される解決方法:この問題の対処方法は多数あります。

1. Java DBを停止しないでください。

2. Java DBを停止した場合は、Application Serverデータベースを代わりの場所に作成
できる次のコマンドを使用して Java DBを再起動します。

Solaris OSの場合: /asadmin start-database --dbhome /var/opt/SUNWportal/derby

Linuxおよび HP-UXの場合: /asadmin start-database --dbhome

/var/opt/sun/portal/derby

データベースをデフォルトの場所に配置する場合は、デフォルト以外のポートを
使用して Java DBの 2つ目のインスタンスを起動し、Application Serverサンプル
common.propertiesファイルで正しいDerbyポートを指定します。例: asadmin
start-database --dbport 1528
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製品コンポーネントのトラブルシューティングのための
ヒント

このセクションの表では、製品コンポーネントの問題を解決するためのさまざまな
ヒントを提供し、役立つマニュアルを紹介します。ここで説明する内容は、次のと
おりです。

■ 219ページの「Access Managerのトラブルシューティングのヒント」
■ 220ページの「Application Serverのトラブルシューティングのヒント」
■ 220ページの「Directory Serverのトラブルシューティングのヒント」
■ 221ページの「Message Queueのトラブルシューティングのヒント」
■ 221ページの「Monitoring Consoleのトラブルシューティングのヒント」
■ 222ページの「Portal Serverのトラブルシューティングのヒント」
■ 223ページの「Portal Server Secure Remote Accessのトラブルシューティングのヒン
ト」

■ 223ページの「Service Registryのトラブルシューティングのヒント」
■ 224ページの「Sun Clusterソフトウェアのトラブルシューティングのヒント」
■ 224ページの「Web Proxy Serverのトラブルシューティングのヒント」
■ 225ページの「Web Serverのトラブルシューティングのヒント」
■ 225ページの「トラブルシューティングの追加情報」

Access Managerのトラブルシューティングのヒン
ト

表 9–2 Access Managerのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

設定ファイル AMConfig.properties

■ Solaris OSの場合: /etc/opt/SUNWam/config
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /etc/opt/sun/identity/config

ログファイルとデ
バッグファイル

ログファイルのディレクトリ:
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWam/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/identity/logs

デバッグファイルのディレクトリ:
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWam/debug
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/identity/debug

デバッグモード 『Sun Java System Access Manager 7.1 Developer’s Guide』の「Auditing
Features」の章を参照してください。

製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント

第 9章 • トラブルシューティング 219



Application Serverのトラブルシューティングのヒ
ント

表 9–3 Application Serverのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル ログファイルのディレクトリ:
■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs/
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs/

Application Serverインスタンスのログディレクトリ (最初に作成するインス
タンスのデフォルトの場所):
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合:

/var/opt/sun/appserver/domains/domain1/logs

メッセージログのファイル名:

server.log (サーバーインスタンスごとに存在する)

設定ファイル ■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWappserver/appserver/config/asenv.conf
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/appserver/config/asenv.conf

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Application Server Enterprise Edition 8.2トラブルシュー
ティングガイド』を参照してください。

Directory Serverのトラブルシューティングのヒン
ト

表 9–4 Directory Serverのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル インストールログファイル:
■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.0管理ガイド』のパー
ト I「Directory Serverによる管理」を参照してください。

『Sun Java System Directory Server Enterprise Edition 6.0管理ガイド』のパー
ト II「Directory Proxy Serverによる管理」を参照してください。
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Message Queueのトラブルシューティングのヒン
ト

表 9–5 Message Queueのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル インストールログファイル:
■ Solaris OSの場合: /var/sadm/install/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/install/logs

ブローカログファイル:
■ Solaris OSの場合: /var/mq/instances/ instance-name/log
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/mq/instances/

instance-name/log

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Message Queue 3 2005Q4管理ガイド』の「問題のトラブル
シューティング」の章を参照してください。

パフォーマンスの問題については、『Sun Java System Message Queue 3 2005Q4
管理ガイド』の「メッセージサービスの分析と調整」を参照してくださ
い。

Monitoring Consoleのトラブルシューティングの
ヒント

表 9–6 Monitoring Consoleのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

設定ファイル Monitoring Consoleの場合:
■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWjesmc/WEB-INF/web.xml
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/jesmc/WEB-INF/web.xml
■ Solaris OSの場合: /etc/opt/SUNWmfwk/config/mfwk.properties
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /etc/opt/sun/mfwk/config/mfwk.properties
■ Solaris OSの場合: /etc/opt/SUNWmfwk/config/masteragent.properties
■ LinuxおよびHP-UXの場合:

/etc/opt/sun/mfwk/config/masteragent.properties

製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント
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表 9–6 Monitoring Consoleのトラブルシューティングのヒント (続き)
トピック 詳細

ログファイル Monitoring Consoleの場合:
■ /var/log/webconsole/console/console_config_log (すべてのプラット
フォーム)

■ /var/log/webconsole/console/console_debug_log (すべてのプラット
フォーム)

Monitoring Frameworkの場合:
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWmfwk/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/mfwk/logs

トラブルシュー
ティング

Monitoring Consoleにアクセスできない場合は、『Sun Java Enterprise System 5
監視ガイド (UNIX版)』の「Monitoring Consoleのトラブルシューティング」
を参照してください。監視対象のコンポーネントがMonitoring Consoleに表
示されない場合は、『Sun Java Enterprise System 5監視ガイド (UNIX
版)』の「Monitoring Frameworkのトラブルシューティング」を参照してく
ださい。

Portal Serverのトラブルシューティングのヒント
Portal Serverは、Access Managerと同じログファイルとデバッグファイルを使用しま
す。

表 9–7 Portal Serverのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

デバッグファイル Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWam/debug

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/identity/debug

Portal Serverデスクトップのデバッグファイル:

Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWam/debug/desktop and
/var/opt/SUNWam/debug/desktop.dpadmin.debug

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/identity/debug/desktop and
/var/opt/sun/identity/debug/desktop.dpadmin.debug

dpadmin、par、rdmgr、および sendrdmという Portal Serverコマンド行ユー
ティリティーには、デバッグメッセージを生成するためのオプションがあ
ります。それらのオプションについては、『Portal Server管理ガイド』を参
照してください。

ログファイル Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWam/logs

LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/identity/logs

製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント
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表 9–7 Portal Serverのトラブルシューティングのヒント (続き)
トピック 詳細

トラブルシュー
ティング

『Sun Java System Portal Server 7.1管理ガイド』を参照してください。

Portal Server Secure Remote Accessのトラブル
シューティングのヒント
Portal Gatewayのデバッグログは次のディレクトリに格納されます。

■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWportal/debug
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/portal/debug and

/var/opt/sun/identity/debug/desktop/debug

注 – Solaris OSの場合、Access Manager管理コンソールからロギングをオンにすると、
NetFileなどの Portal Serverサービスのログは /var/opt/SUNWam/debugに作成されま
す。

Service Registryのトラブルシューティングのヒン
ト

表 9–8 Service Registryのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル インスタンスログのディレクトリ:
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWsrvc-registry/domains/registry/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合:

/var/opt/sun/srvc-registry/domains/registry/logs

メッセージログファイルの名前は server.logです。

設定ファイルの場所 Solaris OSの場合: /opt/SUNWsrvc-registry/install/install.properties

LinuxおよびHP-UXの場合:
/opt/sun/srvc-registry/install/install.properties

トラブルシュー
ティング

『Service Registry 3.1管理ガイド』を参照してください。

製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント
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Sun Clusterソフトウェアのトラブルシューティン
グのヒント

注 – HP-UXおよび Linuxでは、Sun Clusterコンポーネントはサポートさません。

表 9–9 Sun Clusterソフトウェアのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル デフォルトのログディレクトリ: /var/cluster/logs/install

エラーメッセージ: /var/adm/messages

トラブルシュー
ティング

『Sun Cluster Software Installation Guide for Solaris OS』を参照してください。

Web Proxy Serverのトラブルシューティングのヒ
ント

表 9–10 Web Proxy Serverのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル デフォルトのログの場所:
■ Solaris OSの場合: /opt/SUNWproxy/proxy-instance-name /logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webproxyserver//

proxy-instance-name/logs

errorsログファイルには、サーバーで発生したすべてのエラーが一覧表示さ
れます。accessログファイルには、サーバーに対する要求と、サーバーから
の応答に関する情報が記録されます。詳細については、『Sun Java System
Web Proxy Server 4.0.4管理ガイド』を参照してください。

設定ファイルの
ディレクトリ

Solaris OSの場合: /opt/SUNWproxy/proxy-instance-name /config

LinuxおよびHP-UXの場合: /opt/sun/webserver/proxy-instance-name /config

デバッグモード /server-root/proxy-instance-name/config/server.xmlファイル内の LOG要素の
loglevel属性の値を、次の値に設定できます。info、fine、finer、finest。

製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント
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Web Serverのトラブルシューティングのヒント

表 9–11 Web Serverのトラブルシューティングのヒント

トピック 詳細

ログファイル Web Serverのログファイルは 2種類あります。errorsログファイルと access

ログファイルです。errorsログファイルには、サーバーで発生したすべて
のエラーがリストされます。accessログファイルには、サーバーに対する
要求と、サーバーからの応答に関する情報が記録されます。詳細について
は、『Sun Java System Web Server 7.0管理ガイド』を参照してください。

これらのログは、次のディレクトリにあります。
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/https- instancename/logs
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/opt/sun/webserver7/https-

instancename/logs

Web Serverの設定が「今すぐ設定」インストール時に失敗する場合は、次の
ログの追加情報を参照してください。
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/setup/WebServer_Install.log
■ LinuxおよびHP-UXの場合:

/var/opt/sun/webserver7/setup/WebServer_Install.log

管理サーバーのエラーログは、次の場所にあります。
■ Solaris OSの場合: /var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/logs/errors
■ LinuxおよびHP-UXの場合:

/var/opt/sun/webserver7/admin-server/logs/errors

設定ファイルの
ディレクトリ

■ Solaris OSの場合:/var/opt/SUNWwbsvr7/https- instance-name/config
■ LinuxおよびHP-UXの場合:/var/opt/sun/webserver7/https-

instance-name/config

トラブルシューティングの追加情報
このマニュアルに記載されている次の情報も、トラブルシューティングに役立ちま
す。

■ 第 6章には、インストール後設定の実行手順が含まれています。
■ 第 8章には、Java ESソフトウェアのアンインストール時に発生する可能性のある
問題に関する情報が含まれています。

製品コンポーネントのトラブルシューティングのためのヒント
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このリリースの Java ESコンポーネント

この付録では、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)ソフトウェアに含まれる製品コン
ポーネントと共有コンポーネントの一覧を示します。

■ 227ページの「製品コンポーネント」
■ 230ページの「共有コンポーネント」

製品コンポーネント
Java ESインストーラの「ソフトウェアコンポーネントの選択」ページでは、製品コ
ンポーネントが、提供されるサービスごとにグループ化されています。製品コン
ポーネントのインストール時にともにインストールされるサブコンポーネントは、
それぞれ次のとおりです。

注 – HP-UXでは、Sun Clusterコンポーネント、Directory Preparation Tool、HADB、ま
たはサードパーティーのWebコンテナはサポートされません。Linuxで「今すぐ設
定」設定オプションを使用する場合、Sun Clusterコンポーネントはサポートされ
ず、サードパーティーコンテナは BEA WebLogicのみがサポートされます。

コラボレーションサービス

■ Portal Server 7.1
■ Portal Server Secure Remote Access 7.1

■ ゲートウェイ
■ Netletプロキシ
■ Rewriterプロキシ

■ Directory Preparation Tool 6.4 (Directory ServerでCommunications Servicesがサポート
されるときに使用される)

Webサービスとアプリケーションサービス
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■ Application Server Enterprise Edition 8.2
■ Domain Administration Server
■ Application Serverノードエージェント
■ コマンド行管理ツール
■ Load Balancing Plugin

Web Server 6.xまたはApache Web Server 1.3.33以降のリリースのいずれかで使用
できます。これは、設定時に選択できます。Apache Web Serverは、HP-UXで
はサポートされません。デフォルトはWeb Serverです。

■ サンプルアプリケーション
■ Web Server 7.0

■ Web Server CLI
■ Web Serverコア
■ Web Serverサンプル

■ Web Proxy Server 4.0.4
■ Message Queue 3.7 UR1
■ Service Registry 3.1

■ Service Registryクライアントサポート
■ Service Registry配備サポート

ディレクトリサービスとアイデンティティーサービス

■ Access Manager 7.1
■ Access Managerコアサービス
■ Access Manager管理コンソール
■ 連携管理の共有ドメインサービス
■ Access Manager SDK
■ Access Manager分散認証ユーザーインタフェース
■ Access Managerクライアント SDK
■ Access Managerセッションフェイルオーバークライアント

■ Directory Server Enterprise Edition 6.0
■ Directory Server 6 Core Server
■ Directory Service Control Center
■ Directory Serverコマンド行ユーティリティー
■ Directory Proxy Server 6 Core Server

可用性サービス

注 – Sun Clusterコンポーネントは、LinuxまたはHP-UXで利用できません。

■ Sun Cluster 3.1 8/06

製品コンポーネント
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■ Sun Clusterコア
■ Sun Cluster Agents 3.1

注 –利用可能な Sun Clusterエージェントのリストは、SPARCオペレーティングシ
ステムと x86オペレーティングシステムとで異なっています。

■ HA Application Server
■ HA Message Queue
■ HA Directory Server
■ HA Messaging Server
■ HA Application Server EE (HADB)
■ HA/Scalable Web Server
■ HA Instant Messaging
■ HA Calendar Server
■ HA Apache Tomcat
■ HA Apache
■ HA DHCP
■ HA DNS
■ HA MySQL
■ HA Sun N1 Service Provisioning
■ HA NFS
■ HA Oracle
■ HA Samba
■ HA Sun N1 Grid Engine
■ HA Solaris Containers

■ Sun Cluster Geographic Edition 3.1 2006Q4

注 – Sun Cluster Geographic Editionは、Solaris x86ではサポートされません。

■ Sun Cluster Geographic Editionコア
■ Sun StorEdge Availability Suite
■ Hitachi Truecopyデータ複製サポート (SPARCのみ)
■ EMC SRDFデータ複製

■ High Availability Session Store 4.4

共有サービス

■ すべての共有コンポーネント
■ Monitoring Console 1.0
■ Java DB 10.1

■ Java DBクライアント

製品コンポーネント
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■ Java DBサーバー

共有コンポーネント
共有コンポーネントは、製品コンポーネントにローカルサービスとテクノロジサ
ポートを提供します。Java ES製品コンポーネントをインストールすると、そのコン
ポーネントに必要な共有コンポーネントがインストールされていない場合に、イン
ストーラは自動的にそれらの共有コンポーネントをインストールします。共有コン
ポーネントは選択可能ではありません。

このリリースの Java ESには、次の共有コンポーネントが含まれています。

■ ANT (Jakarta ANT Java/XMLベースのビルドツール) 1.6.5
■ ACL (Apache Common Logging) 1.0.4
■ BDB (Berkeley Database) 4.2.52
■ Common Agent Container 1.1 (Sun Clusterのみ)
■ Common Agent Container 2.0
■ FastInfoSet 1.0.2
■ ICU 3 ((International Components for Unicode) 3.2
■ J2SETM (Java 2 Platform, Standard Edition) platform 5.0 Update 6

注 – HP-UXでは、バージョン 5.0 Update 3がサポートされます。

■ JAF (JavaBeansTM Activation Framework) 1.0.3
■ JATO (Java Studio Web Application Framework) 2.1.5
■ JavaHelpTM 2.0
■ JavaMailTM API 1.3.2
■ JAXB (Java API for XML Binding) 2.0.3
■ JAXP (Java API for XML Processing) 1.3.1
■ JAXR (Java API for XML Registries) 1.0.8
■ JAXRPC (Java API for XML-based Remote Procedure Call) 1.1.3_01
■ JAXWS (Java API for Web Services) 2.0
■ JDMK (Java Dynamic ManagementTM Kit) 5.1_02
■ JSS (Java Security Services) 4.2.4
■ JSS3 (Java用のネットワークセキュリティーサービス) 3.1.11
■ JSTL (Java Server Pages標準タグライブラリ) 1.0

共有コンポーネント
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■ KTSE (KT Search Engine) 1.3.4
■ LDAP C SDK 6.0
■ LDAP Java SDK 4.19
■ MA Core (Mobile Access Core) 6.3.1
■ NSPR (Netscape Portableランタイム) 4.6.3
■ NSPRD (Netscape Portableランタイムの開発) 4.6
■ NSS (ネットワークセキュリティーサービス) 3.11
■ NSSU (Network Security Service Utilities) 3.11
■ SAAJ (SOAP with Attachments API for Java) 1.3
■ SASL (Simple Authentication and Security Layer) 2.19
■ Sun Explorer Data Collector (Solaris OSのみ) 4.3.1
■ Sun Java Monitoring Framework 2.0
■ Sun Java Webコンソール 3.0.2
■ WSCL (Web Services Common Library) 2.0
■ XWSS (XML Web Services Security) 2.0

共有コンポーネント
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インストールコマンド

この付録では、Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)インストールユーティリティーの
実行で使用するコマンド構文とオプションについて説明します。

■ 233ページの「installerまたは installコマンド」
■ 236ページの「uninstallコマンド」
■ 237ページの「viewlogコマンド」

installerまたは installコマンド
Java ESには 2つのインストーラがあります。

■ installerユーティリティー: Java ES標準のインストーラで、オペレーティングシ
ステムディレクトリの最上位インストールディレクトリにあります。インストー
ラにパッチが適用されている場合を除いて、このインストーラを使用します。

■ installユーティリティー:パッケージ版の Java ESインストーラで、パッチを適用
するために使用されます。installerにバグがある場合は、Sunが installerを修正し
て、そのインストーラパッケージ用のパッチを作成することがあります。パッチ
の適用以降は、そのリリースにはパッケージ版のインストーラ (install)を使用
するようにしてください。つまり、パッチによる修正が含まれるインストーラを
起動することになります。このユーティリティーは、viewlogユーティリティー
とともに次のディレクトリにあります。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5i
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5i

コマンドの構文はどちらも同じです。

installer [option]...

次の表に、installerコマンドまたは installコマンドのオプションを説明します。
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表 B–1 Java ESインストールコマンドのオプション

オプション 説明

-help インストーラに使用できるコマンド行オプションを定義します。

-id 状態ファイル IDを画面上に出力します。

-no ソフトウェアをインストールしない設定でインストーラを実行しま
す。

-noconsole インストーラをサイレントモードで起動し、グラフィカルインタ
フェースを抑制します。サイレントモードでインストーラを起動す
るには、このオプションと -stateを組み合わせて指定します。

-nodisplay インストーラをテキストベースモードで起動します (グラフィカル
インタフェースを起動しない)。

-noreporter Java ESレポータのインストールを抑制します (レポータインストー
ルユーティリティーを起動しない)。

-reporter コマンド行で Java ESレポータインストールユーティリティーを個
別のインストールセッションとして起動します。–noreporterオプ
ションを使用して Java ESインストールを実行した後、または Java
ESのサイレントインストール (Java ESのサイレントインストールで
はレポータをインストールできない)を実行した後で使用します。
レポータインストールのためのユーザー入力には、レポータがイン
ターネット経由で Sunにアクセスするために使用するプロキシの
URLまたは IPアドレスを含めます。

-saveState [statefile ] statefileによって指定される場所に状態ファイルを生成するように
インストーラに指示します。状態ファイルは、サイレントインス
トールの実行に使用されます。

指定されたファイルが存在しない場合、このファイルは自動的に作
成されます。

statefileの値を省略すると、インストーラはデフォルトの
statefile.outファイルに書き込みます。

以後のインストールセッションで連続して同じ状態ファイルを指定
することができます。初回のセッションが終了すると、ファイル名
に nが追加されます。この nはゼロ (0)から始まる整数で、
セッションが開始されるたびに増えます。

-state statefile 指定された状態ファイルをサイレントインストールの入力として使
用します。サイレントインストールを開始するには、このオプ
ションと -noconsoleを組み合わせて指定します。

-version 製品名、日付、ビルド、パッチレベルなどのビルド情報を出力しま
す。主に内部で使うツールですが、バグを送信するときに役立つこ
とがあります。

installerまたは installコマンド
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例
次の表または例では、使用するインストーラ (installerまたは install)に置き換え
てください。

インストールディレクトリからインストーラをグラフィカルモードで実行する。

./installer

インストーラをテキストベースモードで実行する。

./installer -nodisplay

ソフトウェアをインストールせずに、インストーラをグラフィカルモードで実行す
る。

./installer -no

ソフトウェアをインストールせずに、状態ファイルをグラフィカルモードで作成す
る。

./installer -no -saveState myInstallStatefile

ソフトウェアをテキストベースモードでインストールしながら、状態ファイルを作
成する。

./installer -nodisplay -saveState myInstallStatefile

インストーラをサイレントモードで実行する。

./installer -noconsole -state myInstallStatefile

Java ESレポータをインストールせずに、インストーラをグラフィカルモードで実行
する。

./installer -noreporter

レポータインストールユーティリティーを使用して、個別のセッションとして Java
ESレポータをインストールする (Java ESインストーラを起動しない)。

./installer -reporter

installerまたは installコマンド
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uninstallコマンド
インストールが完了すると、アンインストーラ uninstallユーティリティーが次の場
所に配置されます。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5

Java ES uninstallコマンドの書式は次のとおりです。

uninstall [option]...

次の表に、uninstallコマンドのオプションを説明します。

表 B–2 Java ESアンインストールのコマンド行オプション

オプション 説明

-help アンインストーラに使用できるコマンド行オプションを定義しま
す。

-id 状態ファイル IDを画面上に出力します。

-no ソフトウェアを削除しない設定でアンインストーラを実行します。

-noconsole アンインストーラをサイレントモードで起動し、グラフィカルイン
タフェースを抑制します。サイレントモードでアンインストーラを
起動するには、このオプションと -stateを組み合わせて指定しま
す。

-nodisplay アンインストーラをテキストベースモードで起動します (グラ
フィカルインタフェースを起動しない)。

-saveState [statefile ] statefileによって指定される場所に状態ファイルを生成するように
アンインストーラに指示します。状態ファイルは、サイレントアン
インストールの実行に使用されます。

指定されたファイルが存在しない場合、このファイルは自動的に作
成されます。

statefileの値を省略すると、アンインストーラはデフォルトの
statefile.outファイルに書き込みます。

以後のアンインストールセッションで連続して同じ状態ファイルを
指定することができます。初回のセッションが終了すると、ファイ
ル名に nが追加されます。この nはゼロ (0)から始まる整数で、
セッションが開始されるたびに増えます。

-state statefile 指定された状態ファイルをサイレントアンインストールの入力とし
て使用します。サイレントアンインストールを開始するには、この
オプションと -noconsoleを組み合わせて指定します。

uninstallコマンド
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表 B–2 Java ESアンインストールのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

-version 製品名、日付、ビルド、パッチレベルなどのビルド情報を出力しま
す。主に内部で使うツールですが、バグを送信するときに役立つこ
とがあります。

例
アンインストーラディレクトリからアンインストーラをグラフィカルモードで実行
する。

./uninstall

アンインストーラをテキストベースモードで実行する。

./uninstall -nodisplay

ソフトウェアを削除せずに、アンインストーラをグラフィカルモードで実行する。

./uninstall -no

ソフトウェアを削除せずに、状態ファイルをグラフィカルモードで作成する。

./uninstall -no -saveState myUninstallStatefile

ソフトウェアをテキストベースモードでアンインストールしながら、アンインス
トール状態ファイルを作成する。

./uninstall -nodisplay -saveState myUninstallStatefile

アンインストーラをサイレントモードで実行する。

./uninstall -noconsole -state myUninstallStatefile

viewlogコマンド
インストールが完了すると、ログビューア viewlogユーティリティーが次の場所に
配置されます。

■ Solaris OSの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5i
■ LinuxおよびHP-UXの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5i

Java ES viewlogコマンドの書式は次のとおりです。

viewlog [option]...

viewlogコマンド
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次の表に、viewlogコマンドのオプションを説明します。

表 B–3 Java ESログビューアのコマンド行オプション

オプション 説明

-help ログビューアに使用できるコマンド行オプションを定義します。

例
ログビューアをグラフィカルモードで実行する。

./viewlog

viewlogコマンド
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状態ファイルの例

この付録では、サイレントインストールの状態ファイルの例を示します。
PSP_SELECTED_COMPONENTSパラメータは、対話式インストールで選択したコンポーネ
ントを示します。

注意 –サイレントインストール用に作成した状態ファイルの変数には、管理者パス
ワードなどの機密データが指定されている場合があります。配備しても安全なよう
に、ファイルが保護されていることを確認してください。

#

# Wizard Statefile created: Wed Feb 07 17:16:37 MET 2007

# Wizard path: /tmp/.entsys_CaChE/Solaris_x86/.install/EntsysInstall_SunOS_x86_10.class

#

# Install Wizard Statefile section for Sun Java(tm) Enterprise System

#

[STATE_BEGIN Sun Java(tm) Enterprise System 25f6b7f551f760d3476335edb9218b383660ffd7]

LICENSE_TYPE =

PSP_SELECTED_COMPONENTS = JSS, JSS3, JAXP, JAXB106, JavaMail, SOAPRuntime, JAXR, JDMK,

Cacao, JAXB, JAXWS, MFWK, JAXRPC, XWSS, ISConfigurator, SASL, LDAPCSDK, ExternalJARs,

HiddenCommonComponent, IdentityServerSDKAlone, JavaHelpRuntime, appserv, WSCommon,

HADBConfigurator, HADB, JavaDBCommon, JavaDBClient, JavaDBServer, ASEE, ASCommon,

SunONEMessageQueue, ASAdmin, ASCore, EntsysUninstallerSUNWentsys5,

ISAdministrationConsole, Dssetup, DSEEShared, DSCLI, DPSCLI, DSEEUtils,

DSEEConsoleAgent, DSServer, webproxyserver, SunCluster, Explorer, Cacao11, SCCore,

KTSE, SCDirServer, DirectoryServer, SunCluster_HA_NFS_3.1, WSCLI, WSCore64, WSCore,

SCAppServer, ClientSDK, DistributedAuthentication, MonitoringConsole, DPSServer,

SunCluster_HA_APACHE_TC_3.1, JavaDB, SCGECore, HitachiTruecopy,

SunCluster_HA_Samba_3.1, SunONEWebServer, ASNA, SCCalServer, SCMsgServer, PortalSRA,

DSEEConsole, StorEdgeAvlbtSuite, SunCluster_HA_DHCP_3.1, SRACommon, PortalAdminForSRA,

SRAGateway, MAPCore, IdentityServ, SunCluster_HA_SUN_GRID_ENG_3.1, SRARewriterProxy,

RegistryServer, HiddenUtil, BDB, SessionFailOverClient, ISCommonDomainDeployment,

C付 録 C
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MAPplugin, SunONEIdentityServerManagementandPolicyServices, DAS,

SunCluster_HA_N1G_SPS_3.1, SRANetletProxy, SCGE, WSSamples, ServiceRegistryDev,

ServiceRegistryDeploy, ASSamples, SCMQ, SunCluster_HA_Oracle_3.1, LB,

SunCluster_HA_SOLARIS_ZONES_3.1, SunCluster_HA_MYSQL_3.1, SCHADB, SCInstantMessaging,

SunCluster_HA_DNS_3.1, SCWebServer, SharedComponent, PortalAdmin, WebNFS, SRACore,

PortalServer, SCAgents, IdentityServerSDKAloneL10N, webproxyserverL10n, DSServerL10n,

ClientSDKL10N, DistributedAuthenticationL10N, MonitoringConsoleL10n, DPSServerL10n,

SunONEWebServerL10n, PortalSRAL10n, DSEEConsoleL10n, MAPCoreL10n, MAPpluginL10N,

PortalSRANetletL10n, ServiceRegistryDevL10n, ServiceRegistryDeployL10n,

PortalServerL10n, SunOneMessageQueueDe, ASAdminDe, SCCoreDe, SCAppServerDe, DASDe,

SCMQDe, SCHADBDe, SCWebServerDe, SunOneMessageQueueJa, ASAdminJa, SCCoreJa,

SunCluster_HA_NFS_3.1Ja, SCAppServerJa, SCGECoreJa, HitachiTruecopyJa,

StorEdgeAvlbtSuiteJa, DASJa, SCMQJa, SunCluster_HA_Oracle_3.1Ja, SCHADBJa,

SunCluster_HA_DNS_3.1Ja, SCWebServerJa, SunOneMessageQueueFr, ASAdminFr, SCCoreFr,

SCAppServerFr, DASFr, SCMQFr, SCHADBFr, SCWebServerFr, SunOneMessageQueueKo,

ASAdminKo, SCCoreKo, SCAppServerKo, SCGECoreKo, HitachiTruecopyKo,

StorEdgeAvlbtSuiteKo, DASKo, SCMQKo, SCHADBKo, SCWebServerKo,

SunOneMessageQueueCh, ASAdminCh, SCCoreCh, SunCluster_HA_NFS_3.1Ch, SCAppServerCh,

SCGECoreCh, HitachiTruecopyCh, StorEdgeAvlbtSuiteCh, DASCh, SCMQCh,

SunCluster_HA_Oracle_3.1Ch, SCHADBCh, SunCluster_HA_DNS_3.1Ch, SCWebServerCh,

SunOneMessageQueueTCh, ASAdminTCh, SCCoreTCh, SCAppServerTCh, DASTCh, SCMQTCh,

SCHADBTCh, SCWebServerTCh, SunOneMessageQueueEs, ASAdminEs, SCCoreEs, SCAppServerEs,

DASEs, SCMQEs, SCHADBEs, SCWebServerEs

PSP_EXIT_ON_DEPENDENCY_WARNING = no

PSP_LOG_CURRENTLY_INSTALLED = yes

REMOVE_BUNDLED_PRODUCTS =

LOCALE = true

CCCP_UPGRADE_EXTERNAL_INCOMPATIBLE_JDK =

CMN_WPS_INSTALLDIR = /space/opt/SUNWproxy

DSEE_BASE = /space/opt/SUNWdsee

CMN_DSSETUP_INSTALLDIR = /space/opt/SUNWcomds

CMN_WS_INSTANCEDIR = /space/var/opt/SUNWwbsvr7

CMN_WS_INSTALLDIR = /space/opt

CMN_SRA_INSTALLDIR = /space/opt

CMN_IS_INSTALLDIR = /space/opt

CMN_AS_DOMAINSDIR = /space/var/opt/SUNWappserver

CMN_AS_INSTALLDIR = /space/opt/SUNWappserver

CMN_REG_SERVER_ROOT = /space/opt

CMN_PS_INSTALLDIR = /space/opt

CMN_UNINSTALL_INSTALLDIR =

CONFIG_TYPE = Custom

CMN_ADMIN_USER = admin

CMN_ADMIN_PASSWORD = adminadm

USE_DEFAULT_PASSWORD = true

CMN_HOST_NAME = mycomputer

CMN_DOMAIN_NAME = example.com

CMN_IPADDRESS = 192.168.255.255

状態ファイルの例
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CMN_SYSTEM_USER = root

CMN_SYSTEM_GROUP = root

WS_ADMIN_IS_SERVER_MODE = true

WS_START_ON_BOOT = false

WS_64BIT_INSTALL = false

WS_ADMIN_HOST = mycomputer.example.com

WS_ADMIN_SSL_PORT = 8989

WS_ADMIN_HTTP_PORT = 8800

WS_ADMIN_SERVER_USER = root

WS_ADMIN_LOGIN_USER = admin

WS_ADMIN_LOGIN_PASSWORD = adminadm

WS_INSTALL_CLI_ONLY = false

WS_NODE_HOST =

WS_NODE_SSL_PORT =

WS_REGISTER_NODE =

WS_SERVER_NAME = mycomputer.example.com

WS_HTTP_PORT = 80

WS_SERVER_USER = root

WS_DOCROOT = /space/var/opt/SUNWwbsvr7/https-mycomputer.example.com/docs

HADB_DEFAULT_AMDINPORT = 1862

HADB_DEFAULT_RESDIR = /var/opt

HADB_DEFAULT_GROUP = root

HADB_ALLOW_GROUPMANAGE = N

AS_ADMIN_USER_NAME = admin

AS_PASSWORD = adminadm

S_ADMIN_PORT = 4849

AS_JMX_PORT = 8686

AS_HTTP_PORT = 8080

AS_HTTPS_PORT = 8181

AS_MASTER_PASSWORD = adminadm

ASNA_ADMIN_HOST_NAME = mycomputer.example.com

ASNA_ADMIN_USER_NAME = admin

ASNA_PASSWORD = adminadm

ASNA_MASTER_PASSWORD = adminadm

ASNA_ADMIN_PORT = 4849

ASNA_NODE_AGENT_NAME = mycomputer

AS_WEB_SERVER_LOCATION = /space/opt

AS_WEB_SERVER_INSTANCE_LOCATION = /space/var/opt/SUNWwbsvr7/https-mycomputer.example.com

AS_WEB_SERVER_PLUGIN_TYPE = Sun Java System Web Server

CREATE_INSTANCE = true

DSEE_INSTANCE_DIR = /var/opt/SUNWdsee/dsins1

DSEE_INSTANCE_PORT = 389

DSEE_INSTANCE_SSL_PORT = 636

DSEE_DN_MANAGER = cn=Directory Manager

DSEE_INSTANCE_USER = root

DSEE_INSTANCE_GROUP = root

DSEE_INSTANCE_PASSWORD = adminadm

DSEE_SUFFIX = dc=example,dc=sun,dc=com

状態ファイルの例
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IS_LDAPUSERPASSWD = adminadmin

IS_ADMINPASSWD = adminadm

IS_LDAP_USER = amldapuser

IS_ADMIN_USER_ID = amAdmin

AM_ENC_PWD = nDmQOJQCNv3ABtzioxL5gqMu4Fkxezlh

AM_REALM = disabled

AM_APPL_USER_ID = anonymous

AM_APPL_PWD =

DeploymentServer = AppServer

PortalSelected = TRUE

IS_WS_HOST_NAME =

IS_WS_INSTANCE_DIR =

IS_WS_INSTANCE_NAME =

IS_WS_INSTANCE_PORT =

IS_WS_ADMIN_PORT =

IS_WS_ADMIN_ID =

IS_WS_ADMIN_PASSWORD =

FORCE_UNINSTALLATION =

IS_WS_INSTANCE_DIR_ROOT =

IS_SERVER_PROTOCOL = http

IS_WS_PROTOCOL =

IS_APPSERVERBASEDIR = /space/opt/SUNWappserver/appserver

IS_AS_CONFIG_DIR =

IS_IAS81INSTANCE = server

IS_IAS81INSTANCEDIR = /space/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1

IS_IAS81INSTANCE_PORT = 8080

IS_IAS81_ADMIN = admin

IS_IAS81_ADMINPASSWD = adminadm

IS_IAS81_MASTERPASSWD = adminadm

IS_IAS81_ADMINPORT = 4849

ASADMIN_PROTOCOL = https

IS_IAS81_PROTOCOL = http

IS_IAS81_HOST = mycomputer.example.com

IS_SUNAPPSERVER_DOCS_DIR = /space/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/docroot

IS_BEA_INSTALL_DIR =

IS_BEA_ADMIN_PASSWD =

IS_BEA_ADMIN_PORT =

IS_BEA_DOMAIN =

IS_BEA_INSTANCE =

IS_BEA_DOC_ROOT_DIR =

IS_BEA_WEB_LOGIC_JAVA_HOME_DIR =

IS_BEA_MANAGED_SERVER =

IS_IBM_INSTALL_DIR =

IS_IBM_VIRTUAL_HOST =

IS_IBM_APPSERV_NAME =

IS_IBM_APPSERV_PORT =

IS_IBM_DOC_DIR_HOST =

IS_IBM_WEB_SERV_PORT =

状態ファイルの例
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IS_IBM_WEBSPHERE_JAVA_HOME =

IS_WAS40_NODE =

CONSOLE_HOST = mycomputer.example.com

CONSOLE_DEPLOY_URI = amconsole

PASSWORD_SERVICE_DEPLOY_URI = ampassword

IS_SERVER_HOST = mycomputer.example.com

IS_SERVER_PORT = 8080

CONSOLE_PORT = 8080

SERVER_DEPLOY_URI = amserver

COOKIE_DOMAIN_LIST = .example.com

USE_DSAME_SERVICES_WEB_CONTAINER =

CDS_DEPLOY_URI = amcommon

ADMIN_COMPONENT_SELECTED = true

CONSOLE_PROTOCOL = http

CONSOLE_REMOTE = false

USE_CURRRENT_DS = true

IS_DS_HOST = mycomputer.example.com

IS_DS_HOSTNAME = mycomputer

IS_DS_PORT = 389

IS_ROOT_SUFFIX = dc=example,dc=sun,dc=com

IS_DIRMGRDN = cn=Directory Manager

IS_DIRMGRPASSWD = adminadm

IS_EXISTING_DIT_SCHEMA = n

IS_LOAD_DIT = y

IS_ORG_OBJECT_CLASS = sunISManagedOrganization

IS_ORG_NAMING_ATTR = o

IS_USER_OBJECT_CLASS = inetorgperson

IS_USER_NAMING_ATTR = uid

IS_DIRECTORY_MODE = 1

DIST_AUTH_DEPLOY_URI = amdistauth

CLIENT_DEPLOY_URI = amclient

PS_DEPLOY_TYPE = SUNONE8

PS_DEPLOY_DIR = /space/opt/SUNWappserver/appserver

PS_DEPLOY_INSTANCE_DIR = /space/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1

PS_DEPLOY_INSTANCE = server

PS_DEPLOY_PROTOCOL = http

PS_DEPLOY_PORT = 8080

PS_DEPLOY_DOCROOT = /space/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/docroot

PS_DEPLOY_ADMIN_PORT = 4849

PS_DEPLOY_ADMIN = admin

PS_DEPLOY_ADMIN_PASSWORD = adminadm

PS_DEPLOY_ADMIN_PROTOCOL = https

PS_DEPLOY_ADMIN_HOST = mycomputer.example.com

PS_PORTALACCESS_URL = http://mycomputer.example.com:8080/portal

PS_DEPLOY_DOMAIN_NAME =

PS_DEPLOY_DOMAIN = domain1

PS_DEPLOY_DOMAIN_DIR =

PS_DEPLOY_JDK_DIR = /usr/jdk/entsys-j2se

状態ファイルの例
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PS_DEPLOY_HOST = mycomputer.example.com

PS_DEPLOY_NOW = y

PS_DEPLOY_CELL =

PS_DEPLOY_NODE =

PS_PORTAL_ID = portal1

PS_SEARCH_ID = search1

PS_INSTANCE_ID = mycomputer-8080

PS_DEPLOY_URI = /portal

PS_SAMPLE_PORTAL = true

PS_ENTERPRISE_PORTAL = true

PS_COMMUNITY_PORTAL = true

SRA_SWITCH_CORE = true

PS_IS_INSTALLDIR = /space/opt

PS_IS_LDAP_AUTH_PASSWORD = adminadmin

PS_IS_ADMIN_PASSWORD = adminadm

PS_SERVER_PROTOCOL = http

PS_DS_DIRMGR_DN = cn=Directory Manager

PS_DS_DIRMGR_PASSWORD = adminadm

SRA_LOG_USER_PASSWORD = adminadm

SRA_IS_INSTALLDIR =

SRA_SERVER_DOMAIN = example.com

SRA_GATEWAY_PROTOCOL = https

SRA_GATEWAY_DOMAIN = example.com

SRA_GATEWAY_PORT = 443

SRA_GATEWAY_PROFILE = default

SRA_GW_PROTOCOL = https

SRA_GW_HOSTNAME = mycomputer

SRA_GW_SUBDOMAIN =

SRA_GW_DOMAIN = example.com

SRA_GW_PORT = 443

SRA_GW_IPADDRESS = 192.168.255.255

SRA_GW_PROFILE = default

SRA_NLP_HOSTNAME = mycomputer

SRA_NLP_SUBDOMAIN =

SRA_NLP_DOMAIN = example.com

SRA_NLP_PORT = 10555

SRA_NLP_IPADDRESS = 192.168.255.255

SRA_NLP_GATEWAY_PROFILE = default

SRA_RWP_HOSTNAME = mycomputer

SRA_RWP_SUBDOMAIN =

SRA_RWP_DOMAIN = example.com

SRA_RWP_PORT = 10443

SRA_RWP_IPADDRESS = 192.168.255.255

SRA_RWP_GATEWAY_PROFILE = default

SRA_IS_CREATE_INSTANCE = y

SRA_SERVER_PROTOCOL = http

PS_SERVER_HOST = mycomputer.example.com

PS_SERVER_PORT = 8080

状態ファイルの例
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SRA_IS_ORG_DN = dc=com

SRA_IS_SERVICE_URI = /amserver

SRA_IS_PASSWORD_KEY =

SRA_CERT_ORGANIZATION = Sun Microsystems

SRA_CERT_DIVISION = Software

SRA_CERT_CITY = Santa Clara

SRA_CERT_STATE = CA

SRA_CERT_COUNTRY = US

SRA_CERT_PASSWORD = adminadm

SRA_CERT_SELFSIGNED =

SC_REMOTE_CONFIG = Yes

WPS_ADMIN_USER = admin

WPS_ADMIN_PASSWORD = adminadm

WPS_ADMIN_PORT = 8888

WPS_ADMIN_RUNTIME_USER = root

WPS_INSTANCE_RUNTIME_USER = nobody

WPS_INSTANCE_PORT = 8081

WPS_INSTANCE_AUTO_START = N

WPS_PROXY_DOMAIN = mycomputer.example.com

[STATE_DONE Sun Java(tm) Enterprise System 25f6b7f551f760d3476335edb9218b383660ffd7]

状態ファイルの例
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